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競輪の補助金を受けて実施 したものであるこの事業







序

デー タベースは、わが国の情報化の進展上、重要な役割 を果たす もの と期待

されている。今後、デー タベースの普及により、わが国において健全 な高度情

報化社会の形成が期待 される。 さらに海外 に対 して提供可能 なデータベースの

整備 は、国際的な情報化への貢献および自由な情報流通の確保の観点か らも必

要である。現在わが国で流通 しているデータベースの中でわが国独 自の ものは

約半数であるが、わが国データベースサービスひいてはバランスある情報産業

の健全 な発展 を図るためには、今後 もわが国独 自のデータベースの構築お よび

データベース関連技術 の研究開発 を強力 に促進 し、データベースの拡充 を図る

必要がある。

この ような要請 に応 えるため、(財)デ ー タベース振興 セ ンターで は 日本 自転

車振興会か ら機械工業振興資金の交付 を受 けて、データベースの構築および技

術 開発 について民間企業、団体等 に対 して委託事業 を実施 している。委託事業

の内容は、社会的、経済的、国際的に重要で、また地域 および産業の発展の促

進 に寄与すると考 えられているデー タベースの構築 とデータベース作成の効率

化、流通の促進、利用の円滑化 ・容易化な どに関係 した ソフ トウェア技術 ・ハ

ー ドウェア技術 である
。

本事業の推進 に当って、当財 団に学識経験者の方々で構成 されるデータベー

ス構築 ・技術 開発促進委員会(委 員長 東 海大学教授 上條 史彦氏)を 設置 し

てい る。

この 「ゲーム ソ フ トにおける知的財産権管理流通 ビジネスに関す る調査研究」

は、平成11年 度 のデ ー タベ ースの構築促 進 お よび技術 開発促進事業 として実

施 した課題の一つで、当財団が京都 リサーチパーク株式会社 に対 して委託実施

した ものである。 この成果が、データベースに興味をお持ちの方々や諸分野の

皆様方のお役 に立てば幸 いである。

なお、平成11年 度 デー タベ ース の構 築促進 お よび技術 開発促進事業で実施

した課題は次表の とお りである。

平成12年3月

財 団法 人 デ ー タベ ー ス振 興 セ ンタ ー
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平成11年 度 データベース構築 ・技術開発促進事業委託課題一覧

区 分 No. 課 題 名 企 業 名

一 般

1
認定サービスにおけるデータベースの有効利用に

関する調査研究

(株)シ ネジ ャーナルプロ

ダクシ ョン
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ゲームソフトにおける知的財産権管理流通ビジネ
スに関する調査研究 京都 リサーチパーク(株)

3
地形データを効率よくデータベース化する技術開

発
(株)セ タ

4
戦前期雑誌記事索引100万 件の第一期データ
ベース構築 (株)皓 星社

5
POSデ ータに対するデータマイニング手法群の

比較研究 と実用化技術の開発
(株)日 経 リサーチ

6
北九州産業技術発展の歴史記録の収集とデータ
ベース化

(株)日 鉄技術情 報セン

ター

地域振興

7 写真データベース構築 (株)琉球新報社

8
バ リアフリー施設データベースのプロ トタイプ作

成
(株)札 幌ネクシス

9
新居浜市機械産業における加工描 荷ノウハウ継承
データベース構築

(株)四 国イ ンター ネ ッ ト

10
イ ンターネ ッ トに よるラジオニュース公 開型デー

タベース構築
㈱ 山梨放送

・
-

⊥

・
-
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1.ゲ ー ム ソ フ トと コ ン テ ン ツ流 通 ビ ジネ ス

1.1背 景

米国オリジ ン社が開発 した 「ウルティマ ・オンライン(UltimaOnline)」 で

は、一度 に2000～3000人 が同時 に ロールプ レイ ングゲー ムをプレイで

きるオンライ ン ・ゲームである。ユ ーザは、世界中の仲 間達 とリアルタイムに

ゲームを楽 しむ事がで き、シナ リオが一切ないこのゲームでは、ユーザはバー

チャルであるにもかかわ らずあたか も現実であるかの実感 を得 られる面 白さが

ある。 このようなゲームソフ トは高度情報通信社会の中で新たなコミュニテ ィ

と文化 と産業 を築 き上げてお り、わが国においては、海外輸出の代表的産業の

ひとつに成長 して きている。社 団法人 コンピュータエ ンターテインメントソフ

トウェア協会が1999年 に発 行 したゲー ム 白書 による と、1998年 度 の家

庭用 テ レビゲ ーム機器(ハ ー ド)の 内外へ の総 出荷金 額 は4,820億 円、ソ フ

トウェアは1兆480億 円 に も上 り96年 度 よ り23パ ーセ ン ト、97年 度 よ

り0.1パ ー セ ン ト増 え、厳 しい経済状 況の中で好調 に推移 していることが分

かる。かようなテ レビゲームソフ トは、主 にゲームメーカー主要三社2が 開発 し

たゲ ーム機器 で一 人 また は複数人 とプレイするものである。

ゲームソフ トは、音楽 ・映像 ・コンピュータプログラム等で構成 される総合

コンテ ンツである。その制作 には多大 な労力 と費用を要するのみならず、個々

の開発者の著作権 を始め とす る知的財産権が複雑に錯綜 している3。ゲー ムソ フ

トは、それが ユ ーザ に与 える視聴覚的効果か ら映画 と同様 に捉 えられる事象 も

あ り、配給ルール とルー トが確立 している映画産業 との対比の中でゲームソフ

ト流通 をどうするか、という問題が生 じている4。一方 、情報技術 や ネ ッ トワー

クイ ンフラの発展 と整備 に伴い、冒頭の ウルティマ ・オンラインのように、こ

れまでは想定 しなかった ような流通形態 と利用が可能になってきている。従来

は、家庭内でのゲーム専用機でのプレイが 中心であったが、その後複数ゲーム

機 を接続 してプレイす るようにな り、現在 はネ ットワーク接続で同時に海外 に

居る複数人 とのプレイができる。メディアについて も同様 に、カー トリッジや

CD-ROM等 のパ ッケージ系流 通か らオ ンラインでの配信や コンビニに設置

した衛星配信端末 を利用 した配信やデータ放送 など、あ らゆるメデ ィアを利用

した流通が一般化 しつつある中で、ゲームソフ トはエ ンタテイメント産業を担

う 「コンテ ンツ」 として高 く認識 されるようにな りその市場が拡大 して きてい

る。

ゲームソフ トは、比較的浅いビジネスの歴史の中で情報技術の急激 な社会環

境の変革を経験 しなが ら、あるいはそれ らを取 り込み なが ら発展 し続けている。
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しか しその反面で、ゲームソフ トをめ ぐる様 々な問題 も生 じている。違法 コピ

ー
、データ改窟、キャラクターの不正使用、エ ミュレータ問題等である。 また

昨年、東京地裁 と大阪地裁で相反する判決がだされた中古 ソフト訴訟 は記憶 に

新 しい。中古 ソフ ト以外に も違法 な複製やホームページ上での無断配信等の問

題が ビジネスシーンで取 り上 げ議論 されている。 これ らに関連 して、昨今ゲー

ムソフ トの制作費用は膨れ上がる一方であ り開発者側 にとっては資本回収のル

ール作 りの未整備 も新たな課題 としてある
。つ まり 流通形態の多様化による

資本回収構造が確立 している映画産業 と比べ てゲームソフ トはマルチな流通構

造 ではないため一次利用に依存する体質になっている。ゲームソフ ト利用のニ

ーズや形態はユーザ側では拡大 ・多様化 しているにも拘 わ らず対応できていな

い点が指摘できよう。比較的視点から、映画産業における流通形態 を見 てみ よ

う。

表1-1わ が国にお ける映像 ソフ ト流通 の現状

劇場での上映 1,579億 円

地上波放送 1.060億 円

ビデオ販売 984億 円

レ ンタ ル ビデ オ 2,303億 円

衛星放送 !35億 円

CATV 94億 円

(郵政省 『放送ソフ トの振興に関する調査研究会』平成9年 、41頁)

表1-1か ら映画 産業 にお いて は、 いわゆ る一次利用 としての劇場での上映

以外の利用か らの収入が290パ ー セ ン トもある こ とが 分か る。 ここで単純 に

ゲームソフ ト産業 において も映画産業 と同様 な流通 を構築する必要があるとは

言えない。 しか し、ゲームソフ トにおいても従来のプラットフォームに依存 し

た流通 は大 きく変革の時期 を迎えていることを認識 しより多様性のある流通市

場 を構築 し効率的な資本回収構造を考えなければならないだろう5。

京都 リサーチパ ー ク株式 会社 は、1998年 春 よ り産 官学共 同の 「ゲー ムア

ー カ イブ ・プロジェク ト(GAP)6」 を立 ち上 げ、 ゲ ー ム ソフ トの現物収集 と

その基本情報のアーカイブ化に係る研究事業 を推進 して きた。そこでの研究か

らゲームソフ トの積極的な流通市場の構築が不可欠あるとの認識 に至った。流

通市場構築 には、複雑 な知的財産権が錯綜するゲームソフ トの流通 は権利保護

と流通促進のバランスをどのように保つかにかかる。権利保護を強化すれば流

通が損なわれ、またその反対 もしか りである。
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本報告書は、かような流通市場構築を目指 し、知的財産権の取引市場モデル

である 「コピーマー ト」 をベースに、ゲームソフ トの特有性 に対応 したビジネ

スモデルの提案 を行い、関連する諸問題 について法律 と技術の両側面か ら検討

を行 うものである7。

1.2ゲ ーム ソ フ ト流 通 の現 状

ゲームソフ トは、映像産業 と比べてその流通市場がシンプルである。例 えば、

映画 ソフ トは一次利用 として劇場で上映される。次 に同 じソフ トが航空機内で

の上映、大学 ・地方 自治体等での自主上映、テ レビで放映、BS・CS・CA

TV等 のペ イTVで の放送 、 ビデ オソフ トで流通 している。同様 にビデオソフ

ト、テ レビ番組、マルチメデ ィアソフ ト、音楽、ラジオ番組、書籍等の各 コン

テンツの分野において も程度の差 はあるが(い わゆ る)二 次利 用市場 が存在 し

ている8。しか しゲーム ソフ トに関 して は明確 な二次流通市場が存在 している と

はいいがたい。平成10年 改訂版 郵政省 郵 政研 究所編 『徹 底研究 メディアソ

フ ト』(1998年)に よる と、ゲ ーム ソフ トの二次利 用市場規模 は、「家庭用

ゲームに使用 されている音楽のCD、 テー プの販売金額 」 と記 されゲ ームその

ものよ りゲームに使 われている音楽が利用されているのであ り、またその算出

方法・推定方法についても「当面考えない」とその市場性の低 さを示 している9。

1.3ゲ ーム ソフ トを対 象 と した知的財産権管理流通 ビジネスモデル

著作権や特許などの知的財産権が財産的価値 を持つ ようになると、それ 自体

が 『もの』(有 体 物)と 同様 に取引 の対象 とな る。 しか しここで重要な問題は、

ゲームソフ トの取引は有体物 も無体物 も含 まれているとい うことである。つま

り、メデ ィアに組込 まれたゲームソフ ト(例 えば、 カー トリ ッジ、CD-RO

M、DVD等)が 販売 され る場合 、当該 ゲー ム ソフ トは 『もの(有 体 物)』 と し

て取引 が され所有権 が移転 する側面があるが、ゲームソフ トに係 る著作権等の

知的財産権まで取引 によって移転するわけではない。そのため、ゲームソフ ト

の利用 は知的財産権法(主 に著作権 法)の 枠 内 で制限 を うけ る ことになる。『も

の』 としてのゲームソフ トは購入者に帰属するが、ゲームソフ トの著作権(無

体物)は 著作者 や著 作権保 有 者 に帰属 している。それ故 、例 えば教職員が合法

に購入 したゲームソフ トを、学校教材 として学生 に利用 させる目的で校内のサ

ーバにインス トールすると著作権侵害 を構成する行為 にな りかねない10。

この ような状 況か ら知的財 産権(特 に著作権)が 化体 された商 品(CD、 書

籍、 ゲーム ソフ ト等)を 市場 で健全 に流通 させ る仕組 みが不可欠 になるのであ
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る。例えば音楽産業 においては、作詞家、作曲家、演奏家の権利 は社団法人 日

本音楽著作権協会(JASRAC)が 権利保 有者 か ら権 利寄託 を うけて管理 してい

る。JASRACは 音 楽 その ものの提 供 を行 っているのはなく、音楽 に係 る著作権

管理 をその主な業務 としている。楽曲を利用する際 には、著作権法 で制 限 して

いる私的使用などの場合11を 除いてJASRACか ら許諾 を得 なけれ ば な らない12。

同 じように、書籍 や絵 画 や写真等の著作物の利用について も同様 に権利保有者

か らの許諾 を得 なければならない。

それでは、ゲームソフ トを対象 とした権利管理流通モデルはどの ようなもの

でなければならないのだろうか。上述 した音楽や書籍 と同様 にゲームソフ トは

主 に著作権法で保護 されている。そのため著作権法が定める権利者の許諾を得

な くとも自由に使 える範囲を超えた利用に対 しては権利処理(権 利 者 か ら許諾

を得 るこ と)さ れ なけれ ばな らない。近年 の情報 メディアの発展 に伴 いゲーム

ソフ トも従来か ら主流であったパ ッケージ流通か らネッ トワークさらにはデー

タ放送へ とその流通形態が拡大 ・変革 し始めている。 さらに、ゲームソフ トを

ベースに映画制作 を行った り、映画 をベースにゲームソフ トを開発 することも

ある。京都 リサーチパーク株式会社が、財 団法人比較法研究セ ンターの協力で

昨年度まとめた 「ゲームアーカイブプロジェクト(GAP)に お ける著 作権 マ ニ

ュ アル」(1999年 、ス ーパ ーバ イザ ー:北 川善太郎 、座 長:阿 部 浩二)に お

い て は、人材育 成 を目的 としたゲームソフ ト活用 について法的側面か らの検討

を行 ったが、「人材育成 といっても教育機関の種類 などにより権利処理の範 囲、

教育 目的であった として も近年のディジタルネッ トワーク社会での 『教育』 と

い う定義の範囲、同様 に図書館 としての利用の範囲が必ず しも明確 ではない」

とした上で「ゲームソフ トの権利保有者の権利 を保護 しつつ流通促進のために、

(情報技術)を 利 用 してゲ ームソフ ト製作 者 と利用者にとって新たな取引環境

を創出」するもの としてゲームコピーマー トの必要性 を強調 している。

高度情報通信社会 においてコンテンツ不足 が指摘 されているが、ゲームソフ

トは映像 コンテンツと並んでまさに市場性のあるコンテンツとして注 目されて

お り、そのための流通モデルが求め られているのである。このモデルは、ネッ

トワークを利用 した取引であると共に著作権等の権利処理機能 を備 えたモデル

であることが基本である。

それではコピーマー トでは どのように複雑 なゲームソフ ト業界での流通モデ

ルを構築 す るのだろうか。コピーマー トは、「マーケ ット・アプローチ」13を 取

る こ とで この問題 に対応 してい る。つま り、ゲームソフ トの多種多様 な権利者

と利用者の間の契約の標準化(ス タンダー ド化)を 試 みる もの で はな く、私 権

と しての著作権 は著作権者 に決定権があることか ら、「権利保有者 は著作権取

引市場 に参加す る自由 をもち_自 己の著作 物 に著 作権 利 用条 件 を埋 め込 んで
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(コ ピーマー トに)登 録 し...利用者 は情報 市場 に 自由 にア クセス して利用条件

にしたがって求める著作物 を入手」14す る仕 組み を 目指 す ものであ る。

ゲームソフ トの ビジネスモデルの重要 な機能はどのような知的財産権 をどう

管理 し取引 させるかである。 ビジネスモデルである以上、そこではなにが しの

ビジネス行為が行わなければならないが、必ず しもゲームソフ トその ものが『も

の』 として取引 されなれなければビジネスにならない とい う訳ではない。一般

的に情報通信社会で展開 している流通 ビジネスを概観する と、実 に様 々な形態

でビジネス展開がされていることが分か る。

ゲームソフ トの ビジネスモデルは2つ に大 別 で きる15。 まず 、 コ ピーマ ー ト

の要素 を部分 的に含んだビジネスモデル(部 分 モデル)が ある。 これ は比較 的

現 実的で あろ うがそれ 自体が コピーマー トと呼べ るか どうかの問題が残る16。

次 に、 コ ピーマ ー トと しての機 能17を 備 えた ビジ ネスモデ ル(全 体 モデ ル)が

ある。具体的 な ビジネスモデ ル は、部分 と全体モデルを含めて4つ のモ デルが

あ り、事業 の 目的 ・形態などによって選択す ることになる。

本報告書は、権利取引市場 モデルである 「コピーマー ト」 をその理論的基盤

とし、ゲームソフ トの流通モデルを考察 ・提案 してゆ くものである。
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1.3.1ゲ ー ム コ ピ ー マ ー ト18の 概 念

(1)コ ピ ー マ ー ト概 念

ゲ ー ム コ ピー マ ー トは コ ピー マ ー トの ア プ リケ ー シ ョ ンの 一 つ で あ る。 コ ピ

ー マ ー トで は
、権 利 者 に よ り権 利 デ ー タが 登 録 され 、 か つ 、 ラ イ セ ンス 条 件 が

提 示 され る 。そ こで は 大 量 の著 作 権 デ ー タが 登 録 され著 作 物 の 取 引 が され る が 、

物 理 的 な建 物 が必 要 と され る訳 で は な い 。 ま た 、 コ ピー マ ー トは 、 権 利 登 録 、

利 用 に対 す る代 金 回収 ・権 利 者 へ の 支 払 い 、 コ ピー の オ ンラ イ ン配 布 等 の機 能

を備 え た仕 組 み で あ る 。

鎮

権

利

者

図1-1コ ピ ー マ ー ト概 念 図

コピーマー トの基本的考え方 は、権利者がその意志で自己の著作物の利用条

件 を定めて情報 を提供することができ、利用者 との合意の上で取引が行 われる

『場』 を提供するものである。 コピーマー トは、利用者 と権利者の間に位置 し

取引のための環境 を提供する。その環境 は2つ の デー タベ ースか ら構 成 され て

いる。一つは、著作権(権 利)マ ーケ ッ トであ り、他 はコ ピー(著 作 物)マ ー

ケ ッ トであ る。 コ ピーマ ー トはシステム全体 を指 し、著作権マーケ ットは著作

権データが登録 されているデー タベース、著作物マーケ ットは著作物 ・作品が

収納 されているデータベースのことである19。

6



著作権マーケ ットと著作物 マーケ ットを統合するコピーマー トは、その主宰

者(様 々 な事 業 体が考 え られ る)が 管理 ・運営す る情報 システ ムサービスであ

り、権利者 と利用者に対 して自由な取引環境 を提供する20。 コピーマ ー トにお

け る権利者 は、著作者や著作権管理事業者、相手方の利用者 として著作権利用

事業者、エン ドユーザがある。 また、2つ の デー タベ ー スは ひ とつの市場 を形

成 していることが多いが、別々に存在 しているが機能的には統合 されているこ

ともある21。

(2)ゲ ー ム コ ピ ー マ ー ト22

(A)ゲ ー ム コ ピーマ ー トの 要 素

ゲ ー ム コ ピー マ ー トは主 に次 の 要 素 を持 つ 。

(a)権 利 の個 別処理

ゲ ーム ソフ トは、写真 ・絵画等 の静止画像 、映像等の動画、ナ レーション等

の言語の著作物、音楽、シナ リオ ・脚本 、プログラム等 の著作物か ら構成 され

ている。基本 的には、それぞれの著作物には著作者が存在 し権利が発生 してい

ることになる。ゲームの制作過程 の中で多種 の著作物の著作者は、職務 として

制作会社 に帰属 していた場合は職務著作 となる場合 もあるが(法15条1項 、

2項)、 そ うで ない場合 は個 々 の著 作物の著作者 に権利が発生する。このような

権利 を持つゲームソフ トを利用する場合、私 的使用等の場合を除いて権利処理

が必要であることは既述 した。ゲームを流通 させる際にはこれ ら権利の処理を

行 うことが前提 である。

著作権マーケ ットは、ゲームソフ トの書誌 的情報や取引情報 を登録すること

がで きる。具体的には、著作者、権利者、著作物の種類 や利用許諾条件や価格

および支払い方法やソフ トのデモ等である。 これらの情報 により、利用者は権

利マーケ ットにアクセスすることで権利者が許諾する範 囲での利用 についての

情報を入手で き、 またライセ ンスを受けることもで きる。勿論、全 ての取引は

コンピュータシステムを介 して行 われログが取 られ個別に処理 されることにな

る。

(b)合 意 シ ス テ ム

ゲームコピーマー トは権利者 と利用者の間に 『場』 として存在 し、権利者は

自己の ソフ トの利用許諾条件 を決めることがで きる。そのため権利者は、例え
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ば 「教育 目的で学内で利用する限 りにおいては自由に使える」 という許諾条件

を付 けることも可能 となる。一方利用者は、権利マーケ ットにアクセス して希

望する利用態様 について検索 を行い、合致する条件があれば契約 を行 うことに

なる。権利者が提示する許諾条件 に対 して条件の変更や異 なる条件 での利用を

希望す る利用者は、同 じく権利マーケ ットに登録されている権利者のア ドレス

(電子 メ ール等)に 連絡 を し個 別 に交渉す る ことも可能である。

この ようにゲームコピーマー トは、権利者 と利用者が権利者が提示 した利用

条件 に双方が合意 したスタイルでビジネスが行われる。権利者は、自己の著作

物の利用 について積極的に関与 で きることで、制作か ら流通や利用 まで含めた

ビジョンで創作活動 を行 うことがで きるようになる。一方、利用者 は自らが希

望す る条件 に合致す るソフ トの利用が容易 となるばか りでな く、権利者 と個別

交渉 を行 う事 も可能 なため よりフレキシブルな利用 と対応がで きるようになる。

(c)取 引市 場

ゲ ー ム コ ピーマ ー トは、権利者 と利用者が 自由に取引がで きる環境 を提供す

ることになる。権利者は、自己のゲームソフ トが どの ように流通 し利用されて

いるのか を権利マーケ ットにアクセスすることで認識で きるのみならず、 自ら

その流通 に関与で きるようになる。権利者は、「フリーに使 って もらって構わな

い」、「教育機関な ら割引利用が可能」、「学割有 り」、「ビジネス利用 は不可」、

「ゲーム ソフ トのキ ャラクターの使用 も構 わない」、「ゲームソフ トの音楽の利

用は¥△ △△ 円」 とい うように従 来一般的に想定されていたゲームの利用範囲

を超 えた利用提供が可能 となる。コピーマー トでは、これ らの条件が組み込 ま

れたゲームソフ トが市場での流通単位 となるため、流通 と権利保護 のバランス

の とれた市場が形成 されるようになる。

(B)ビ ジネスモデルの種 類

ゲー ム コピーマー トの ビジネスモデルは次の4つ の形 態 が ある。 これ らはそ

れぞ れ独立展開が可能であるが、複数が関連 したモデル もある。 しか し、ここ

では、ゲームソフ トの基本 ビジネスモデルとして紹介することか ら始める。こ

れ ら4つ の モデル を基 本 とした ビジネス展開を行 うことになるが、システム構

築 とオペ レーションの段階で各モデル間の相互関係について検討す ることにな

ろう。

(a)カ タ ロ グ型 モ デ ル
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(b)権 利 処 理 型 モ デル

(C)コ ンテ ン ツ提 供 型 モ デ ル

(d)コ ピー マ ー ト型 モ デ ル

こ こで4つ の ビ ジ ネ ス モ デ ル の うち(a)か ら(c)は コ ピー マ ー トの部 分

的 要 素 に基 づ い た 部 分 モ デ ル で あ り、(d)は コ ピ ー マ ー ト機 能 を全 体 的 に備 え

た 全体 モ デ ル で あ る。

◆
◆◆

◆
◆
◆◆

◆

権
利
者

利
用
者

コンテンツ提

供型モデル

利
用
者

ノ

"

利
者

、

部分モデル 全体モデル

図1-2ゲ ーム ソフ トの ビジネスモデル

これ ら4つ のモ デル はそれぞ れ権利者 と利用者の間に独立 して存在 し、特化

したビジネスを行 う。それぞれ コピーマー トの要素を含 んでいるためゲームソ

フ トの新たな流通市場形成 に貢献することになる。現在、ゲームソフ ト市場で

かような形態の ビジネスは部分的に行われているに過 ぎない。部分 的とい うの

は、例 えば 「カタログ型モデル」では、いわゆる コンテンツの 『カタログ』サ

ービス を行 っている事業体 は存在するが、ゲーム コピーマー トによる取引市場

形成につ ながる形態にはなっていない。例 えば、報告書 「著作権情報のデー タ

ベース化及 び情報提供の在 り方 に関する調査研究一著作権権 利情報集中機構

(J-CIS)の 実現 に向けて」(文 化庁文化 部著 作 権課 、平成8年11月)で は権

利者 団体 に よる会員等 の著 作物等に係る情報 の収集 ・提供状況 について下記の

項 目について32団 体 に対 して調査 を行 ってい る。

(a)作 品情 報(作 品名 、作 品 の概 要、識 別 コー ド)
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(b)著 作権情報(著 作 者(氏 名 ・連 絡先)、 著作 権者(氏 名 ・

連絡先)

(c)公 表流通媒体情 報(作 品が使用 され た媒体)

(d)使 用条件情報(許 諾 を得 られ る使 用形態 、、使 用料金、 交

渉相手)

(e)保 護期 間情報(残 存保護期 間)

(f)作 品の閲覧 ・入手方法情報(デ ー タベ ース に よる作 品

の一部又 は全部の提示)

(g)会 員情報(氏 名 、連絡先)

作 品情報 を提供 して い る団体 は11団 体 あるがそ の うち コ ンピュータで検索

で きるのは6団 体 だけ だ った。 また、識別 コー ドで管理 している団体は4団 体

にす ぎない。 また、著 作権情報 については約半数の団体がなにが しの情報収集

をしているが、大半は コンピュータ化 されていない。 これ らは権利者団体であ

り著作権者か ら権利寄託 を受けて著作権者に代わって権利 の管理 を行っている

ものである。これらの団体が扱 っている著作物は、音楽、シナ リオ ・脚本、書

籍、実演、写真、絵画、映画、放送番組、 コンピュータグラフィック等である

が、データベ ース化の不整備が理解で きよう23。つ ま り、仮 に デー タベ ース を

持 っていて も自社内で 自社の目的のために著作物の書誌情報等 を扱 ったものが

多 く、それ らを利用 したビジネス展開までには至 っていない もの と思われる。

これは市場が存在 しないのではなく新たなビジネスチ ャンスにつ なげていない

ことを意味 しているのではないだろうか24。

これ ら4つ のモ デル は、既存 の ビジネス構造の上 にコピーマー トの要素を利

用 して新たな権利 ビジネスを築 きあげる仕組みである。

(3)部 分 モ デ ル型 コ ピ ーマ ー ト

部 分 モ デ ル とは、 コ ピー マ ー トの 部 分 的 要 素 を組 み 込 ん だ ビ ジ ネス モ デ ル で

あ る。 下 記 の 図1-3は 、部 分 モ デ ル と コ ピー マ ー トとの 関係 を示 して い る。

コ ピー マ ー トは、著 作 権 が 登 録 され て い る著 作 権 マ ー ケ ッ ト(CRM:Copyright

Market)と 著 作 物 が 蓄 積 され て い る コ ピ ー マ ー ケ ッ ト(COM:CopyMarket)

か ら構 成 され 、 この2つ の情 報 市 場 が1つ の 市 場 を形 成 して い る25。 著 作 権 マ

ー ケ ッ トは
、 コ ンテ ン ツ や著 作 権 お よ び 取 引 に 関す る情 報 の デ ー タベ ース で あ

り、 コ ピ ー マ ー ケ ッ トは オ リジ ナ ル コ ンテ ンツ の コ ピー を蓄 積 す る デ ー タベ ー

ス で あ る。 この2つ の デ ー タベ ー ス は物 理 的 あ る い は地 理 的 な制 約 に縛 られ る

こ とは な い26。
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図1-3部 分モデル とコ ピーマ ー トとの関係

そのため、コピーマー トの権利マーケ ッ トや コピーマーケ ットの部分要素 を

ベースにしたビジネス展 開が可能である。部分モデルは、ビジネス として立ち

上がってい るもの もあるが コピーマー トの部分モデル として機能す るものでな

い ことは既述 した。なお、コピーマー トの部分モデルはそれ自体で ビジネス展

開できるがそれぞれが コピーマー トを構成する 『部品』 として位置づ け られる

ことになる。そのため 『部品』 は常に全体 との関連の中でその存在の意義 を持

つ ことになる。

次に部分モデルの3つ の モ デルにつ いて説 明 と検討 を行 う。

(A)カ タ ロ グ型

(a)概 要

カタログ型モデルは名前 の とお り権利者 と利用者の間に存在 し、権利者やユ

ーザがゲームソフ ト取引 を行 う際 にポー タル(入 口)と してア クセ ス し利用 す

る ものである。これは、単 なるサーバ貸 しサー ビスの ようにテナン トを物理的
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にサーバ上 に集中化 させ るのではなく、各権利者(メ ー カー等)が ビジネスに

必 要 なデー タを集 中す る ものである。カタログ型モデルが扱 う情報 は基本的に

次 の2種 類 があ る。 ゲ ーム ソフ トに関する 「書誌的情報」 とゲームソフ トの蓄

積(ス トア)情 報 で あ る。それ ぞれが物理 的 に異 なるカタログサ イ トを前提 と

する訳ではないが、実質的にはカタログサイ トのプロバ イダの性質によるであ

ろう。

礁懸 、

図1-4カ タログ型:ゲ ーム ソフ トの書誌 情報

図1-4は ゲ ーム ソ フ トの書誌 情報 を扱 うためにコピーマー トの権利マーケ

ッ ト機能の要素 を部分的に持つが、下記の図1-5は ゲ ーム ソフ トの蓄積 情報

を提供 す るためにコピーマー トの コピーマーケットの機能 を部分 的に持つこと

になる。

図1-5カ タログ型=ゲ ーム ソフ トの蓄積(ス トア)情 報

カ タログ型 モ デ ルは、 ゲー ム ソフ トに関する書誌 的情報や蓄積 情報の提供で

あるため実際 に権利処理 を行 った り、ゲーム ソフ トの提供 までは行 わない。カ

タログ型モデルは リンク等の機能 を備 えることで無制限のゲームソフ トの情報
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を扱 うことが可能である。

ところで、わが国では家庭用ゲームソフ トメーカーは約300社 あ り、そ の

下 に制作 プ ロダクシ ョンが多数存在 している。そ して制作 にあたっては、プロ

デューサ、ディレクタ、プログラマ、グラフィックデザ イナー、サ ウン ドデザ

イナー、技術スタッフ等が関与 し個々の役割 は劇場用映画の場合の ように明確

ではない27。 加 えて、 ゲーム ソフ トには、写真 ・絵画等の静止画像 、映像等の

動画、ナ レーション等 の言語の著作物が含 まれるだけでな く、音楽、シナ リオ ・

脚本、プログラム等の著作物が組み込 まれてるため、その利用においてはそれ

ぞれの権利処理が必要である。 しか し、ゲームソフ ト製作にあた りこれ ら権利

帰属が曖昧 に処理 されていることや、製作 に関与 した多数の権利者か らいちい

ち許諾を得 ようにもその所在か ら調べなければならない等の多 くの阻止要因に

直面することになる。ゲームソフ トのカタログ型モデルは、利用者 に対 してゲ

ームソフ トの種類、 タイ トル、動作環境等 に加えて著作者、権利者、連絡先、

権利内容や実際のゲームソフ トの蓄積情報等 を提供す ることでゲームソフ ト市

場の活性化に貢献するものである。

(b)必 要 とされる機能

カ タログ型 モデルは次の機能 を含 む。

・ ゲームソフ トに係 る書誌的情報の提供

・ ゲームソフ トに係 る権利情報の提供

・ 権利者が設定する利用条件 の提示

・ 権利処理を可能 とす る機能(他 の事 業体 との イ ンター フェイ

ス機能)

・ コンテ ンツ提供 を可 能 とす る機能(他 の事 業体 との イ ンター

フェ イス機能)

(c)カ タ ロ グ型 モ デ ルの プ レイ ヤ ー

カ タ ロ グ型 モ デル の プ レイ ヤ ー は下 記 の とお りで あ る。

・ 権 利 者(ゲ ー ム メ ー カ ー
、 制 作 会 社 等)

・ カ タロ グ型 事 業 体

・ 利 用 者(エ ン ドユ ーザ
、 ビ ジ ネ スユ ー ザ)
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(d)検 討

ゲームソフ ト書誌的情報

ゲーム ソフ ト蓄積情 報

ど
利用裟

カタログ型モデルは、ゲームソフ トの権利者(例:メ ーカ ー等)に とって は、

各 権利 者側 で従来 か ら蓄積 して きたゲームソフ トに関するデータベース等 をカ

タログ型事業体に提供す るだけで事足 りるため、 ビジネス参入 にあたって新た

な投資 を必要 としない容易性があげられる。ただ し、カ タログサ イ トに掲載す

る自己のデータベースがない場合 にはデータベースを構築 した り、 コンピュー

タ対応 になっていない ものは必要な処理を行わなければならない。 また権利者

側 にとっては、 自己のホームページを介 したビジネス活動 には自ず と制限があ

るが、カタログ型の場合は、 より多 くのユーザを対象 とした ものであるため、

それだけビジネスチャンス も拡大するメリッ トがある。 さらに、コピーマー ト

の要素機能を備 えているために全体 としてのゲームコピーマー トとのインター

フェイスが可能 となる。

ユーザ側 にとっては、カタログ型事業体 にアクセスす ることで効率的に希望

す るゲームソフ トの情報 を入手す ることがで きる。そ こでは、個々にゲームソ

フ トをサーチするの と比べ ると、検索や分類機能によりゲームソフ トの詳細 な

情報検索が可能であるためよりフレキシブルな利用が可能 となる。 さらに、コ
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ピーマー トの部分的要素 を備 えているためインターフェイスサービス(機 能)

を介 して権利 処理 や コ ンテ ンツ入手 をするこ とも可能 となりその利便性 は大 き

いo

カタログ型モデルは、ユ ーザにとってよ り魅力的なサ イ トに しなければなら

ない。単に雑種のデー タの倉庫 ではユ ーザのニーズに応えることはで きない。

そのため、ゲームソフ トについて多様 な角度か らの検索やユーザのニーズに対

応 した情報提供 を行わなければならない。これは、コピーマー トを構成す る著

作権マーケ ットとコピーマーケ ッ トの2種 類 の うち主 に前 者 を中心 と したサー

ビスになる。著作権マーケ ッ トでは、コンテ ンツ情報、権利者情報やゲームソ

フ トの提供条件等が提供 される。

カタログ型事業体は、権利者(メ ー カー等)か らの情報 掲載料 、実際 の取引

に基づ く紹介料や、ユ ーザ側 か らのアクセス料、 または広告収入等でその運営

を行 うことになろう。

この モ デ ル に近 い もの と して文 化 庁 が 構 築 中 のJ-CIS(Japan

CopyrightInformationservice)が あ るが、現在 は音楽情 報 ネ ッ トワーク協議

会(MINC)、 日本書 籍 出版協 会(BOOKS)、 日本 美術 著作 権機構(AP

G-JAPAN)、 メデ ィア教 育 開発 セ ンター等が構築 しているそれぞれのデー

タベースの共通サイ トとして位置づ けるための項 目と機能について調査 を行 っ

ている段階である。

(B)権 利処理型事業体

(a)概 要

権利処理型モデルは、ゲームソフ ト利用のために必要な権利処理 を行 うビジ

ネスモデルである。ゲームソフ トを私的使用の範囲 を超えて利用する場合や、

ゲームに使われているキ ャラクターや音楽の利用や、当初開発の段階では予定

していなかったビジネス利用 を行 う場合等は権利者の許諾が必要 となる。

現在、音楽や書籍や実演等 については権利処理(管 理)団 体 があ るが ゲー ム

産業 におい ては存在 していない。権利処理は前述 した ような利用の際に必要で

あ り、著作物が多種多様 な形態で利用 されればされるほど重要 になって くるビ

ジネスモデルである。
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図1-7権 利処 理型 モデル

図1-7は 、権 利処 理 型 を コピーマ ー ト概 念図に対応 させたものである。権

利処理型ではコピーマー トの2つ のデー タベ ースの 中の権利 マ ーケッ トの要素

を組み込んだモデルである。権利マーケ ッ トは、ゲームソフ トに関するコンテ

ンツ情報に加え、関連する権利内容 と利用条件等の情報が登録 されてお り、利

用者がアクセスすることで情報提供のみならず権利処理 まで行 う仕組みである。

しか し、権利マーケ ッ トだけではコピーマ ー トとは言えず従来の権利処理 ビ

ジネス と大差 ないことになる。そこで、権利処理型モデルは、他の コピーマー

トモデル(部 分 モデ ル と全体 モ デル を含 む)と の イ ンター フェイス と、権利者

と利用者 とが条件等 について交渉できる機能を備えることが重要である。

(b)必 要 とされる機 能

権利処理 型モ デル は次の機能を含む。

・ ゲームソフ トに係る書誌的情報の提供

・ ゲームソフ トに係る権利内容の提供

・ ゲームソフ トに係る利用条件の提示

・ ゲームソフ ト利用に係る権利処理

・ 権利者 と利用者が直接交渉で きる機能

・ ゲームソフ ト提供を可能にする機能(他 の事 業体 との イ ンタ

ー フェ イス機能)

(c)プ レ イ ヤ ー

権利処理型モデルのプレイヤーは次の とお りである。
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権利者(ゲ ーム メー カー、制作会社等)

権利処理 型事 業体

利 用者(エ ン ドユ ーザ、 ビジネスユーザ)

闘

権利処理型
モデル

図1-8権 利処理型 事業体 の プ レイヤー

(d)検 討

権利処理 型 モ デルはゲ ーム ソフ トの権利処理 を行 うことを業務 とするため、

権利処理 に必要な情報 をデータベースに登録 しておかなければならない。 ゲー

ムソフ ト業界では、権利 の集 中管理機関は存在せずそれぞれの権利者 レベルで

処理 を行 っているのが現状である。ゲームソフ ト制作 には多 くの者が関与す る

が、それ らの多 くは職務 として制作 に従事 してお り開発契約で著作権を法人 に

帰属 させていることも多い。 しか し、個人や少人数でゲームソフ トを制作 して

いるクリエー タも多 く存在 していることか ら、権利処理型モデルとしては、 こ

れらの状況 に対応 した仕組み を提供 しなければならない。

コピーマー トは、権利者が利用条件 を登録 し利用者 との合意に基づいて取 引

をするものであるか ら、権利者は利用条件 を設定 しなければならない。 これ は

創作者(権 利者)に 、 よ りフ レキ シブル な選択 肢 を与 えることにな り創作の イ

ンセンティブを高めることにつ ながるだろう。例 えば、ある権利者は、ゲーム

に使 われているキャラクターや音楽等の素材 についてもライセンス を与えたい
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と思っている とする。現在ではその ような取引市場 はな く、利用者が利用 した

い素材 を見つけた場合 には個別に利用許諾 を得ることしかで きない。 コピーマ

ー トでは権利者 は自己の著作物 に対 して全体で も部分でも自由に市場 に提供す

ることができるようになる。

一方、利用者 にとっては、ゲームソフ トの利用許諾を容易 にかつスムーズに

得ることがで きるため、 これまで権利処理 に要 していた労力 と時間 を節約で き

るメリットがある。加 えて、権利マーケッ トでは利用者が希望す る価格や条件

に基づいて利用可能なゲームソフ トの情報 を入手で き、制作面での効率化に貢

献する。

次に、権利処理型モデルにとってゲームソフ トの複雑な権利 をどの ように登

録するかとい う根本的な問題がある。権利は基本的に権利保有者が登録する。

また、権利保有者から寄託 を受けた者や機関が権利保有者 として登録 すること

もある。ゲーム ソフ ト業界 における権利帰属の態様 は一様ではな く多様かつ複

雑である。コピーマー トは権利者が利用条件 を登録 し利用者の間で合意 に基づ

く取引 を行 うものであるが、多数の権利者が係わるゲームソフ トの場合、全員

が登録する としても利用条件が同じであるとは言い難い。そのため、同 じゲー

ムソフ トが権利者によって利用条件が異なる と不必要な混乱 を招 くことにな り

かねない。また、複数の権利者全員が登録 していた場合、利用者 は同 じコピー

マー ト内と言え どもその権利処理には時間と労力がかかることになる。これは

現実問題 としてゲームソフ ト業界や映像 コンテンツ業界で生 じてい る問題 であ

る。権利処理型 モデルでは次の仕組みによりこの問題 に対応する。

(ア)権 利 者 とユーザ が直接権利取 引 をする場合

()権 利者 が一人(社)で ある場合

ゲ ーム ソフ トの権利 者が1名(社)の 場 合は、下記 の 「権 利者」 が単数の個

人または法人 になる。権利マーケ ットへの登録および利用者へのライセ ンス付

与 も権利者が行 うことになる。

この場合、個人で も法人で も単数の者が権利者になる場合は次の問題があ

る。まず著作者 との関係がある。ゲームソフ トを創作 した者が著作者 であ り(法

弟2条 第2項)、 原始 的 に著作権 が帰属 するが(第17条)、 他 人 に譲 渡 した り

放棄 した りす る ことができる。著作者から著作権 を譲渡 された もの は著作権者

として当該権利 の行使 を行 うことができるため、権利マーケ ッ トに登録するこ

とがで きる。 しか し、著作権 は譲渡された として も著作者が本来有す る著作者

人格権は一身専属の権利である事を留意 しなければならない(第59条)。 つ ま

り、著 作者 か ら著作権(財 産権)を 譲渡 され たと して も、公表権 、氏名表示権、
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同一性保持権(18条 か ら20条)に つい ての人格 的な権 利 は原著作 者に帰属

したままである(第2章 参 照)。

▲

権利処理型

モ・デル

図1-9権 利処理型モデル～権利者が1人(社)

()権 利者が複数 であ る場合

権利者 が複数の場合 は各権利者が個別 に登録すると混乱が生 じることは既述

した。 この混乱 を避けるため に

① 権利者(社)間 で合 意 の上 で権利行使 につい て代表者(社)を 選 定

し登録す る

② 権利処理(管 理)機 関 に権利 を譲渡 あるい は寄託 し、当該権利処理

(管理)機 関が コピー マ ー トの 『権 利者』 として登録する。

の選択が考えられる。どち らも直接 コピーマー トを構成す る要素ではないが、

コピーマー トでは権利者の一形態 として扱 われる。()と 同様 に著作者 人格権

の問題 には留意する必要がある。

実際 には、① の形態 は代表 となった者(社)が 権利 管理 の能 力 と機 能 を有 し

利用者 とのライセンスや交渉の窓口 として対応 しなければならないため、法人

等で体制が整っている場合 を除いては②の形態 を利用することになろう。

(イ)権 利者 とユ ーザの間 に権 利管 理機関を介する場合

これは、前述 した()② の権利 処 理(管 理)機 関が複 数権 利者 か らの権利

の譲渡 や寄託 を受け、コピーマー トの権利者 として登録する形態である。代表

される ものとして音楽分野での社 団法人 日本音楽著作権協会(JASRAC)が あ

るがゲ ーム ソフ トの分 野 で は存 在 していない。そこで、権利者 とゲームコピー

マー トとの間でコピーマー トの一権利者 として機能する機 関が必要となる。ゲ

ームソフ トは本報告書の冒頭で紹介 したネ ットワー クを介 して同時にプレイ し
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た り、ゲームソフ トの素材を部分利用 した り、人材育成 に利用す る等、多様 な

利用態様が予想 される。そのため、ゲームソフ トを対象 とした権利処理(管 理)

事 業体 の設立 が求 め られて いる所以である28。 権利 管理事業 体 と権利 処理 型 モ

デ ル及びコピーマー トとの関係はそれぞれ図1-10、 図1-11の とお りで

あ る。

璽

翻

ゲ ームソフ ト

権利者

権利寄託 ・譲渡

権利管理委託

権利処理型
モデル

図1-11権 利 管理事業体 とコピーマー トとの関係

20



この ように権利管理事業体 はコピーマー トシステムの中に位置するのではな

く権利者の一人(一 形態)と して 関連 す る。故 に、権利処 理型事業体 と権利管

理事業体は図1-10に お い て は別 々に位 置 しているが、 これは機能図であ り

実際の ビジネス展 開においては、権利処理事業体が権利管理事業体 を主宰する

こともあるだろう。またその反対 も同様であ りうる。

次に権利管理事業体が複数権利者か ら権利寄託及び譲渡を受ける場合は下記

の点に留意 しなければな らない。

① 単数の権利者の場 合は、利用条件は権利者個人が決めるが、複数

権利者の場合は、個 々の権利者で利用条件等が異なる場合が生 じる。

そのため複数権利者 の場 合の対応 として権利管理事業体 に登録する

段 階では個 々の権利者が個別 に登録することも可能だが、権利処理型

事業体 に登録するのはその代表者 にするなどの工夫が必要になる。そ

の場合、複数権利者が合意 した利用条件 を決めるか、合意 によって代

表者 を選定 し権利行使 を委ねる仕組み も有効であろう。大手ゲーム業

界や映画業界では、ソフ ト制作委員会等の名称のコンソーシアムを形

成 し製作 を行っている。そこでは、出資比率 に応 じた利益分配や期限、

それに権利処理の窓口担当者(社)等 、詳細 にわた る契約 を交 わ して

いる。そのような契約があればそこでの窓口権 を持つ者(社)が 権 利

処理事業体 に代 表 者 と して登録すれば良いことになる。

②権利管理事業体は、権利者 に対 してライセ ンス料や ロイヤルティに

ついての分配 を業 として行 うために、複数権利者間で条件設定のため

のルールやテンプレー トあるいは補助機能の整備が重要になろう。例

えば、権利処理型事業体 は権利処理は行 うが実際のゲームソフ トの提

供 に係 るビジネスまでは扱 わないため、権利管理事業体 は次に説明す

るコンテ ンツ提供型事 業体 とイ ンター フェイス を図るなどしてゲー

ムコピーマー トの全体像 を掴む必要がある。

(C)コ ンテ ンツ提供 型 モ デル

(a)概 要

コ ン テ ンツ提 供 型 モ デ ル は 、 ゲ ー ム ソ フ トを物 理 的 に提 供 で きる 者(社)が

行 う ビ ジ ネ ス モ デ ル で あ る。 図1-12は コ ピー マ ・一・一ートに お け る コ ン テ ン ツ提

供 型 モ デ ル を示 してい る 。 こ の モ デ ル は 、他 の モ デ ル と同様 に権 利 者 と利 用 者
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の 間 に存 在 し、 そ の 機 能 と して コ ンテ ン ツの 提 供 を行 う。 コ ピー マ ー トの 中 の

コ ピー マ ー ケ ッ トの 要 素 を持 っ た ビジ ネス モ デ ル で あ る 。

図1-12コ ンテ ンツ提供 型 モデル

コピーマ ーケ ッ トを中心 としたモデルその ものはコピーマー トとは言えない

が、 コピーマー トであるためには権利処理型 と同様 にコピーマー トとしての機

能をコンテ ンツ提供型 も備 えてお く必要がある。 コンテ ンツ提供型モデルは、

その主 な業務は コンテ ンツ提供であ りコンテ ンツに係 る権利処理 まで行 うもの

ではない。そのため、 コンテンツ提供型モデルが扱 うコンテ ンツ(ゲ ーム ソ フ

ト)は 、(ア)既 に権利 処 理済 みの もの、(イ)必 要 に応 じて権 利処理 され る も

の、の2種 類 にな る。

(ア)権 利処理 済 みの コ ンテ ンツ

権利処理済みのコンテンツとは、権利者があ らか じめ利用許諾 を与 えたコン

テンツである。 この場合、個々に権利者が利用者にライセンスを与 える機能は

権利処理型モデルであ り、(ア)で は権利 者 と利 用者 が個 々に コンテ ンツについ

ての ライセ ンス取引 を行 うものではなく、権利者がある意味では一方的に利用

条件 をフィックス した ものである。例 えば、 フリーウェアとして権利者が自己

のゲームソフ トを無料 で配布す るものがある。 また、画一価格で提供するゲー

ムソフ トもこの タイプに該当す る。これ らの場合、権利が極端に単純化 されて

処理 されている点 に特長がある。コンテンツ提供型事業は、例えば、①無料 ソ

フ ト、②100円 ソ フ ト、③200円 ソフ ト、④ 教育 用 ソフ ト等 の よ うに単純

にゲームソフ トを分類 し、利用者はこの単純化 された分類の中でソフ トを購入

することになる。権利処理型モデルにおいてはゲームソフトが個別処理 され提

供 されるが、 コンテ ンツ提供型モデルでは権利者は提供条件の選択 を提示 しな
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い程度に処理が単純化されてい コンテンツと一体化 しているのが特長である29。

(イ)必 要 に応 じて権利 処理 す る コンテ ンツ

一方
、権利処理型モデル とのイ ンターフェイス機能を備えた コンテ ンツ提供

モデル もある。(ア)の 場 合 に対象 となるゲー ム ソフ トは、比較的単純なもの に

なると思われるが、より複雑 なものになればなるほど単純に権利処理で きるわ

けではな く、より広い利用態様や条件の提示が必要になって くる。 この ような

ゲームソフ トに関 しては、権利処理型モデル とインターフェイスを図ることに

なろう。

(b)必 要 とされ る機能

コ ンテ ンツ提供型 モデルは次の機能を含む。

・ ゲームソフ トの蓄積

・ ゲームソフ トの蓄積1青報 の提供

・ ゲ ーム ソフ トの提 供

・ 権利者 と利用者が直接交渉で きる機能(他 の事 業体 との イ ン

ター フェイス機能)

・ ゲーム ソフ トに係 る権利処理機能(他 の事業体 とのイ ンター

フェイス機能)

(c)プ レ イ ヤ ・一・一一

コ ンテ ンツ提 供 型 の プ レイ ヤ ー は次 の とお りで あ る。

・ 権 利 者(ゲ ー ム ソ フ ト権 利 者
、権 利 管 理 事 業 体)

・ コ ンテ ン ツ提 供 型 コ ピー マ ー ト事 業 者

・ 利 用 者(エ ン ドユ ー ザ
、 ビ ジ ネ スユ ーザ)

(d)検 討

コンテ ンツ提供型 モデ ル は、実際にゲームソフ トを保有 しているゲーム ソフ

トメーカーや制作会社等が事業体 として参加 しやすいビジネスモデルである。

市場 にある膨大な量のゲームソフ トを物理的に収集するとなると、その コス ト

と労力は計 り知れないばか りか費用対効果 も考慮 しなければならない。 また、

収集 にあたっての権利処理 を含 む諸事務手続 きは複雑 を極 めるだろう。さらに、
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各 メーカーや制作会社 で独 自に構築 されているゲームソフ ト管理情報 の統一化

とい う問題 も発生することか ら、「もの」としてのゲーム ソフ トの集 中管理は現

実的とは思えない。

_ソ フ_③
権利管理事業体

コンテンツ提供型

モデル

図1-13コ ンテ ンツ提供型事業体の プ レイヤー

コピーマー トにおけるコピーマーケ ットは物理的な一元集 中管理ではない。

そのため、ゲームソフ トを保有 している者(社)は 、独 自に コ ンテ ンツ提供 型

事 業体 として市場 に参加することが可能である。現在、各 メーカーや制作会社

は、それぞれが権利 を保有するゲームソフ トの提供 を様 々な流通チ ャネルを通

して行 っているが、多様化する利用態様 と流通に対応 しているとは言い難い。

コピーマー トの部分モデル としてのコンテンツ提供型モデルは、か ような状況

に対応す る仕組みを内在 してお り流通促進 と新たな市場形成 に貢献する もので

ある。

(4)全 体 モデ ル化 型 と して の コ ピーマ ー ト(コ ピ ー マ ー ト型 モ デル)

(A)概 要

コ ピー マ ー ト型 モ デ ル は、 コ ピー マ ー トを構 成 す る権 利 マ ー ケ ッ トと コ ピー

マ ー ケ ッ トの2つ の デ ー タベ ー ス の 要 素 を含 む もの で あ る。 つ ま り、 権 利 者 と
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利用者 との間に存在 しゲーム ソフ トの権利処理 を含 む取引環境 を提供す るもの

である。

これまで検討 して

きた部分モデルは、

コピーマー トの基本

要素であるCRMと

COMの どち らか を

中心 としたモデルで

あ り、それぞれをビ

ジネスモデル として

事業展開が可能であ 図1-14コ ピーマー ト型 モ デル

る こと検討 してきた。

ここで検討 を行 うコピーマー ト型モデルは、ある意味では新たな全体モデル と

して展開を図るものであるが 、また一方では部分モデルの要素 を統合 したモデ

ルということがで きる。 この点について次 にふれる。

(a)全 体 モ デ ル と して の コ ピー マ ー ト型 モ デ ル

全体モデル としてのコピーマー ト型モデルは、下記の図1-15の コ ピーマ

ー ト概念図で示す ように権利 マーケ ットとコピーマーケ ッ トの2つ の情 報市場

を備 えた ものである。部分モデルが これらの情報市場の どち らに重点を置いた

事業であるのと比べ、全体モデルは部分モデルに欠けていたコピーマー ト機能

を充足させたものである。

図1-15は 、 よ りビジ ネス展 開 にシ フ トさせた構図である。コピーマー ト

型事業者が独 自に権利マーケ ッ トとコピーマーケッ トを構築 、主宰 し、権利管

理事業体が一権利者 として接 続 している事 を示 している。 さらに、 コピーマー

ト型事業体 をサポー トす る 「コピーマー トパ ブリッシャー」30と して の事 業体

が加 わる ことになる(も あ る)。 コピーマ ー ト型 モデル は、権 利者 と利用者の間

で基本的には 「場」の提供 を行 う者であるが、実際のビジネスシーンにおいて

は 「場」 をより魅力的な ものにするため付加価値 をつけなければならない し、

コピーマー ト型事業者 をサポー トする様 々なサービス(例 えば、出版社 の機能)

「コピーマー トパ ブ リ ッシ ャー」が重要 にな り、これ 自体が ビジネス として展

開するようになろう。上記の図では、 コピーマー トパブ リッシャー と権利管理

事業体を異なる存在 としてい るが、点線枠内のように両者は同一の事業体 にな

ることもある。また、権利管理事業体や コピーマー トパ ブリッシャーが コピー

マー ト型事業体を主宰することもあ りうる。
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図1-15全 体 モデル と しての コピーマー ト型モデル

(b)部 分 モ デ ル を統 合 した コ ピ ーマ ー ト型 モ デ ル31

下記の図1-16は 、部分 モ デル を統 合 した コピーマー ト型モデルの概念図

である。カタログ型モデル、権利処理型モデル、コンテンツ提供型モデルでは、

その中で独 自にベス トと思 うビジネスを展開することが可能であるため、それ

ぞれのモデルに複数の事業体が含 まれることになる。それぞれ 「P1,P2,P3」

「Q1,Q2,Q3」 「R1,R2,R3」 とす る。 これ らは、 コピーマ ー トの要素を含ん

でお り、 これ らをコピーマー ト型事業体 は独 自のビジネス判断で もって最 もベ

ス トを思われる組み合 わせで選択 を行いビジネス化するこ とができる。組み合

わせの部分モデル事業体 はそれぞれの部分モデルか ら単数で も複数で も構わな

い。つま り、パ ーツとしての部分 コピーマー トモデルを独 自のシナリオに基づ

いて一つの製品に組み立てるモデルである。
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B)必 要 とされる機 能

コ ピーマ ー ト提供型モデルは次の機能 を含む。

・ ゲームソフ トの書誌的情報の提供

・ ゲームソフ トに係る権利情報の提供

・ ゲームソフ トに係る利用条件の提示

' ・ ゲーム ソフ トの権利処理

・ ゲームソフ トの蓄積

・ ゲームソフ トの蓄積情報の提供

・ ゲームソフ トの提供

・ 権利者 と利用者が直接交渉で きる機能

(C)プ レ イヤ ー

コ ピー マ ー ト型 モ デ ル の プ レイ ヤ ー は次 の とお りで あ る 。

・ 権 利 者(ゲ ー ム メ ー カ ー
、権 利 管 理 事 業 体 等)

・ 利 用 者(エ ン ドユ ー ザ
、 ビ ジ ネ スユ ー ザ)

・ コ ピー マ ー ト型 事 業 者

・ コ ピー マ ー トパ ブ リ ッシ ャー

27



'

事業体

コンテンツ提供

型モデル

ii雛 コ ピーマ ー ト理論 の適用

■巴・.■ ・■.・ ■ ・.■ ・■ ■■.・ ・■ ■■ ●●■ ●●■■ ●■● ■■●●■ ■■ ●■●●● ■■● ■■● ■●■ ■■■ ■● ■■■ ■● ■● ■■■ ●■ ●■■

権

利

マ
ー

ケ

ッ
ト

ゲ ー ム コ ピ ー マ ー トA ゲ ー ム コ ピ ー マ ー トB

ビジネス選択 ・判断

ゲー ムコ ピーマ ー トC

ゲ ー ム コ ピ ー マ ー トD ゲ ー ム コ ピ ー マ ー トE

図1-16部 分 モ デ ル を統 合 した コ ピー マ ー ト型 モ デ ル32
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(D)検 討

この よ うに コ ピーマ ー ト型 モ デルは、2つ の形態 があ る。現 在、 ゲー ム ソフ

ト業界においてコピーマー ト型モデルは存在 していないが、これか らの高度情

報通信社会の発展の中でゲームソフ トは映像 コンテ ンツと並ぶ重要なコンテ ン

ツとして注 目を浴びていることか らも、単純に 「もの」の流通 に焦点 を当てた

ビジネスに加 えて多様化 した利用態様 にも対応 した権利 ビジネスが必要 とされ

ている。音楽産業においては、 コピーマー ト型の一種 としてJASRACが 提 案

した著作権 管理 システムの プ ラン「DAWN200133」 に準拠 した ビジネス34が

既 に設立 され ている。

コピーマー ト型モデルについては、カタログ型、権利処理型、コンテンツ提

供型の各部分モデルで検討 した事項が同 じく意義 を持つ ことになるが、ここで

は繰 り返 しを避け、コピーマー トをサポー トする機能を持つ権利管理事業体 と

コピーマー トパブリッシャーについて検討 を行 う。

(a)権 利管理事 業体

権利 管理事業体 はコ ピーマー トの一権利者 としての位置にある。ゲームソフ

トの権利者か ら権利の譲渡や寄託 を受け、権利者に代わって権利管理業務 を行

う(2.2.2参 照)。 公益 法 人 あるい は株 式会社 の形態が考 えられる。権利管

理事業体は、権利処理型事業体 と性格が似 ているがあ くまで権利者 に代 わって

権利管理を行 うことを業 としてお り、権利取引市場の形成 に直接 関与する位置

でない点を異 にしている。 しか し、権利管理事業体がコピーマー ト構想 に基づ

いて権利処理業務 をベースに した市場構築 を行 う場合には部分 コピーマー トモ

デル(権 利 処理型)と なろ う。

権利 管理事業体 の機能 は主 に次の ものが考 えられる。

・ ゲームソフ トの権利の登録

・ 権利管理業務(権 利 委託機 関 と して権利処理 と管理業務)

・ 他 の部分 コピーマー トと接続 する機能

・ ライセンス料 ・ロイヤルティの分配システム提供

・ 支払い、認証な どを外部システムのサービス提供

・ ゲームソフ トの利用促進のための ビジネスサー ビス(コ ーデ ィ

ネー ト、 ビジネスマ ッチングなど)

権利管 理事 業体 の収入 は、権利 者からの登録料、取引の手数料、広告 、権利

管理代行料などが考 えられる。

29



(b)コ ピ ー マ ー トパ ブ リ ッ シ ャ ー

コピーマー トパブ リッシャーは、特 にコピーマー ト型事業者 に対 して付加価

値的なサー ビスを提供する。 コピーマー トの基本的概念は権利者 と利用者に対

して取引のための 「場」 を提供するものであるが、実際のビジネスでは複数の

コピーマー ト問や他の システム等 との間で競争原理が働 き、単 なる 「場」の提

供 にどれだけの付加価値 を付 けるかが重要な戦略 となろう。 これは、出版業界

における出版社の機能 に似 ている。出版社は書籍 を出版するに当た り、編集 ・

印刷 して書店に配送する とい う作業を行 っているだけではない。出版社 は、出

版物 の種類、書籍の装 頓、デザ イン、出版ルー ト、書店での書棚 の位置等、詳

細 なビジネス戦略 とマーケティング等 を行 った上で出版に至 る。 さらに、著者

や印刷所 との交渉との上で販売価格や著作権料の設定 も行 う。

コピーマー トパブ リッシャーは、権利者 と利用者が取引 を行 うコピーマー ト

においてか ような出版社のような様 々な機能 とサービスを提供することになろ

う。それ自体が コピーマー トではないが、コピーマー トの主宰者になることは

ある。具体的な機能やサービス内容は関連するコピーマー トに左右 される。
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2.ビ ジネスモデル にお ける知的財産権研究

2.1ゲ ー ム ソ フ トに か か る権 利 問題

2.1.1ゲ ー ム ソ フ トと知 的 財 産 権

(1)は じめ に

ここでは、ゲームソフ トにまつわる知的財産権問題 を検討する。

この検討の 目的は、ゲームコピーマー トを展開する前提 として、ゲームソフ

トにどのような権利がかかわっているのか を明 らかに してお く必要があるとい

う点にもとつ く。それでは、ゲームソフ トにはどのような知的財産権がかかわ

っているのであろうか。 もっ とも、本報告書が対象 とするゲームコピーマー ト

は、ゲーム ソフ トとい うコンテンツを流通 させることを目的 とした ビジネスで

ある。そこで、流通 ということを念頭に置いて考える と、 もっ とも重要 なもの

として生 じて くる法的問題はなによりも著作権である。そこで、本節では、主

に著作権法 を中心 としてゲームソフ トの知的財産権 について検討をおこなう。

(2)ゲ ーム ソ フ トをめ ぐる著作権 問題

まず 、ゲームソフ トをめ ぐる著作権問題 を検討 してお く。以下では、著作物、

著作権、著作者の順で、ゲームソフ トとのかかわりを分析する。

(a)ゲ ー ム ソ フ トと著 作 物

第一に、ゲームソフ トと著作物である。ゲームソフ トは、著作権法上 どのカ

テゴリーの著作物 に該当するのであろうか。

この検討 は、次の ような意義 を有する。 とい うのは、著作権法は、著作物の

カテゴリーによって与 える権利の内容 を変えている。その典型が映画の著作物

である。 もし、ある著作物が映画の著作物であるとされれば、他の著作物 には

ない頒布権 などが与えられる。このように、ある客体が どのカテゴリーの著作

物 にあたるか を検討することは、その客体 にどの ような著作権が認め られるか

どうか とい う問題 の前提 として重要である。

そこで、以下では、ゲームソフ トをめ ぐって繰 り広げ られて きた判例 を素材

として検討 をすすめる。
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(イ)プ ログラムの著作 物

ゲー ム ソフ トは、まず コンピュータプログラムの著作物 として認められた35。

コ ンピュー タプログ ラムの著作 物 というのは、昭和60年 著作権 法改正 〔昭6

0法62号 〕 によって法文上認 め られた著作物のカテゴリーである(著 作権 法

10条1項9号)。

もっ と も、プ ログラム は、 「電子計算機 を機能させ て一の結果 を得ることがで

きるようにこれに対す る指令 を組み合わせた もの として表現 した もの をい う」

(著作権 法2条1項10の2号)も の とされ る。 これ を受 けて、判例ではコン

ピュータソフ トウェアにおいてプログラムとデータを分け、後者 はプログラム

の著作物 ではない としている36。 したが って、プ ログ ラム の著 作物 と認め られ

るためには単 なるデータでは足 りない。

いずれにしても、判例が、ゲームソフ トが著作権法上保護 されるプログラム

の著作物であることを明 らかに したことによって、これを違法に複製す る者は

著作権侵害 とされることになった。

しか しなが ら、ゲームソフ トがコンピュータプログラムの著作物 として保護

されているだけでは十分 とはいえなかった。 というのは、た とえば違法 に複製

された ビデオゲームをゲームセ ンターに設置 して顧客 に使用 させている業者は、

プログラムを複製 しているとはいえず、この ような者 を取 り締 まることがで き

ないか らである。

(ロ)映 画の著作物

そ こで、東 京地判 昭和59年9月28日 判 時1129号120頁 〔パ ックマ

ン事件 〕 は、 ビデオゲ ームを映画の著作物(著 作権法10条1項7号)と 認 め

て、違 法 に複 製 された ビデオゲーム機 を設置 して顧客 に使用 させた行為が上映

権侵害 にあたると認めたのである37。

そ の後 は、東 京地判 昭和60年3月8日 判 タ561号169頁 〔デ ィグ ダグ

事件 〕 を最初 の もの として、テ レビゲームは映画の著作物 であるとともにコン

ピュータプログラムの著作物にも該当するものとされてきた。

もっとも、静止画像が多 く動画が少ないシミュレーションゲームについて映

画の著作物 にあた らない とした例 もある38。 しか し、動 画 に よるテ レ ビゲ ーム

が 映画の著作物 にあたる ということ自体は下級審 レベルなが らほぼ定着 した39。

しか し、 ご く最 近、 この ようにゲームソフ トを映画の著作物 とみることにつ

いては、判例上の動揺がみられる。 この問題 を浮 き彫 りに したのがv中 古 ゲ ー

ム ソフ ト問題 であ る。 東京地判平成11年5月27日 判 時1679号3頁 〔中
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古ゲームソフ ト販売事件(東 京訴訟)〕 は、この ほぼ定 着 した判例 を変更 したの

である。この事案 は、ゲームソフ トメーカーである被告(株 式会社 エニ ックス)

の 「ドラゴン クエ ス ト」 な どの中古品を販売 した原告(株 式会社上 昇)が 、被

告 に対 して、著作権(頒 布権)に も とつ く差 止請求権 を有 しないことの確認 を

求めたものである。ここで、 この東京地裁判決(三 村 量一 裁判長)は 、本 件 ゲ

ー ムソフ トは映画 の著作物 にあたらず、 したがって頒布権 も認められない とし

て、原告の確認請求を認容 したのである。

しか し、その後、大阪地判平成11年10月7日 〔中古 ゲ ー ムソフ ト事件(大

阪訴訟)〕 は、同種 の事案 において、これ とまった く逆の結論 をとった。すなわ

ち、この大阪地裁判決は、本件ゲームソフ トは映画の著作物 に該当 し、その中

古ソフ トを公衆 に販売する被告 らの行為 は、原告 らの頒布権 を侵害する として、

原告の請求を認容 したのである。

(ハ)ゲ ー ム映像 の著作物

さらに、最 近では、「『映画の著作物』 と 『プログラムの著作物』 とが単 に併

存 しているにす ぎない ものではな く、両者が相関連 して 『ゲーム映像』 とで も

いうべ き複合的な性格の著作物 を形成 している」 とまで述べ た判例 も登場 して

いる40。

もっ とも、前掲 ・東京高判 平成11年3月18日 〔三 国志 田事件:控 訴審〕

は、「ゲームの著作物 」 とい う主張 に対 して、「著作権法にゲームの著作物その

ものを定義づける規定はない」 という理由で これを退 けている。

(二)ゲ ーム を構 成す る著作物

以上 は、完成 されたゲームソフ トの著作物 カテゴリーの問題である。しか し、

ゲームソフ トとい う著作物には、その作成の過程で既存の著作物が多数融合 さ

れていることが多い。た とえば、ひとつのゲームソフ トの なかには、美術の著

作物(イ ラス ト、背景 、キ ャラク ターな ど)、 音 楽の著作 物(BGM、 テーマ音

楽 な ど)、言 語 の著作 物(原 作 、せ りふ な ど)が 融 合 され てい る とみ る ことが で

きる。

そうする と、ゲームソフ トが映画の著作物 に該当 し、その完成されたゲーム

ソフ トに映画の著作物 に与 えられる著作権が帰属する とい うような場合であっ

ても、そこに用い られた諸 々の原著作物の著作権に何 らかの影響がおよぶこと

はない。それ らの原著作物の著作者は、映画の著作物 として完成 されたゲーム

ソフ トの著作者 になることはない(著 作 権 法16条)。
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そ して、その ような 「映画の著作物 において複製 されているその著作物」の

著作者 も、原則通 りの著作権 にくわえて、その著作物 を 「公 に上映 し、又は当

該映画の著作物の複製物により頒布する権利」 をも有す ることになる(26条

2項)。

(b)ゲ ー ム ソ フ トと著 作 権

このように、ゲームソフ トが どの著作物カテゴリーにあたるか という問題を

め ぐっては、最近にいたって もなお確定 した状態 にあるとはいえない。しか し、

大多数の判例 は、ゲームソフ トを映画の著作物 に該当す るもの と認めている。

そ こで、本報告書ではさしあた りゲーム ソフ トが映画の著作物であるという前

提 のもとに、以下の検討 をすすめるもの とする。

そこで、以下では、ゲームソフ トにかかわる著作権法上の権利 として、著作

権 および著作者人格権 について検討する。

(イ)著 作者 の権利

まず は、 ゲー ムソフ トに与え られる著作者の権利 である。

ゲームソフ トに与え られる著作権は、複製権、翻案権 、放送権、公衆送信権

等 、上映権、二次的著作物の利用 に関する原著作者の権利、それに、一 ゲーム

ソフ トが映画の著作物 であるとい う前提で一、頒布権、である。

このうちゲームコピーマー トとのかかわ りにおいて重要 なもののみ触れてお

く。

①複製権

まず、複製権である。複製 とは、「印刷、写真、複写、録音、録画その他の方

法 により有形 的に再製すること」とされる(著 作権 法2条1項15号)。 したが

って、ゲ ー ム ソフ トをCDROM、 カセ ッ ト、 デ ィス ク等 の有体 物 にコピーす

る行為は複製に該当する。そのため、ゲームソフ トをサーバにア ップロー ドす

る行為 も複製 にあたることになる。

②公衆送信権

次 に、公衆送信権である。公衆送信 とは、「公衆 によって直接受信 されること

を目的 として無線通信又は有線電気通信の送信…… を行 うことをい う」 もの と

される(著 作 権法2条1項7の2号)。 したが って、ゲー ム ソフ トをインターネ

ッ トに接続 されているサーバ にア ップロー ドし、公衆が ダウンロー ド可能な状
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態にする行為 は、公衆送信(自 動 公衆送信)に 該 当す る。

③ 上映権

第三 に上 映権 である。上映 とは、「著作物(公 衆送 信 される もの を除 く。)を

映写幕 その他 の物 に映 写す る ことをいい、 これに伴って映画の著作物 において

固定 されている音 を再生することを含む もの とする」 とされる(著 作権法2条

1項17号)。 この上映 の定義 は、平成11年 著作権 法改正 によって著作物 一般

に与えられるようになった権利である。 したがって、ゲーム機を公衆の利用に

供 し、これに使用 させ る行為 は、映画の著作物であるゲームソフ トの上映権 に

該当する行為 となる(前 掲 ・東 京地判 昭和59年9月28日 〔パ ックマ ン事件 〕)。

④ 頒布権

最後 に頒 布 権 であ る。頒布 とは、「有償であるか又は無償であるか を問わず、

複製物 を公衆 に譲渡 し、又は貸与することをいい、映画の著作物又 は映画の著

作物 において複製 されている著作物 にあっては、これ らの著作物 を公衆 に提示

することを目的 として当該映画の著作物の複製物 を譲渡 し、又は貸与すること

を含む もの とす る」とされる(著 作権 法2条1項19号)。 この頒布 権 は、著作

権法上 、「映 画の著作物」にのみ与えられている権利 である(著 作権 法26条)。

もっ とも、平 成11年 の著作 権法改 正 に よって、映画 をのぞ くすべての著作物

にも 「i譲渡 権」が与 え られ るこ とに なったが(著 作権 法26の2条1項)、 この

譲渡権 は権利 者 の 同意 を得 て公衆に譲渡 された ときに消尽する もの と規定 され

ている(著 作 権 法26の2条2項)。 これ に対 して、映画の著作 物 に与えられる

頒布権 についてはそうした消尽についての規定がない。そのため、映画著作物

の頒布権を有す る者 は、複製物をいったん市場 に流通 させた後であっても、そ

の頒布 をコン トロールすることがで きると解されるのである41。

⑤著作権 の制 限規定

ゲ ーム ソフ トには、以上のような著作権が認められる。 しか しなが ら、著作

権の範囲に該当する行為であって も、著作権法30条 以下 に列記 された著作 権

制 限規定 に該当す る場合 は、その行為が許 されることになる。 この著作権制限

規定は、個別具体的な利用行為が制限列挙 されている。その意味では、英米法

にみ られるような包括的な制限規定(フ ェアユ ース)と は性 質 が異 なる42。そ

の ため、わが 国 の著 作権 制 限規定は、原則 と して抑制的に適用 される もの とさ

れる。

とくにゲームソフ トにかかわる規定 として、具体 的には、私的使用のための

複製(著 作 権 法30条)、 図書館等 にお ける複製(31条)、 引用(32条)、 教
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科用図書等への掲載(33条)、 学校 その他 の教育機 関にお ける複製(35条)、

営利 を 目的 と しない上 演等(38条)、 プ ログ ラムの著作物 の複製 物 の所有者に

よる複製等(47条 の2)な どが ある。

(ロ)著 作者 人格権

以上が 、ゲ ー ムソ フ トに関する著作権である。 これに くわえて、著作権法は

ゲームソフ トの著作者 に著作者人格権 を与える。

この ように、著作者人格権は著作者 に与え られる権利である。そ して、財産

権である著作権 と異な り、譲渡 ・放棄することがで きず、著作権 を譲渡 した後

で も行使が可能である。具体的に著作者人格権 として与えられるのは、公表権、

同一性保持権 、氏名表示権の3つ で ある。 この うち、本報告 書 のかかわ りにお

いて重要な点のみ述べ てお く。

①同一性保持権

まずは同一性保持権 である。同一性保持権 によって、「著作者は、その著作物

及 びその題号の同一性 を保持する権利 を有 し、その意に反 して これ らの変更、

切除その他の改変 を受けない ものと」 される。 したがって、ゲームソフ トを改

変することは、著作権法20条2項 の適 用除外規 定 に該 当 しない限 り、著作者

の同一性保持権の侵害 にあたる。

②氏名表示権

次 に氏名表示権である。氏名表示権 によって、「著作者は、その著作物の原作

品に、又 はその著作物 の公衆への提供若 しくは提示に際 し、その実名若 しくは

変名 を著作者名 として表示 し、又は著作者名 を表示 しないこととする権利 を有

する」 とされる。 したが って、ゲームソフ トを公衆 に提示 または提供す るとき

は、原則 として、その著作者の氏名 を表示する必要がある。

(c)ゲ ー ム ソ フ トと著 作 者

ゲームソフ トには、以上のようにさまざまな権利がかかわって くる。それで

は、そうした権利は誰 に帰属するのであろうか。 ここでは、上記の権利が誰 に

帰属 しているのかを検討することにす る。
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(イ)原 則

まず、原則 として、著作権お よび著作者人格権は、その著作物の著作者 に帰

属す る(著 作 権法17条1項)。 著作 者 とは、「著作 物 を創作 する者 をいう」(著

作権法2条1項2号)。 もっ とも、以下 の2つ の場合 は例 外 であ る。

(ロ)職 務 著作

第 一 に職務 著作 であ る。職務著作 とは以下のような場合である。すなわち、

「法人その他使用者……の発意に基づ きその法人等の業務 に従事する者が職務

上作成する著作物……で、その法人等が 自己の著作の名義の下 に公表するもの

の著作者は、その作成の時 における契約、勤務規則その他 に別段の定めがない

限 り、その法人等 と」されるのである(著 作権法15条1項)。 さらに、プロ グ

ラムの著作 物 の場合は、「その法人等が自己の著作の名義の下 に公表するもの」

という要件 を要 しない(同 条2項)。

したが っ て、職務 著作 に該 当すれば、その著作物の著作者はその法人等 とな

り、その著作権および著作者人格権は、すべ てその法人等 に帰属す ることにな

る。そのため、ゲームソフ トの場合 も、 この職務著作に該 当するようなかたち

で創作が なされれば、その著作権お よび著作者人格権は法人等 に帰属すること

になる。

(ハ)映 画 の著作 物

第二 に映画 の著 作物 である。映画の著作物の場合、まず、その著作者は、「そ

の映画の著作物 において翻案 され、又は複製 された小説、脚本、音楽その他の

著作物の著作者を除き、制作 、監督、演出、撮影、美術等 を担当 してその映画

の著作物の全体的形成 に創作 的に寄与 した者 と」される(著 作権法16条)。 し

たが って、 ゲー ム ソフ トの場合 も、その著作者 を定めるにあたっては、このル

ールに したが うことになる。

そ して、映画の著作物の場合 における もう一つの例外 として、下記のような

場合、映画の著作物の著作権 は著作者に帰属 しない。すなわち、先 の職務著作

が成立せず、かつ、「映画の著作物……の著作権 は、その著作者が映画製作者に

対 し当該映画の著作物の製作 に参加することを約束 しているときは、当該映画

製作者 に帰属する」(著 作 権法29条1項)と い う もので あ る。 したが って、ゲ

ームソフ トについて も、職務著作が成立 しな くて も、29条 にい う参加 契約 が

ある と認め られ るような場合 は、同条が適用 されれる可能性は残 されているも
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の と思 わ れ る 。

(3)ゲ ーム ソフ トをめ ぐるその他 の知 的財産法問題

(a)特 許

以上がゲームソフ トにかかわる著作権法である。この ように、ゲームソフ ト

は著作権法 によって保護 されているといえる。 とはいえ、その他の知的財産権

がゲームソフ トとナ ンのかかわ りをも有 しないというわけではない。そ こで、

ここでは、著作権法以外の知的財産法 とゲームソフ トとのかかわ りについて若

干検討 してお きたい。 まず、ゲームソフ トと特許 とはどの ような関係 を有する

のであろうか。

(イ)ゲ ー ム ソ フ トと ソ フ トウ ェ ア特 許

近 年 、ソ フ トウ ェ ア 関 連 特 許 が 認 め られ る対 象 が 拡 大 して い る43。そ の た め 、
も

ビデオゲーム装置に関するソフ トウェア特許が認められることも少 な くない と

いう状況 にある44。 また、 ゲー ム ソフ トそ の もの に対する特許ではな く、ゲー

ムソフ トの配信方法 などの特許 にも関心が高 まっているようである。

(ロ)送 信 と実施

もっ と も、 この ようにゲームソフ トに特許が認め られた としても、その特許

権が どこまでおよぶかはまた別の問題 として生 じる。 とりわけ、ゲームソフ ト

プログラムが、公衆 によるアクセス可能なサーバにア ップロー ドされたような

場合、その ような行為 に対 して ソフ トウェア関連特許権は及ぶか、 ということ

は問題 である。 この ようなサーバへのアップロー ド行為は、著作権法において

は送信行為 として もれな く把握 されている。 しか し、特許法においては、この

行為が発 明の 「実施」(特 許 法2条3項)に 該 当す るか どうか につ いて争 いがあ

るのである45。

(b)商 標

次 に 、 ゲ ー ム ソ フ トは 商 標 と どの よ うな か か わ りを もつ か 。
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(イ)ゲ ー ム ソ フ トと商 標

まず 、 ゲ ー ム ソ フ トも、 流 通 に供 され る 際 に 商 標 が 付 さ れ る。 そ の た め 、 ゲ

ー ム ソ フ トにつ い て商 標 権 が 取 得 され る こ とが 少 な くな い46
。

(ロ)ゲ ー ム ソ フ ト商 標 と使 用

したがって、商標権者 に無断で商標登録 を指定商品に使 用することは商標権

の侵害 となる。ゲームソフ トと商標権が問題 になった最近 の事例 として、「GE

O」事件が あ る(東 京地判 平成10年10月29日 判時1669号136頁 〔「G

EO」 事件〕)。これ は、原告 の商標 「GEO」 が、被 告(株 式 会社 エ ス ・ケ イ ・

エ ス)が テ レビゲー ム機iに使 用す る 「NEO・GEO」 な る標章 とが 、「GEO」

が要部 で ない こ とを理 由に類 似 しない として、原告の損害賠償請求 を棄却 した

事例である。

(c)不 正競争 防止法

そ うはい って も、 こうした商標登録それ 自体がお こなわれていない ような場

合 もある。 しか し、そのような場合であって も、不正競争防止法上の保護を受

ける可能性がある。

その ような保護 を認めた最近の判例 として、前掲 ・東京高判平成10年12

月21日 〔「NEO・GEO」 事件:控 訴 審 〕があ る。 この事案 は、家庭用テレ

ビゲーム機 「ネオジオ(NEO・GEO)」 を製造販売 す る被控訴 人(原 告 ・株

式 会社エ ス ・エ ヌ ・ケ イ)が 、本件 ゲ ーム機本 体 にのみ接 続可能な専用コン ト

ローラーに、「ファイテ ィングスティックNEO」 「フ ァイテ ィングステ イック

NEOH」 とい う表示 を使用 して販 売す る控訴人(被 告 ・ポ リ電機株 式会社)

に対 して、そ の差 止め お よび損害賠償を求めたものである。この原審判決(前

掲 ・大 阪地判平成9年7月17日 〔NEO・GEO事 件:第 一審〕)は 、被控 訴

人製 品の 「ネオジ オ」 「NEO・GEO」 は、本件 ゲーム機 、お よび被 控訴人製

品の商品表示 として周知性 を獲得 してお り、控訴人の表示 は、不正競争防止法

2条1項1号 に該当す る として、 この主張 を認容 して、控訴人表示の使用の禁

止、お よび1億2180万 円の損害賠償 を認 容 していた と ころ、本件控訴審 も

これを支持 したのである。
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2.1.2ゲ ー ム ソ フ トの 権 利 処 理

(1)は じめ に

以 上 の よ う に 、 ゲ ー ム ソ フ トに は さ ま ざ ま な 知 的 財 産 法 問 題 が か か わ っ

て くる 。 た だ 、 ゲ ー ム ソ フ トコ ピ ー マ ー トを展 開 す る に あ た っ て も っ と も

重 要 な の は や は り著 作 権 で あ る 。

そ うす る と、 ゲ ー ム コ ピ ー マ ー トを 展 開 す る に あ た っ て は 、 著 作 権 法 上

の 権 利 に つ い て 何 ら か の 権 利 処 理 が お こ な わ れ な け れ ば な ら な い こ と に な

る 。 で は 、 実 際 に ど の よ う な 権 利 に つ い て 、 ど の よ う な 者 と、 ど の よ う な

契 約 を す れ ば よ い の で あ ろ うか 。 こ の こ と は 、 ゲ ー ム コ ピ ー マ ー トを 展 開

す る に あ た っ て もっ と も重 要 な ポ イ ン トで あ る。

そ こ で 、 本 節 で は 、 ゲ ー ム コ ピ ー マ ー トを構 築 す る に あ た っ て 必 要 と な

る 権 利 処 理 につ い て 著 作 権 ・著 作 者 人 格 権 を対 象 に して 検 討 す る もの とす

る 。

(2)処 理 をお こな う権 利

(イ)対 象 と な る ゲ ー ム コ ピ ー マ ー トモ デ ル

それでは、実際 にゲームコピーマー トをおこな うにあたって どの ような

権利処理 をするこ とになるのであ ろうか。 ここで は、全体 モデル としての

ゲーム コピーマー ト、すなわち、権利者が利用条件 を登録 する著作権 マー

ケ ッ トと、利用者 にコンテンツの提供 をおこな う著作物 マーケ ッ トとい う

2つ のデ ー タベ ース を備 えた もの を想定 して検討 をすすめ るもの とす る。

(ロ)ゲ ー ム コ ピー マ ー トに お け る 「利 用 」

この ような全体 モデル としてのゲーム コピーマ ー トにおいては、 コンテ

ンツであ るゲーム ソ フ トがサーバ に蓄積 され、 これが利用者 である公衆47

に よっ て利 用 可能 な状 態 にお か れ る ことになる。 ここでの 「利用」 とは1

コ ンテ ンツ の複 製 物 が利 用 者 の もとに作成 されるいわゆる ダウ ンロー ド型

のみな らず 、ネ ッ トワークを通 じてゲームの利用 をおこな ういわゆる利用

型48の 両 者 が ふ くまれ てい る。

(ハ)ゲ ー ム コ ピ ー マ ー トに か か わ る著 作 権

では、この ような利 用行為 は どの ような著作権 にかかわ るのであろ うか。

まず、サ ーバ に蓄積す る行為 は著作物の複製 にあたる。 したが って、複

製権の処 理が必要 となる。そ して、そのサーバが公衆 に利用可能 な状態 で
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ある場合、その よ うなサーバ にコンテ ンツ を蓄積す る行為 は、著作物の公

衆送信(お よ び送 信 可 能化)に あ た る。 した が っ て、公 衆 送信権(ま た は

送 信可 能化権)の 処 理 が必 要 となる。

これ に対 して、こう した コンテ ンツの提 供が オンラインでなされ る限 り、

頒布権(ま た は譲 渡 権)の 処 理 は要 しな い。 なぜ な ら、 このいず れの権利

も、当該著作物 を蓄積 した複製物をその対象 と してお り、 この複製物 とは

有体物 をい うもの とされているか らである49。

この よ うな著 作 権 につ い て権 利者 か ら許諾 を得 ることになる。もっ とも、

このように対象 となる権利 を明示 して許諾 を得る という方法ではな く、対

象 となる行為 を明示 して許諾 を得る とい う方 法 も有効である。す なわ ち、

「……権 について許諾 する」とい うので はな く、「ゲーム コピーマー ト化す

ることについて許諾する」 とい うような許諾 である。

(二)ゲ ー ム コ ピ ー マ ー トに か か わ る 著 作 者 人 格 権

以上 は著作権 の問題 であ る。 これ に対 して、 こ うしたゲ ーム コピーマ ー

トにおいて著作者 人格権 は どの ようにかか わって くるのであろうか。

まず公表権であ る。未公 表の著作物 を著作者 に無断で公表する ことは公

表権の侵害 にあたる。 しか し、公表権 はあ くまで 「まだ公表 されてい ない

もの」にのみ はた ら く(著 作 権 法18条1項)。 したが って 、ゲ ー ム コ ピー

マ ー トに登録 されるゲームソフ トがす で に公表 されたものであ る場 合、公

表権の問題 は生 じない。

次 に氏名表示権 である。著作者の意 に沿わ ない氏名表示 をお こな うこ と

はその氏名表示権 の侵害 にあたる。しか し、「著作物 を利 用する者 は、その

著作者の別段 の意思表示が ない限 り、その著作物 につ きすでに著作 者が表

示 している ところに従 って著 作者名 を表示 す るこ とがで きる」(著 作 権 法

19条2項)と され て お り、 ゲ ー ム ソ フ トが すで に公表 されたの と同 じよ

うなか たちでゲー ムコピーマー トに登録す るこ とは、その著作者 の氏名表

示権 を侵害する こ とにはならない もの と考 え られ る。他方で、そ うでない

場合 は氏名表示 について著作 者の同意 を得 る必要が ある。

最後 に同一性保持 権であ る。著作者 の意 に反す る著作物 の改変 はその同
一性保持権の侵 害 にあたる。 したが って、ゲーム コピーマー トに登 録す る

際 に著作物 を無断 で改変す るこ とはで きない。 しか しなが ら、その利用上

やむを得 ない改変 に当たる場合 は、同一性保持権 の侵害 に当た らない とさ

れる場合 もあ る(著 作 権法20条2項4号)50。 他 方 で、 これ に あ た ら な

い場合 は改変 について著作者 の同意を得 る必 要がある。
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(3)処 理 をお こ な う権 利 者

この よ う に、 ゲー ムコピーマ ー トをおこなうにあたっては、多数の権 利

につ いて処 理 をお こなわなけれ ばな らない。 しか も、そ う した権利の主 体

は多数にお よぶ ことが多い。それ は、ゲームソフ トとい うコンテ ンツが多

数の既存 の著作物 に よって構成 されていることが多 いためである。 もっ と

も、すでに述べ た よ うに、契約 によって、あるいは職務著作(著 作 権 法1

5条)や 映 画 の著 作 権 の帰属(著 作権 法26条)と い った制 定 法 に よっ て 、

特 定 の主体 に権利が 集中 されている場合 も少 な くない。 したが って、その

ような場合 、相対 的 にみれば権利処理 は簡便 であ る とい うこ とがで きるで

あろ う。

(a)ゲ ー ム ソ フ トの権利 者 との権 利処理

で は、具 体的 に どの ような権利主体 と権利処理 をおこなうことが必要 に

なるのであ ろうか。 ゲームソフ トを取 り扱 うにあたって とくに問題 となる

のは、その ゲームソ フ トに利用 されている諸 々の原著作物 である。これ は、

ゲームソ フ トを映画 の著作物 とみ た うえで、「映画 の著作物 において複 製

されている著作物」 の著作権者 との権利処理 の問題 とい うことがで きる。

もっとも、ゲーム ソフ トを最初 に制作す る段階 で、製品(有 体 物)と し

て製造 ・販 売 した あ とゲ ー ム コ ピーマー ト化する ことについて権利処理 が

な されてい る場合 は 問題が ない51。 これ に対 して 、 当初 の 契 約 にお いては

製品 としてのゲーム ソフ トの製造 ・販売のみが対象 とされているような場

合、その後 、当該 ゲーム ソフ トをゲーム コピーマー トに登録す るため には、

あ らためて権利処理が必要 となる。

しか も、 その場合 、そ こで権利処理 を要する権利 の主体 は、完成 された

映画著作物(二 次 的著 作 物)と して の ゲ ーム ソ フ トの著 作 権 者 のみ ならず 、

そのゲーム ソフ トに利用 されている個別の原著作物 の原著作権者がふ くま

れる52。

(b)複 数権利者への対応

この ようになって くる と、その ようなゲームソフ トをゲ ームコピーマ ー

ト化するため には、多数の主体が有す る多数の著作権 を処 理 しなければ な

らない場合 が少 な くない もの と思 われ る。 そ して、 その よ うな権利処理 の

過程 におい て、権利 者の うちひ と りで もこれ に反対すれば、そのゲーム ソ

フ トをゲーム コピーマー ト化す ることはで きな くなる。

そ して また、そ う した多数の権利 者が コピーマー ト化 に同意 する として

も、い まだ問題 は残 る。それは、あ る著作物 につ いて多数 の権利者がい る

場合、 どの ようにそれ をコピーマー トに登録するかである。 これは、 コ ピ
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一マー トにおける 「多数権利 者問題」 として、コピーマー ト全体 における

ひとつの重要 な課題である53。

この 問題 に対 して 、北 川 善 太 郎教授 は次の ような解 決案 を提 示 される。

それ は 「二段階処理方式」 とよばれる ものである。す なわち、 まず、権利

者が多数 いる として もひとまず ソフ トウェア上はデ フ ォル ト ・ルール とし

て便 宜上一名 を権利者 と して登録す る。 その うえで、 これ と連動する多数

権利 者 プログラムを用意 し、 そこに多数権利者 とその持分 を登録 してお く

ことによって、多数の権利者 への分配 をおこな うとい うものであ る54。

2.1.3契 約 形 態

さて、 ここまでに述べた よ うな知的財 産権 の権利処理 は、すべ て契約 を

介 して行われることとなる。 そ こで以 下では、各部分 ビジネスで必要 とさ

れる権利処理 を想定 しつつ、 それに参加 するプ レイヤー間の契約 関係 ・契

約形態 について分析す るこ ととす る。 なお以下では、基本 的 にゲームの知

的財 産処理 ・コンテ ンツ流通 にまつわ る部分 のみ を取 り上 げるこ ととし、

課金 ・認証 を始 め としてそ の他 ビジネスの仕組み を考 える上で必 要 とされ

うる部分については検討か らはずす こととす る55。

(1)部 分 ビジネスの シス テム契 約性

ゲ ー ムの コンテ ンツ流通 が オ ンライ ンで行われる場合 、そ こでのコンテ

ンツ取引 ・情報取引 にはシス テム契約 としての側面が認 め られる ことにな

る と考 えられる。システム契約 とは、コンピュータシステム を前提 とした、
一度 に多数 の関連 した契約 が あ らか じめ システム と して まとめ られてい る

契約形態 をい う56。 この よ う な契 約形 態 で は、 コ ン ピュー タシス テムによ

って取引の効率的処理が可能 となる とともに、利用者 もわずか なアクシ ョ

ンで さまざまな商品 ・役務 を受 け られ るとい う利 点があ る。 しか し他方 に

おいて、こ うした契約 の中で従来の私法制度が前提 としてい る意思理論が

その まま適用 されうるかについては議 論があ り、「コー ド化 された意思」57

を法 的 に ど う扱 うべ きか とい う問題 を惹起 している。 その他、契約当事者

は誰 なのか、 トラブルが生 じた場合の責任主体 は どこなのか な ど、明確 に

しておかなければな らない項 目は多い58。

い ず れ にせ よ、 ゲ ー ム コ ピ ーマ ー トの部分モデルが運用 される ようにな

れば、部分 モデル を運用 ・提 供する者 、権利情報 や コンテ ンツを提供す る

者 な どが複雑 に絡み合 って形成 された有機体 を、利用者 が利用 す るという

基本 的構造 をとることになろ う。 これ らの部分モデルが こう した システム

契約性 を持 っている という点 は、法的 に重要 なポイン トになる と考 えられ

る。
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(2)各 部 分 ビジネ スの契 約 形 態

(A)カ タログ型事 業 体

カ タ ログ型 の事 業 体 においては、前述の ように、事業体 は利用者が探 し

ている コンテ ンツにた どり着 くための情報提供サー ビスのみ を行 い、権利

者の保有 している権利 には一切 関与 しない。 したが って、 この種の部分 ビ

ジネス においては、下記の ような契約関係が必要 とされると考 え られる。

牌 鰯
.プ＼

登録時の契約 ∫ ㌔

み クセス/
一・::…

利脚 契約
嬢

図2--1カ タログ型事 業体 の契 約形 態

まず 、登録時 の契約 においては、権利者 な どが登録 する カタログ情報 の

利 用用途 などについ ての条項 が含 まれる ことにな る と考 え られる。 ここで

は権利その ものは問題 とされないので、知 的財 産契約 と しての側面 は存 し

ないが、一種 の情報提 供契約 と してデー タについて何 か権利 的な価値 が付

与 されることは十分予期 され る。

また利用時の契約 で も、 カタログ型事業体か ら提供 される情報の利用 目

的 に関する条項が含 まれる ことになろ う。 たとえば、カ タログ型事業体か

ら提供 されたデー タについて、事業体 の提 供するサ ー ビス 目的以外へ の転

用 を禁 じるような利用条項 を定めることが考 え られる。

さて、 これ らの契約 の相互 関係お よび当事者相互 間の関係 についてであ

るが、 カタログ型事業体 は、権利者 との情 報提供契約 に基づ いて、利用者

に対 して情報 を提供す る ことになる。その意味 において両契約 は関連する。

しか し、当事者 の関連性、 と りわけカ タログ型事業体 と権利者の関係 につ

い ては別途議論 が求 め られ よう。 これ は、情報の内容 に関す る責任が争わ

れ る場合 に問題 となるが、基本 的にその役割分担 は登録時の契約内で取 り

決め られることになる と思 われる。 もしカタログ型事業体 は情報内容 につ

い ても一切関与せず 、権利 者の登録 した内容 をその まま提 供す るとい うビ

ジネススタイルを とるのであれば、その 旨を盛 り込 んだ免 責条項が利用時

の契約 に組み込 まれることになろ う。
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(B)権 利処理型事業体

権利処理型 の事 業体 は、 コ ンテンツその ものは提供 しないが、 もっぱ ら

コンテ ンツを巡 る知的財 産権 の権利処理 を行 うものである。 この種の ビジ

ネスについて当事者関係 を整理すれば、次 のよ うになろう。

纏麹鎌 ・

き利登録

登録時酬 へ

懇
脅利用時⑦契約

図2-2権 利処理型事業体の契約形態

登録時 の契約で は、権 利者が権利処理型事業体 に処理 を任せ る知 的財産

権 ライセ ンスの内容が提 示 され なければな らない。 ここで は、権利処理型

事業体 の行 うビジネス タイプ によって、契約 内容 に大 きな違いが生 じうる

とともに、関連す る問題点 も異 なって くるもの と思 われ る。 またその違 い

によって、利用時の契約内容 に も若干の影響が予測 される。

第一 に、権利処理型事業体が権利者 か らゲーム に関す る権利 を包括 的 に

信託 ない し委任 されて、 あ らゆる権利処 理 を一任 的 に管理す る とい うス タ

イルが考 え られる。 この場合 には、登 録時の契約の 中でかか る包括 的 な権

利設定が な されなければ ならない。一般 に、 この よ うなス タイルの権利 管

理手法 を集 中管理方式 とい うが、こう した方 法で ビジネスを行 う場合 には、

後 に述べ る ように権利管 理団体 に関す る新 たな立法の動 きに も注意す る必

要がある59。 また、 この ス タ イル の ビジ ネ ス で は、ゲーム に関す る知的財

産権処理 は、利用時の契約の中で権利処理型事業体 と利用 者 との間で直接

交 わされる ことになる。

第二 に、権利処理型事 業体が権利者 か らゲーム に関 して、あ る特定 の利

用条件 に対応す る権利 の ライセ ンス を受 け、それ を利用者 に対 して再 ライ

セ ンス してい くとい う方式が考 え られ る。 この場 合 には、登録時の契約の

中で、いか なる利用条件 に対す るライセ ンス を付 与するのか につい て取 り

決めが なされる必要が ある。 この ときも、ゲー ムに関する知 的財産権処理

は、利用時の契約 に権利処理型事業体 と利用者 との 間で再 ライセ ンス とし

て交 わされ る形 となる。
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第三 に、権利 処理型事業体 は利用者 に対す るライセ ンス には積極 的 に関

与 せず、権利者が利用者 に直接 ライセ ンス を行 うための場所 を提供 する と

い うビジネスス タイルが考 え られる。 このスタイルでは多 くの場合 、それ

にまつわる免責 条項 が登録契約 の中に盛 り込 まれるこ とになる。 ゲームの

内容 に関す る事 業体 の免責、ゲーム に権利の暇疵 がない こ との権利者 によ

る保 障な どが考 え られ よう。 このス タイルの場合 には、権 利その ものに関

す る契約 は権利者 と利用者 との間で直接交 わされるこ ととな り、権利処理

型事業体 はただ単 に、その出会いの場 を提供す るだけの立場 となる。なお、

利用者 と権利処理事 業体 との間で交 わ され る利用時の契約 内容 として、場

を利用す る際の規約 の ような ものが盛 り込 まれる可能性 は十分 にあ り得 る。

(C)コ ンテ ンツ提 供 型事業 体

コ ンテ ン ツ提供型事 業体 は、知的財 産権 な どの権利処理 は一切行 わない、

または定型的な簡易権利処理程度 しか行 わないが、若干 の検索サー ビス と

ともに、 コンテ ンツの提供 をお こな うものである。 この タイプの ビジネス

で は、およそ下図の ような当事者関係が想定 される。

態 漏
ぷ 診 灘"』'驚

_ぐ ソコ ト提供/ アクセス利用時の契約

図2-3コ ンテンツ提供型事業体の契約形態

登録時の契約で は主 に、 コンテンツ提供 型事業体が提供 している検索 な

どに必要 な情報の登録 お よびその情報の取 り扱 い、登録 した コンテ ンツの

取 り扱 い などが、契約 内容 に組み込 まれる もの と考 え られ る。定型的 な利

用条件 を組 み込 む場合 には、その内容 に対応 した権利者 の許諾 も契約 に盛

り込 んでお く必 要があろ う。

また利用時の契約 については、定型的利用条件の組み込 みが ある場合 に

は、その ライセ ンス内容が契約内容 として盛 り込 まれる こととなる。
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(D)コ ピ ー マ ー ト型 事 業 体

コ ピーマー ト型事業体 は、前述の ように、事業体が知 的財産権処理 を行

うための場 を提供 し、そ こで利用者 と権利者 とが直接 に取引 を行 う ような

ビジネス を展開する。 ゴピーマー トの契約構造 は、次 の ような形 とな って

いる60。

、

契約関係

権利情報ジ
登 録 ・提供'

コピー提騨

契約関係

'

'

了

契約関係

図2-4コ ピー マー ト型 事 業体 の契 約 形 態

登 録 権利者が コピーマー ト型事業体 にゲームを登録す る場合 、事業体 が

単 なる場 で しかな く提供 される コンテ ンツの内容 について責任 を負 わ ない

こ とを担保するために、登録権利者 とコピーマー ト事業体 との間で、登録

時の契約 の中で登録す るゲーム に権利 の暇疵 がない こ とを保障 させ る条項

が盛 り込 まれる ことが考 えられ る。 また、 コピーマー トの運営 ポ リシーに

よっては、購入 で きる利 用者 に制限のあるゲーム61に 関 して、 そ の よ う な

ゲ ー ム に該 当 しない ことの保 障が登録権利 者 とコピーマ ー ト事業体 との間

の契約 に組 み込 まれた り、 またはその ようなゲームを購 入 で きる属 性 にあ

るこ との保障が利用者の関与す る契約に組み込 まれる可能性 もある62。
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2.2プ レイ ヤ ー に 関 す る法 的 諸 問 題

ここまでの契約形 態の整理 か らもあ きらかとなるように、ゲーム流通 の

部 分モデルに登場す る関与者(プ レイヤ ー)の 役 割 ・立 場 は 、行 われ る ビ

ジ ネス のス タイルな どによって様 々である。 また、全体 的な コピーマ ー ト

の インフラの中で これ らのプ レイヤーを整理 した場合 に、 どこが コピーマ

ー ト主宰者 としての役割 をもつ のか とい う問題 も存す る。以下 では、 こう

した プレイヤーに関 す る法的問題点を整理 し、ゲーム コピーマ ー トにお け

る当事者論 を検討 してい くこととする。

2.2.1プ レイ ヤ ー の 法 的 位 置 づ け

まず ここでは、 これ までに検 討 した部分モデル ごとに、 関連す るプ レイ

ヤ ーの法的位置付 け を検討 してい くこととする。

(1)カ タ ログ型 ビジ ネス での プ レイヤ ー構造

先 に契約形態の ところで も検 討 した ように、カ タログ型の ビジネスモデ

ル では、事 業体 は単 に、権利者 と利用者 との間で、一種の情報提供者 的 な

役 割 を担 っているにす ぎない。 また、利用者 に対す る情 報提 供内容 に関す

る責任所在 は、多 くの場合契約 の中で事業体 または権利 者(厳 密 にい え ば

情 報提 供 者)の いず れ か に定 め られる もの と考 え られ る。

なお、単純なカタログ型の事 業では、厳密 な意味での コピーマー トの部

分 モデル とい うことはで きない。カタログに含 まれ る情 報の 中には、権利

者 に関す る情報 などコ ンテンツ流通 ・権利処理 に際 して有 用 な もの も多 い

と思われ るが、それ らをコピーマー トの部分モデル として組み込 んでい く

ため には、カタログ情 報の フォーマ ットを統一 した り相 互 インター フェイ

ス を図る などの形 で、何 らかの工夫 を行 う必要があ る。 これ らの問題 につ

い ては、後 に改 めて触 れるこ ととする。

(2)権 利 処理 型 ビ ジネ ス での プ レイヤ ー構造

権利処理型の ビジネスでは、実際 に知的財産権処理 が なされる こととな

る ため、 プレイヤー構 造 は若干複雑な もの となる。権利処 理型事業体 の法

的役割 を考 えた場合 、契約形態 の ところで も整理 した ように、権利処理型

事業体がいか なるビジ ネスを展 開するのかによって性 質が異 なって くる。

もし権利処理型事業体 が、包括的にであれ個 別的 にであれ、何 らか の形

で権利者 か ら知 的財産権 の処理 を全面的 に任 された場合 、事 業体 は権利 の

保有者 として、ゲームの知 的財産 に関するライセ ンス契約 の舞 台に登場す

る地位 を得 ることとな る。 したが ってここで は、権利者 の当事者的 な地位
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は相対的に後退 し、権利処理型事 業体が利用者 に対面 す る当事者 と して前

面 に出て くる。 こ うした形 で の権利処理型事業体は、積極 的に権利者 に変

わ って利用者にライセ ンス を与 えて対価 を得 てい る とい う意味において、

後 に述べる権利管理事業体 の一種 であるとい うこともで きる63。

また、権 利処 理 型 事 業 体 が この ような積極 的な立場 に立 たず、単 に権利

処理 のための場所 だけを提 供 し、そ こを利用 して権利者 と利用者 との間の

直接 ライセ ンスを実現す る ようなサー ビス を展開 してい る場合、利用者 に

対 する事業体 の当事者的立場 は相対 的に後退す る。 この ような役割 ・機能

を持 ってい る権利処理型事 業体 は、 コピーマー トにい うコピーマー ト主宰

者 と しての地位 にある もの と考 え られる。 したが って、かかる事業体 は ラ

イセ ンス契約の内容 については一切責任 を負 わない立場 となる。

(3)コ ンテ ン ツ提 供 型 ビ ジネ ス で のプ レイヤー構 造

コンテ ンツ提供型の ビジネスで は、先 に も述べた ように、ゲームの知 的

財 産権 を一切取 り扱 わないス タイルの もの と、定型的 ・画一的な形 で簡易

的 に権利処理 を行 うス タイルの もの とが考 えられ る。 この いずれのス タイ

ル に属するか によって、プ レイヤ ー としての事業体 の役 割 は異なる もの と

なる。

まず、ゲームの知 的財産権 について一切処理 を行 わないようなコ ンテ ン

ツ提供型 ビジネス を考 えた場 合、 これだけではコ ピーマ ー トの部分モデル

と して位置づける ことは難 しい。 コピーマー トの部分モ デル と考 えるため

には、権利処理 の可能 な ビジネスモデル とインター フェイスを図るな どし

て、欠けている機 能 を補完す る必 要がある と思われる。

次 に、定型的 ・画一 的な形 で簡易ではあ るが知的財産権 の権利処理 を行

うようなコンテ ンツ提供型 ビジネスの場合 を考 える と、 このような ビジネ

ス事業体 は コピーマー トパ ブ リッシャー的 な地位 にある もの と考 え られ る

64。 書 籍 に 関す る 一 般 の 出 版 社 の 法 的地位 を考 えてみ た場合 、出版社 は著

作権全体 を処理す る ような ビジネスは行 わず、ただ 自己 の発意 と責任 を も

って書籍の販売 ビジネス を行 い、売 り上 げの中か ら契約 に定め られた印税

を権利者に対 して還元 してい る65。ゲ ー ム コ ンテ ン ツ流 通 の 中 で、定型的 ・

画一的に簡易の権利処理 を行 うようなコンテンツ提供型 ビジネスは、 この

よ うなス タイルの事業 に相 当す る。ゲームの中には、中小 の開発元 のゲー

ム を大手が販売 する形 で、開発元 と販売元 とが分業 している ような もの も

見受 けられるが、 この ときの販売 に特化 した機能 を事業化 した ものが 、 コ

ンテンツ提供型の事業体 であ る とい うこ ともで きよう。 なお、この ような

パ ブ リッシャーの機 能 を持 つ プ レイヤー は、 コピーマー ト主宰者 としての

地位 に立 ってコピーマー トを運営す るこ ともあるが 、 これ につ いての詳細

は後 に述べ ることとする。
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(4)コ ピ ー マ ー ト型 ビ ジ ネ ス で の プ レ イ ヤ ー構 造

コピーマー ト型 の事業体 は、前述の ように、ゲームの知 的財産処理 とコ

ンテ ンツ提供 の双方 を行 うものである。 これには、事業体 が単独 に独 自で

権利マーケ ッ トとコピーマ ーケ ットを保有 して完全 な コピーマー ト型 ビジ

ネスを展 開する もの と、他 の事業体が運営 するカタログ型 ・権利処理型 ・

コンテンツ提供型 の各 ビジネス を統合 して、いわば外部の ビジネスを組み

合わせて コピーマー ト型 ビジネスを構 築 してい くもの とが考 え られる。 こ

のいずれのス タイル を取 るのかによって、 コピーマー ト型事業体 のプ レイ

ヤーとしての法的位置付 けは異 なって くる。

まず、単独 で全体 モデル としての コ ピーマー ト型 ビジネス を展 開す る よ

うな事業体 について考 える と、 これ に も二つのマイナーバー ジ ョンが考 え

られる。
一つは、 コピーマー ト型事業体が権 利者か ら頒布 な どに関す る権利の ラ

イセ ンス を受 けて、当事 者 として利用者 とのライセ ンス契約 を行 うよ うな

ものである。厳密 に考 える と、.こ の よ うな ビジネ ス は コ ピー マ ー トの部分

ビジネス とい うことはで きない。 コピーマー ト型事業体が単 なる 「場」 と

しての機能 を超 えて、 よ り積極 的な役割 を果た しているか らである。 しか

し、この ような コピーマ ー ト型事業体 も、積極的 に権利者 に変 わって利用

者 にライセ ンス を与 えて対 価 を得 てい るこ とか ら、後 に述べ る権利管理事

業体 として位置づ け るこ とがで きるため、 コピーマー ト主宰者 としてで は

な く別の当事者 と して コ ピーマー トに関係 して くる可能性 はある。詳 し く

は、権利管理事業体 に関する部分 で再度述べ ることとす る。

もう一つ は、 コピーマ ー ト型事業体 はあ くまで、権利者 と利用者 とが直

接 に許諾契約 を行 うための 「場」 を提供 す る役割 に徹す るものである。 こ

の ような事業体 は、 まさに コピーマー ト主宰者 と しての機 能 を果 た してい

るといえ よう。 この ようなスタイルの ビジネスでは、 コピーマー ト主宰者

はあ くまで許諾 や コンテ ンツの内容 には関与せず、権利者 と利用者 との出

会いの場所 を提供 してい るだけなので、原則 としてゲームコンテ ンツの利

用 に関す る契約 につ いて は責任 を負 わ ない。ただ し、前述の よ うに66、 コ

ピ ーマ ー ト型 事 業 者 が 自己 の サ ー ビス を よ り魅力 的 な もの とす るため に

「コピーマー トパ ブ リッシ ャー」 的な ビジネス展 開 をも行 っている場合 に

は、別途パ ブ リッシ ャー と しての責任 が事業体 にかか って くるこ とになる。

他方で、 もう一 つの ビジネスス タイル、すなわち他 の事業体 が運営 して

いる各種部分 モデル を結 合 ・統合 して全体 的なコピーマー ト型 ビジネス を

構 築する ような事業体 につ いて考 えた場合、 この ビジネスその ものは積極

的 に権利 の許諾 や コンテ ンツの提供 を行 うもので はないこ とか ら、厳格 な

意味での コピーマー トの部分 ビジネス と位 置づ けることは難 しい と思 われ

る。 しか し、今後 の コ ピーマー トビジネスの展 開の 中で、 この ような事業

体 が有す る意義 は大 き く、部分 ビジネス を背後で支 えるインフラ面 での プ
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レ イ ヤ ー と して 無 視 す る こ と は で き な い で あ ろ う。 こ の よ う な ビ ジ ネ ス に

つ い て は 、 後 に 「イ ン ター フ ェ イ ス/コ ー デ ィ ネ ー ト事 業 体 」 と して 別 途

検 討 を行 う こ と に した い 。

(5)コ ピーマ ー トビジネ スに関 連 す る その他の事業体

以下では、厳密 な意味での コピーマ ー トの部分 ビジネス と位置づ ける こ

とはで きないが、今後 コピーマー トを基軸 とした部分 ビジネスが展 開 して

い く中で、 その流通 イ ンフラを支 えてい くの に不可欠 と考 え られる ビジネ

ス、 ない し流通イ ンフラの中で展 開が予測 される ビジネス について、その

役割や法的位 置付 け を検討 してい く。 ここで紹介す るの は、①権利管理事

業体、② インターフェイス/コ ーデ ィネ ー ト事 業体 、③ 課金/認 証 事 業 体 、

④ コ ピーマ ー トパ ブ リッシャー型事業体 の4つ で あ る。

(a)権 利 管理 事 業体

権 利 管理 事 業体 とは、 プレイヤー構造 としては権利者 にぶ ら下が り、権

利者の代 わ りに積極 的な許諾 ・ライセ ンス ビジネスを展 開 し、その対価 を

徴収するような事業体である。

図2-5権 利管理団体(事 業体)の 役割

権利管理事業体 は、権利者 によって包括 的な権利処 理権 能 を与 え られ、

利用者 に対 する直接 の ライセ ンサー として ビジネス に関与 して くる。 この

ような積極 的な役割 に鑑み れば、権 利管理事業者 はコ ピーマー トの部分 ビ

ジネス とはいえない。 しか しなが ら、 この ような権利 管理事業者 も、 コピ

ーマー トの ビジネス構造 と無 関係か とい えば、必ず しもそ うで はない。権
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利管理事業者は、利 用者 に対 して権利者 として直接取引当事者 とな りうる

立場 にあることか ら、取引市場 と して形成 された コピーマー トに、権 利者

の代替当事者 と して参入 して くる ことは十分可能 だか らである。上記の図

2-5は 、か か る ビ ジ ネス構造 を模式 化 した ものである。

ゲーム関連の ビジ ネスでは、ゲームその ものの取引のみな らず、 キャラ

ク ター商 品や攻略本 、 その他の 関連 グッズ といった分野 で も大 きな市場 が

形成 され ている。個 別の企業で そ うしたゲ ームの周辺領域 に関す る知的財

産の管理 まで行 うこ とは、非常 に手間のかかる ことである。権利管理事 業

体 は、そ ういった土壌 の 中で も成長 を遂 げる可能性 を秘 めている とい えよ

う。

しか し、 この ように権利者の代理人のご とき立場で権利管理 ・権利処 理

を行 うこ とは、場合 に よって 「著作権 二関スル仲介業務 二関スル法律」 に

い う仲 介業務者 に該 当す る可能性 もあ り、その場合 ビジネス展 開には文 化

庁長官の許可が必要 となるため注意が必要である。 また最近 では、著作権

の集 中管理 をめ ぐって新 たな立法の動 きもあるため、その点への配慮 も必

要である。詳細 については、後 の2.2.2を 参 照 の こ と。

(b)イ ン タ ー フ ェ イ ス/コ ー デ ィ ネ ー ト事 業 体

インター フェイス/コ ー デ ィ ネ ー ト事業 体 は、今 後 さまざまな形 で展 開

す るであ ろう各部分 ビジネスを前提 として、それ らの相互 イ ンター フェイ

ス を図 って よ り有機 的 なビジネス を展 開 した り、 コンサ ル タン ト的 にそれ

ぞれの事 業体 間の橋 渡 しをして各 部分 ビジネスの有機 的連携 を促 した りす

る ビジネス主体 であ る。 こうしたインター フェイスが図 られるこ とによっ

て、権利処理流通 と して不完全 である部分 ビジネス は、 よ り完全 な権利流

通 に進化 してい くことが可能 となる。

図2-6イ ン ター フ ェイ ス/コ ーデ ィネ ー ト事 業体 の役 割

52



インター フェイス/コ ー デ ィネー ト事 業 体 は、 自 ら権利処理 を した りコ

ンテ ンツを提供 した りす るわけで はないので、コピーマー トの部分 ビジ ネ

スとはいえない。 しか しなが ら、 これ まで に紹介 して きた ような コピーマ

ー トの部分 ビジネスが展 開 を始めれば、 こうした機 能 を もった事業体 は必

要不可欠 なもの となって くる。

まず第一 に、それぞれに部分 ビジネスが 成立 してい った と して も、それ

らは基本 的にコ ピーマー トの一部の機能 しか持たない ものであって、完全

な権利処理流通 を果たす ことはで きない。 そ うした場 合、それぞれの部 分

ビジネスは、よ り利 用者 に便宜の良いサ ー ビスを提供 す るために、 自分 に

欠けている機能 を補完 してい く必要性が 出て くる。 とはい え、通常 この よ

うな形で展 開 した ビジネスでは、それぞれがオ リジナルの方式 ・デー タ様

式でば らば らに事業 を行 っていることが多 く、他 の事業体 と相互乗 り入れ

を図ろ うと して も困難 な場合 が多い。こ うした問題点 を克服す るため には、

既存 のデー タをその まま包 含する形で相互 インター フェイス を取 る仕 組み

が必 要 となって くる。 ここに、イ ンター フェイス/コ ー デ ィネ ー ト事 業 体

が 活躍 す る ビジネスチ ャンスがある。 この ような仕 組み は、 コピーマ ー ト

の中では 「コピーマ ー トコー ド」 とい う概 念の中で準 備 されてい る。 この

コピーマー トコー ドについては、後 に項 目を改めて詳述することにす る。

第二に、ば らば らに展 開 して きた部分 ビジネス同士 を連携 させ るために

は、データのイ ンターフェイスだけでは な く、それぞれの部分 ビジネスが

どの ような機能 を持 ってい るのかを整理 し、適切 な事業体 同志で提 携 して

い く必要がある。 ネ ッ トワークの世界で は、 こうした提携 は地理的要 因 を

超 えて比較 的容易 に行 うこ とがで きるが、両者の機能 的要 因につい ては よ

り厳密 な詰め を行 ってお く必要がある とい える。 こ う した部分 ビジネスの

さらなる展 開に向 けたニーズ に対応す る形 で、イ ンター フェイス/コ ー デ

ィネー ト事業 体 が 活躍 して い くことは十分 に考 えられる。

(c)課 金/認 証事業体

課金/認 証事 業 体 は、 権 利 処理 流 通 の 中で必須 とされる当事者 の特定 お

よび決済の流れ をサ ポー トす る事業体で ある。 この事業体 も、 コンテ ンツ

その ものの取引 には何 ら関係す るもので はないので、 コピーマー トの部分

ビジネス として評価 するこ とはで きない。 しか しなが ら、当事者 が直接 対

面 しないネ ッ トワー ク環境下での取引で は、端末 に向か っている当事 者が
一体誰であるのか を特定 し

、また物理的 な金銭授受 な くして決済 を行 うこ

とは必須の条件 であ る。

この種 の ビジネス は、近 時イ ンターネ ッ ト上での電子 商取引 が注 目され

る とともに随所で展 開 しつ つある。そ こでは、サー ビス に利用 され るセキ

ュ リティ技術が重要 な要素 となっているが、 ここで は詳 しくは取 り上 げな

いことにする67。
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図2-7認 証/課 金事業体の位置付 け

(d)コ ピ ー マ ー トパ ブ リ ッ シ ャー 型 事 業 体

コ ピーマー トパ ブ リッシ ャー型事業体は、従来の書籍 におけ る出版社 の

よ うに、権利者か ら複製 と頒布 に関す るライセ ンス を受 けてコ ンテ ンツの

販 売 ・流通 をビジネス として取 り扱 うものである。 この事業体 は、上 に掲

げた3つ の コ ピー マ ー ト関連 ビジネ ス とは異 な り、場合 によって コピーマ
ー トの部分 ビジネス として展開 してい く可能性 を有 してい る

。とい うの は、

コピーマー トパ ブリ ッシ ャ一型事業体 は、 コンテ ンツを頒 布す る地位 にあ

る こ とか らコンテ ンツ流通 に関与する立場 にあるので、関連す る知 的財産

権 の処 理方法いかん によってはコピーマー ト的な要素 を実現す ることも可

能 だか らである。
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滋

1,コピプ接洪

図2-8コ ピー マ ー トパ ブ リッ シ ャー型 事 業体 の役割

考 え られるコピーマー トパ ブ リッシャ一型 ビジネスの一つ は、パ ブ リッ

シャーが 自らコピーマー ト主 宰者 として コピーマー トを運営す るもので あ

る。その際パ ブリ ッシャー は、単 に場 の提供 を行 うだけに とどまらず、一

定の方針 を持 って積極 的 にコ ンテンツを収集 ・取捨選択 す る ことになる。

この ように、パブ リ ッシャー が出版 を行 う者 と して コンテ ンツの中身に ま

である程度関与 して くるよ うになる と、 コ ピーマー ト主宰者 としての責任

だけではな く、一定の範囲 において内容 に関す る責任 も生 じて くることと

なる。 まさに、従 来型 の出版 における出版社 の責任 と対応 する形の もの と

考 えてよい。

ゲームの流通で は、 中小 の開発元が製作 した もの を大手 が販売す る とい

うビジネスス タイルが存在 しているが、 この ようなス タイルにおいて も大

手販売元 は一部パ ブ リ ッシ ャー的な立場 に置 かれてい る。 この ような販売

機能 を特化 させ て事業化 し、 コピーマー トパ ブ リッシャー型 ビジネス とし

て、販売促進力 のない 中小 ゲ ームデベ ロッパ ー をクライア ン トとするゲー

ム販売代行 ビジネスの ような もの を展 開 してい くことは十分 に考 えられる

680

2.2。2権 利 管 理 団 体 と の 関 係

(1)は じめ に

ここでは、コピーマー トを権利管理団体 との関係で位置づ ける。

最近は、著作権の集 中管理 団体 に関す る政策上の動 きが さか んである。

本年1月 、著 作 権 審 議 会 「権 利 の集 中管理小委 員会」(主 査 ・紋谷 暢 男 成 践

大学 教 授)は 最 終 報 告 書 を公 表 した69。 これ を受 け て 、現 行 仲 介 業 務 法 の
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改正がすすめ られる ことが予想 される。

他方で、ゲーム コピーマー トも他人の権利 とかかわ る とい う側面 を もつ。

したがって、ゲー ム コピーマー トも、そう した著作権管理 団体 とどの よう

な関係 に立 つか とい う問題 が生 じる可能性 がある。そ こで、一般論 と して、

コ ピーマー トと権利 管理団体 との位置づけ を確認 してお くこ とが必要であ

ろう。

そ こで、以 下では 、 まず上記報告書の概 要を示 した うえで、そ こで対象

とされてい る権 利管 理 団体が どの ようなものか を確定 し、それ とコピーマ
ー トとが どの ような関係 に立 つか を明 らかに したい。

(2)「 著作権審議会権利の集中管理小委員会報告書」の概要

(a)報 告 書 の背 景

この報 告 書 が公 表 され た背景 にあるのは、デジ タル化 ・ネ ッ トワーク化

の進展である。 この よ うな技術 に支 え られて、著作 物等 の利用環境の変化

が生 じている とい うのであ る。 この変化に対応 して、円滑で信頼性 の高い

権利処理 システムを構築す る ことが社会的に要請 され ているのである。

ところが、現行仲 介業務 法 は、昭和14年 以 来 基 本 的 に改 正 され てお ら

ず 、 い くつ かの問題 が指摘 されている。た とえば、分野 ご との単一団体 制

が基本 とされている こ と、その規制対 象が小 説、脚本 、楽 曲をともなう場

合 における歌詞 、お よび楽 曲の4種 類 に限定 され て い る こ と、業 務の許可

制や使用料 の認可制 などの具体的内容 などである。

(b)提 言 の内 容

(イ)概 要

この よ うな背 景 を も とに、 報告書がお こなってい る提言の具体的内容 は

以下の とお りである。

まず、権利管理団体 の業務 開始 については、現在 の許可制か ら登録制 に

あ らためる。 また、著作権使 用料 も認可制か ら届 出制 にあ らためる。 これ

は、権利管理 団体の新規参 入 を容易 に し自由競 争 を促 進す ることが 目的で

ある。さらに、従来 の小説、音楽(歌 詞 と楽 曲)、 脚 本 の三 分 野 に限 定 して

い た従 来 の規制対象 をあ らため、分野 による区別 を廃止 し、後述す るよ う

に一任型 の権利 管理 団体のみ を規制の対象 とす る とい うものである。

(ロ)一 任 型 ・非 一 任 型

ここで重要 となるのが、一任型 と非一任型 の区別 であ る。上記報告書 は、
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前者 の一任型の著作権管理団体 のみ を法的基盤整備 の対 象 とす ることを提

言 しているのである。

この 「一任型」とは、「権利者 が管理団体 に権利行使 を一任 し、当該 団体

が著作物の利用 につ いて許諾す るか どうか、使 用料等の許諾条件 をどうす

るかを決定する形態の権利管理 をい う」。

こうした一任型 の権利管理 団体 にお ける委託 の方法 として は、信託 、取

次 、代理が考 え られる とい う。 これ に対 して、媒介 につ いて は、非一任型

の著作権管理 として規制の対象外 とす るのが適当であるとされ る。

(3)コ ピ ー マ ー ト

それでは、コ ピーマー トは どのように位置づ け られるのであろうか。

何 よ りもまず確認 されなければな らないこ とは、上記報告書が対象 と し

ているのは、一 それが一任型 であれ非一任型であれ一 、著作権等の委託事

業である とい うことで ある。す なわち、不特定 または多数の権利者が何 ら

かの権利管理団体 に 自己 の有す る著作権等 を委託 する ことが大前提 になっ

ているのである。

これに対 して、 コピーマ ー トにおい ては権利 の委託が ない。す なわ ち、

コピーマー トに登録す る権利者 はその権利 を委託 しているわけではな く、

あ くまでコピーマー トとい う取引 の場 を利用 して利用者 と直接 の契約 を締

結 している にす ぎないので あ る70。 したが っ て、 コ ピーマ ー トは一 任型 で

も非一任型で もな く、上記報告書が提言する規制の対象 となる権利管理団

体 に該当す るものではないのである7172。

2.3そ の他 の法 的 諸 問題

2.3.1コ ピ ー マ ー トコ ー ド と ビ ジ ネ ス

コ ピー マ ー トコ ー ドは 、 コ ピ ー マ ー トの 重 要 な 機 能 の 一 部 を 支 え る コ ン

セ プ トで あ る 。 こ れ は 、 北 川 善 太 郎 教 授 が コ ピ ー マ ー ト と並 ん で 論 じ ら れ

て い る も の で 、あ ら ゆ る 事 象 を体 系 的 に整 理 す る 機 能 を有 す る73と と も に 、

情 報 社 会 に お い て 乱 立 す る ナ ン バ リ ン グ シ ス テ ム の 標 準 化 ・イ ン タ ー フ ェ

イ ス を は か る こ との 可 能 な コ ー ド体 系 と な っ て い る 。 以 下 で は 、 コ ピ ー マ

ー ト と コ ピ ー マ ー トコ ー ドの 関 係
、 そ して ゲ ー ム コ ピ ー マ ー トで の 応 用 に

つ い て検 討 を行 う こ と にす る 。

(1)ア イ デ ン テ ィ フ ァ イ ア ー と しての コ ピ ー マ ー トコ ー ド

まず コ ピ ー マ ー トコ ー ドに は 、 あ ら ゆ る事 象 を特 定 し、 体 系 的 に整 理 す

る と い う機 能 が あ る 。 こ れ は 、 コ ピー マ ー トコ ー ドの 中 で も、 ア イ デ ン テ
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イ フ ァ イ ア ー 的 な 部 分 が 果 た す 機 能 で あ る 。 ア イ デ ン テ ィ フ ァ イ ア ー

(Identifier)と は 、 日本 語 で 「特 定 子 」 な ど と呼 ば れ る こ と もあ る が 、 あ

る 事 物 ・客 体 を 特 定 す る た め に付 さ れ る ナ ンバ リ ン グ の こ と を い う 。 ア イ

デ ンテ ィ フ ァ イ ア ー と して の コ ピー マ ー トコー ドは 、 単 に もの を特 定 す る

の み な らず 、 そ れ ら を 体 系 化 で きる 点 に特 徴 が あ る 。

コ ピ ー マ ー トコ ー ドの 体 系 的 整 理 機 能 は 、 「共 通 コ ー ド」と「参 照 コ ー ド」

とい う二 種 類 の コ ー ドに よ っ て 実 現 され て い る。 共 通 コ ー ド とは 、 全 体 に

つ い て 唯 一 絶 対 的 な位 置 を 占 め る もの で 、 あ る 程 度 幅 を持 っ た 概 念 を く く

る コ ー ドで あ る 。 他 方 で 参 照 コ ー ドと は 、 共 通 コ ー ドの 内 部 で の み 唯 一 絶

対 の 位 置 を 占 め る コ ー ドで 、 共 通 コ ー ドよ りも狭 い 概 念 を 指 し示 す コ ー ド

と な っ て い る 。 コ ピ ー マ ー ト コ ー ド全 体 を傭 撤 した 場 合 、 同 じ共 通 コ ー ド

が 二 重 に付 番 さ れ る こ と は 絶 対 に あ り得 な い が 、 参 照 コ ー ドに つ い て は そ

れ を く く る 共 通 コ ー ドが 異 な っ て い れ ば 、 同 じ参 照 コ ー ドは い くつ で も付

番 され 得 る こ と に な る。

ユ23.Ω Ωユユ

共通コ_ド 」

12ヨ.0012

123.0021

124,0011

L
参 照 コ ー ト'

図2-9コ ピ ー マ ー トコ ー ドの基 本 的 構 造

この ような構造 を とることの帰結 として、コー ド体系 の付番管理 を行 う

際、 どこかが重複の 内容 に管理 しなけれ ばならないのは共通 コー ドの部分

だけとなる。参照 コー ドの部分 は、共通 コー ドが異 なれ ば重複 して もか ま

わないので、必ず しも一元管理 を行 う必要 はない。 また、 コー ドの桁 数や

様 式 について も、共通 コー ドの部分 は企画 をそろえる必要性 があるが、参

照 コー ドの部分 につ いては画一 的なフォーマ ットで統一す る必要性 もない。

なお、共通 コー ドと参照 コー ドの概念 は絶対的な もので はな く、二つの

コー ド情報の相互関係 を表す もの にす ぎない。誤解の内容 にいえば コ ピー

マー トコー ドは、あ らゆる情報 を二次元の コー ド情報で整理 しよう とす る

ものではない。二層 を越える重層的な概念 であれば、 この ような共通 一参

照 の関係 を、必 要な限 り上下 にどこまでで も拡張 していけば よいのである。

この とき、二層的 な整理では 「共通 コー ド+参 照 コ ー ド」 と して構 成 され
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て い た コ ー ドは 、 「上 位 コ ー ド+(共 通 コ ー ド+参 照 コ ー ド)」と い う形 で 、

新 た に また 共 通 コ ー ド+参 照 コ ー ドの 構 造 を と る こ と に な る。

A45.123.0011

共通 コー ド

＼v、23.に 縮

＼ 参照コード
且45.に 対 す る

参 照 コー ド

図2-10コ ピ ー マ ー トコ ー ドの 応 用 的 構 造

この ようなコピーマー トコー ドの構造 は、以下 に述べ るよ うな機能 ・特

徴 をもっ。

第一に、 コピーマー トコー ドは開かれた形 の コー ド体系 となる。従来 の

この ようなナ ンバ リングシステム は、一度付 された ら事後的 に新 たな概念

の追加や修 正が きか ないな ど、融通 の利 か ない ものが多 い。 この ように、

それだけで 自己完結 した 「閉 ざされた」 システム とは異 な り、上記の コピ
ーマー トコー ドでは、新 たな概念 が登場す れば、共通 コー ドな り参照 コー

ドな りを増 や してい くだけで、簡単 に対応 する ことがで きる。つ ま りコピ
ーマー トコー ドは、一 つの完 成 された完全 な体系 ではな く、常 に進化 ・展

開を続ける流動 的な体系であ るとい うことがで きる。

第二 に、 コピーマー トコー ドは、既存 の アイデ ンテ ィフ ァイアーの体系

を崩す こ とな く、その まま包 み込 む形で展 開で きる体系 となる。 もの を特

定するためのアイデ ンテ ィファイ アーは、 これ までに各 企業内、各業界 内

でさまざまなものが作 られ使用 されてい る。今後 の情報化社 会では、 そ う

したば らば らな仕組みの標準化 ない しイ ンター フェイス を図る ことが求 め

られてい るが、すで にある程度 ビジネス と して走 ってい る仕組みを一 か ら

作 り直 してい くこ とは、手 間がかか り非常 に困難 である。 コピーマ ー トコ
ー ドでは、既存 の アイデ ンテ ィファイアー を参照 コー ドに位 置づ け、 それ

を くくる形 で共通 コー ドを付香 してい くことに よ り、かか る難点 を簡単 に

克服することがで きる。

(2)ゲ ー ム 流 通 で の ア イ デ ン テ ィ フ ァ イ ア ー

前 項 で 述 べ た よ う な コ ピ ー マ ー トコ ー ドの 仕 組 み は 、 ゲ ー ム に 関 す る コ

ピー マ ー トで もそ の ま ま応 用 す る こ とが で き る 。
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た と え ば 、 ゲ ー ム に 関 す る既 存 の ア イ デ ンテ ィ フ ァ イ ア ー が あ る 場 合 、

前 に述 べ た よ う な コ ピ ー マ ー トコ ー ドの ア イ デ ン テ ィ フ ァ イ ア ー 間 イ ン タ
ー フ ェ イ ス の 機 能 を 用 い る こ とで

、 こ れ まで 各 企 業 で 構 築 ・蓄 積 され て き

た デ ー タ ベ ー ス な ど を そ の ま ま使 い 続 け る こ と が 可 能 と な る 。 も っ と も、

よ り有 機 的 に 連 携 を 図 る た め に は 、 そ れ ぞ れ の ア イ デ ン テ ィ フ ァ イ ア ー が

どの よ う な 付 番 基 準 で 付 さ れ て い る の か 、 数 字 や 記 号 に そ れ ぞ れ どの よ う

な 意 味 が あ る の か な ど を 、 つ きあ わ せ て 検 討 す る必 要 が あ る と思 わ れ る 。

とは い え 、 現 状 で は 企 業 間 で の ア イ デ ンテ ィ フ ァ イ ア ー 相 互 の イ ン タ ー

フ ェ イ ス を図 る だ け で もか な りの 進 歩 で あ り、 そ れ を足 が か り と して ゲ ー

ム 関 連 デ ー タ の 共 有 ネ ッ トワ ー ク を構 築 す る こ と も不 可 能 で は な い こ と か

ら、 まず 最 初 の 一 歩 と して 、 ゲ ー ム コ ピ ー マ ー トコ ー ドの 管 理 機 関 を行 う

よ うな 事 業 を立 ち上 げ て 、 徐 々 に デ ー タの イ ン ター オ ペ ラ ビ リ テ ィ を高 め

て い く と い う方 法 も十 分 考 え ら れ よ う。

(3)メ タ デ ー タ と し て の コ ピ ー マ ー トコ ー ド

もう一つ コピーマ ー トコー ドには、知的財産権 などに関す るさまざまな

情報 を記述する とい う機能があ る。 これ は、コ ピーマー トの うち著作権マ
ーケ ッ トが、実質的 に コンテ ンツの権利者情報や権利情報 をは じめ として、

幅広い情報 を蓄積 するデー タベ ース として機能 しうるか らである。

コピーマー トで は、登録 された権利者情報や権利情報 は、XMLな ど汎

用 性 の広 い言 語 で 記 述 され、 著作権 マーケ ッ トのデー タベ ース に蓄積 され

る。 この とき従来の デー タベースで は、そのデー タベ ース単体 での利用が

前提 とされてい たため 、当該デ ータベース固有 のデー タ形式で情報 をため

てお くことが多 く、結果 として豊富 なデータが異 なる言葉で書 かれたまま

あちらこちらに散在 してい るかの ような状況 となって しまった。今 日では、

データの共有化 ・イ ンターフェイス を図る仕組み を作 ってこの ような状 況

を解決すべ く、世界 的 にい ろい ろな試 みが なされている。デー タのイ ンタ
ーオペ ラビリテ ィに関す る世界的 な動 向については

、後 に別途項 目を設け

て改めて述べ るこ ととす る。 コ ピーマー トもかかる視点の元、他 のデータ

ベ ースのデータで もシス テム的 に共有 し得 るような仕組み を前提 とした も

の となっている。

ところで、 この ようにデー タベースに集め られているコンテ ンツに関す

る情報 を、総 じて 「メ タデータ(Metadata)」 と呼 ぶ 。 もっ と も、 メ タデ

ー タ とは単 なるデー タベース上 の書誌情報 を指す わけで はない
。 コンテ ン

ツ名や作者名 、メー カー名 などといった単 なる書誌情報 を越 えて、権利 に

関する情報 など広範 なデー タまで、 まさに 「デー タに関す るデータ」 はす

べて、 ここでい う 「メ タデー タ」 の中に包含 される。 こう したメタデー タ

のイ ンターオペ ラビリテ ィが、近時 の情報社会 の展 開の中で大 きな課題 と

して認、識 されて きているのである。
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図2-11メ タデ ー タ の イ メ ー ジ 図

そ もそ も従来の流通で は、ID番 号 で もの を特 定 で きれ ば 、それ で流通の

ための処理 は十分可能 とされて きた。固定 的な仕組み にの ったマス ・デ ィ

ス トリビューシ ョンでは、 もの さえ特定 で きれば流通様 式 は一定の ため、

特別 に複雑 な情報 を処理す る必 要 はなかったのである74。 しか し、今 日の

ネ ッ トワー ク社 会 では、物流 の仕 組みが非常に多様化 し、 同 じもの であっ

て もさまざまな仕組みを通 って流通 する ようになって きた。 また、消費者

とメーカーの直結型指 向 も強 くな り、だんだん取引対象が何であるか とい

う特定 だけではな く、その他 取引の客体 に関するさまざまな関連情報 が円

滑 な流通 のために求め られ る ようになって きた。 さらに、データベ ースの

構築がかつて よ りも非常 に安価 で可能になった ことな どか ら、い まや社会

はアイデ ンテ ィフ ァイアー社会か らメタデータ社会へ と移行 しつつあ る と

言 える。 コピーマ ー トは、 こう した社会 の動 きに対応 して、アイデ ンティ

ファイアー とメ タデータか らなる コピーマー トコー ドを用いて、円滑 なコ

ンテ ンツ流通 を図 るインフラなのである。

(4)ゲ ー ム に お け る メ タ デ ー タ

ここでゲームに目を戻す と、今 後のゲーム流通の展 開 を考 える中で、随

所 に散在 してい るであろ うデー タの有効活用は大 きな課題 となる。先 にも

述べ た ように、ゲーム業界 とい う大 きな市場では、部分 ビジネスだ けで も

大 きなマーケ ッ トとして成 長 してい く可能性が大 きいが 、それぞれの部分

ビジネスが 自由気 ままに勝 手 な ビジネス展 開を行 ってい くのでは、ゲ ーム

業界全体 と しての メリ ッ トは半減す る。部分 は部分 としてそれぞれ に成長

を遂 げつつ、 またそれぞれの部分 同士で情報やサ ービスの相互乗 り入 れが

可能 となれば、業界全体 で の市場規模 は莫大 なもの となるであろ う。 この

ような理想的な展 開を遂 げ るため には、 ここで述べ るメタデー タの相互運

用性 は欠 くことので きない要素である。
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図2-12メ タ デ ータ を媒介 と したア イデ ンティファイアーの

相互運用例

コピーマ ー トの仕組 みの中には、原則 として上 に述べ た ように、内外 の

さまざまなメタデー タとの相 互運用性 を確保 する仕組みが備 わってい る。

しか し、 ゲーム とい う大 きな市場 の中で ミクロの レベルか らコピーマ ー ト

を構築 してい く場合 には、意識的にこのイ ンター フェイスの問題 を考 えて

いかなけれ ばな らない面 もある。その ような局面 では、先 に述べ たよ うな

イ ンター フェイス/コ ー デ ィネー ト事 業 が積 極 的 な活躍 を期待 されるの で

ある。

こうしたビジネスの展 開によってビジネス間のイ ンター フェイスが維持

で きるよ うになれば、ここに展 開 して きたコピーマ ー トの部分 ビジネス は、

連結 ・提 携 によって全体 モデルの コピーマー トに近 い ものへ と進化 してい

く。 この結果、これ まで に蓄積 されたデータをその まま活用 しつつ、かつ

円滑 な権 利処理の ための仕組みがすべ て組み込 まれた一つのゲーム流通 モ

デルが誕生 してい くであろう。

(5)海 外 に お け る コ ピー マ ー トコ ー ド類 似 の 展 開

以 下 で は 参 考 ま で に 、 海 外 に お け る情 報 技 術 の 動 向 の う ち主 立 っ た も の

の 中 で 、 こ こ ま で に 述 べ た よ う な コ ピー マ ー トコ ー ドの 概 念 と比 して 、 非

常 に 類 似 し た 理 念 を 持 つ も の に つ い て 紹 介 す る 。 一 つ は ヨ ー ロ ッ パ の

INDECS75、 も う一 つ は ア メ リ カ のDOI76で あ る 。

(A)INDECS

INDECSは 、EUの 欧 州 委 員 会 が サ ポ ー ト し て い る プ ロ ジ ェ ク トで77、

ネ ッ トワ ー ク取 引 に お け る 知 的 財 産 問 題 を解 決 す る た め に 、 汎 用 性 の 高 い

メ タ デ ー タ ・フ ォ ー マ ッ トを 開 発 して い る78。 こ こ で は 、 もの の 概 念 や 動

き 、 関 係 な ど を一 か ら整 理 し、 あ ら ゆ る物 事 を タ グ を用 い た メ タ デ ー タ で
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記 述 し よ う と考 え て い る。'こ の よ う な形 で あ らゆ る 事 象 が メ タ デ ー タ化 で

き る仕 組 み を準 備 す れ ば 、 デ ジ タ ル デ ー タ に 関 す る 周 辺 情 報 に つ い て も あ

ら ゆ る こ と を記 述 で き る よ う に な る か ら で あ る 。 ま た 、 この メ タ デ ー タ で

の 記 述 を媒 介 項 とす る こ と に よ り、 既 存 の あ ら ゆ る デ ー タ に イ ン タ ー フ ェ.

イス を持 たせ る こ と も可 能 と さ れ て い る 。

Primarytypes

Being

Time

ObjeCt

Concept

團
秘縢

v"AUt'/tsza・nJbe|冊oちw

P・。pl・饗e{tw

図2-131NDECSの メ タ デ ー タ 構 造

MetadataMode|http=//….indgcs.org/pdf/m◎del3.pdfよ り引用

※一と侮 の図 ぱ 、㎜EO9が 検 討 し て い る メ タ デ ー タ の基 本 的 概,念 、

下の2つ ぱ それ を」衷ヲ/や知 βク財 産 権 に 一当 て ばめ ノを場 合 の摸 式 図 であ る。
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INDECSが 最 終 的 に 目標 と して い るの は 、上 に も述べ た ように円滑 な権

利処 理流通 のための フレー ムワー クづ くりで あ るが、現 在 の ところ法律

面 ・権利面 での議論 は活発 で はな く、メ タデー タの整備 に重点が置かれて

いる。

このINDECSは 、世 界 的 に も高 い 関心 を集 め て いるが、そこで 目指 し

てい ることはコピーマ ー トコー ドが考 えている ことの一部 と非常 に類似 し

てい ることが分か る。情報化社会 の中で散在す る情報 にイ ンター フェイス

を図るこ とは、その ままコンテ ンツの知的財産権処理 に とって非常 に重 要

な意義 を有するのである。

(B)DOI

DOIは ノ ー マ ン ・パ ス キ ン博 士(Dr.NormanPaskin)の 提 唱 の 元 、 国

際DOI財 団 が 開 発 ・運 営 して い る も の で 、デ ジ タ ル ネ ッ トワ ー ク 社 会 の 中

で コ ンテ ン ツ を特 定 し、 ま た 効 率 的 に コ ン テ ン ツ を探 して 入 手 す る た め の

イ ン フ ラ を研 究 して い る79。DOIに は 、 書 籍 に つ い て い るISBNの 管 理 団

体 で あ る 国 際ISBN機 関 を は じめ と して 世 界 各 国 の 権 利 者 団 体 や コ ン テ ン

ツ 産 業 が 協 力 して お り、 一 つ の デ フ ァ ク トな 世 界 標 準 と して 注 目 さ れ つ つ

あ る 。

DOIも コ ピ ー マ ー トと 同様 、ア イ デ ンテ ィ フ ァ イ ア ー と メ タ デ ー タ の 二

本 立 て で コ ンテ ン ツ 流 通 を考 え て い る 。DOIの ア イ デ ン テ ィ フ ァ イ ア ー は 、

国 際DOI財 団 が 管 理 す る デ ィ レ ク ト リ、 そ れ ぞ れ のDOI運 営 者 が 管 理 す

る プ レ フ ィ ック ス 、 各 権 利 者 が 管 理 す る サ フ ィ ッ ク ス の3階 層 か ら な っ て

お り、 こ の よ う に 管 理 主 体 が 階 層 化 した 構 造 を 「連 邦 主 義(Federation

Principle)」 と呼 ん で い る 。 か か る 構 造 は 、 コ ピ ー マ ー ト コ ー ドの 共 通 コ

ー ド+参 照 コ ー ドの 仕 組 み と非 常 に類 似 し て い る80
。 た だ し、 オ ー プ ン コ

ー ド的 な視 点 はDOIで は 明 確 で は な い
。

10.

一/
ディレクトば

全体で一意

1234.5678

サフイツ操只

ゴレブイツ扮スの中で一意

ゴレコイッタヌ

デイレクト1」の中で一意

図2--14DOIの ア イ デ ン テ ィ フ ァ イ ア ー

またDOIは メ タデ ー タを、コ ンテ ンツ に関 する関連情報 を引 き出すため

のツール と して考 えてお り、た とえばあ る論文 で引用 されている他 の論 文

な どを、 メ タデー タを通 じて簡単 に引 き出す ことがで きる と している81。
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この ような、 コンテ ンツ相 互間の位相情報 は、ゲームの ようなマルチメデ

ィアコンテ ンツでは ことさ ら重要 なものになる と考 えられる。最近 では、

テ レビ番組 の効果音 な どで ゲームのサ ウン ドエ フェク トが利用 されるケー

ス も多 く見受 け られるな ど、 ゲーム ソフ トの部分的要素が単独で流通 して

い くことが予測 されるか らである。

馨 馨欝 欝
権利保有者 栽蘇り課有者 縫鞘煤有者権事噂ぱ有者

ll

DOI.URL. メタデータ

メタデータ

躁漣鰭据抽出システム

1)OI-〉(《 膓ぴnec竃 垣nSe7匂 託田

㎜tad碗.轍 階

DOI.UR1

=コンテン㌢特定システム

図2-15DOlに お けるアイデンティファイアー とメタデータの機能

DOIUsedforReferenceLinking:DOI・Xhtt:〃dx.doi.or/10.1000/6382・1よ

DOIで は 、メ タデ ー タ を利 用 した権 利 記述 についても検討 を始めている

82。 こち らは まだ立 ち上 げ手 間 もない段 階であるが、現在 の ところでは、

まず出版社 な どの権利者関連情報 を整理す る ところか ら始 めている ようで

ある。

この ように、詳細 におい ては若干の違いは見受け られる ものの、アイデ

ンテイファイアー とメ タデー タ、権利 記述 の3つ の仕 組 み に よ るデ ジ タル

コ ンテ ンツ流 通 とい うイ ンフラは、コピーマ ー トとDOIに 共 通 す る要素 で

あ る。 か か る イ ンフラの整備 は、今後世界的 に急展 開 してい くもの と予測

される。
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図2-16コ ピ ー マ ー トに お け る コ ピー マ ー トコ ー ドの 運 用
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3.ビ ジネ ス モデル にお ける シス テム化研 究

こ こ で は 、 「1.3.1(3)部 分 モ デ ル 型 」 で 述 べ ら れ た3つ の 部

分 モ デ ル と全 体 モ デ ル に つ い て 、 シ ス テ ム 面 か ら の 検 討 を行 な い 、 実 装 モ

デ ル を 示 す 。

3.1カ タ ロ グ 型

カ タログ型 システムで は、ゲームソフ トの カ タログ情報 の提供 を主務 と

す る。 カタログ情報の範囲 は、ゲームソフ トの書誌情報 か ら、権利情報 に

いた るまで、さまざまな ものが考 え られるが 、この タイプの システムで は、

権利処 理やゲームソフ トその ものの提供 は行 わず、利用 者 に対 しては情報

を提供するのみであ り、利 用者が実際 にゲ ームソフ トを入手 した り、権利

処理 を行 お うとする と、それ らの機能 を もった外 部の シス テムを利用す る

ことになる。 このため、 カ タログ型システムでは、 これ ら外部 システム と

のイ ンターフェイスが必要 となる。

もっ とも単純 なカタログ型 システムの構成は図3-1の よ うにな る。

D利 用者端末D D

ネ ッ トワ ー

カ タロ グ型 シス テム

カ タ ロ グデ ー タ

ベ ー ス

ゲ ー ム ソ フ ト提供

外 部 システム

権利処理外部シス

テム

図3-1カ タ ロ グ型 シス テ ムの概 要

カ タ ロ グ情報提供その もの に対 して対価 を徴収 しない ならば、 カタログ型

システム と利用者の間で、課金 ・料金徴 収処 理がな され るこ とはない。逆

に、会員制、従量制 な ど何 らかの形で、利 用者か らカタログ型 システムの

使用料 を徴収する ような場 合 には、 これに加 えて、利 用者管理モ ジュール

が必 要 になる。ただ し、 カタログ型 システムにおいて、 その ような運用形

態が とられることは比較的稀であ ると考 え られ る。何 となれ ば、 カタログ

情報それ 自体 に価値が ある場合 は別 と して、カ タログ情報の提供の最大 の
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目的は、ゲームソフ トの販売、お よび許諾の促進 にあると考 え られ るか ら

である。

ここで考 えられ る利用者の一般 的な利用形態は以下のようになる。

(a)カ タ ログ型 シス テム に ア クセ ス し、カタログを検索する。

(b)検 索結 果 を も とに、実 際 の ゲ ー ム ソフ ト提供者ヘ アクセス し、 ゲ
ーム ソフ トを入手 、 または権利処理 を行 う。
一方
、 カタログ情 報 はそれぞれのゲームソフ トの権利保 有者 であ るメー

カー等か らカタログ型 システムに対 して提供 され る。 この とき、 システ ム

構築の観点か らは以下の点が問題 となる。

(イ)カ タ ロ グデ ー タベ ー スの更新

新 た なゲーム ソフ トの追加や、販売 中止 となった ものの削除 な ど、

時 間の経過 に よって、変化す る商品状 況 を時間差な くデー タベ ース

に反映 させなければな らない

(ロ)カ タ ロ グ デー タか ら外 部 シス テ ムへの インターフェイス とその

保守

ゲームソフ トの提供 、お よび権利処理 は カタログ型システムでは行 わ な

いが、利 用者が実際 にゲームソフ トを購入 した り、権利処理 を行 お うと し

た ときには、それ らの機能 を もった外部 システムへ処理 を引 き継 ぐ必 要が

ある。 この インター フェイスを、ゲーム ソフ ト毎の リンク情報 と して保 守

していか なければな らない。

さらに、 システム運営の観点か らは、以下の点 も重要である。

(ハ)シ ス テ ム運営 費 の捻 出

カ タ ロ グ型 システムの運営 にあたって必 要な経費 をカバ ーす

ると ともに、 カタログ型 シス テムに よって どの ように利 潤 を

あげるかの仕組みが必要である。

まず、 もっ とも単純 なケース として、単独 のゲームメーカーが 自ら保有

す るゲーム ソフ トの販売の ために、 カタログ型 システムを構築 、運営す る

場合 を考 える。 この とき、 カタログ型 システム運営者=ゲ ー ム ソ フ ト提 供

者 とな り、(ハ)は 、 販売 によ る利 益 に よ って まかな うことが考 え られ る。

また、 自社 のみの カ タログとい うこ とか ら、 カタログ自身 も自己完結 した

もの とな り、書式 等 も比 較的 自由に 自社 内で決 める こ とが で きるた め、

(イ)(ロ)に つ い て も、自社 での 管理 方 式 にあった独 自の システム を組 む

こ とが可能 となる。 しか しなが ら、1社 のみ の カ タログで は 、集 客 力 に も

乏 しく、 また、利用者 か ら見 る と、今度 はゲームソフ トではな くカ タログ

を探 して回 らねばな らない といった事態 も引 き起 こ しかねない。 そ こで、

複数のゲームメーカーにまたがるポー タルサイ ト的な役割 をもつ カ タログ

型 システムが望 まれる。

複数 メー カーを対 象 としたカ タログ型 システムでは、それ らすべ て を検

索 の対象 とするため 、利用者 にとって1箇 所 で ほ しい情 報 が 入 手 しや す く

な る。逆 に、シス テム側か らは、その ような検索 を成立 させ るためには、
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各 メ ー カ ー の ゲ ー ム ソ フ ト情 報 が 個 々 に 独 自 の フ ォー マ ッ トで 格 納 さ れ て

い た の で は都 合 が 悪 い 。 そ こ で 、 そ れ ら の カ タ ロ グ 情 報 を 一 元 管 理 す る た

め の 共 通 フ ォー マ ッ トを設 定 す る必 要 が 生 じ る。 一 方 で 、 各 社 は独 自 の フ

ォー マ ッ トで ゲ ー ム ソ フ トに 関 す る 情 報 を 管 理 し て お り、 中 に は社 外 秘 の

情 報 も含 ま れ て い る こ とが 考 え られ る 。 こ の と き 、 一 か ら共 通 フ ォ ー マ ッ

トの カ タ ロ グ情 報 を作 り直 す の で は な く、 図3-2に 示 す よ う な既 存 の デ

ー タか らの 変 換 に よ っ て
、 カ タ ロ グ型 シ ス テ ム 用 の デ ー タ を効 率 よ く作 成

す る 仕 組 み が 必 要 で あ る 。 デ ー タ変 換 に 関 す る技 術 は さ ま ざ ま な も の が あ

る が 、 既 存 の デ ー タ ベ ー ス と も接 続 で き 、 相 互 に デ ー タ交 換 可 能 な 手 法 と

して 、デ ー タ をXML(ExtensibleMarkupLanguage)を 用 い て 記 述 し、 そ

れ ら の 変 換 にXSLT(XSLTransformations)を 用 い る 手 法 が 有 望 で あ る 。

さ ら に 、 各 社 フ ォ ー マ ッ トが そ れ ぞ れ 独 自 の デ ー タ ベ ー ス で 管 理 さ れ て

お り、 中 に は公 開 不 可 の 情 報 も含 ま れ て い る状 況 を 考 え る と 、 各 社 デ ー タ

ベ ー ス の デ ー タ か らの 自動 変 換 が 可 能 な仕 組 み を作 り、 公 開 可 能 な情 報 の

み が カ タ ロ グ デ ー タ ベ ー ス に 移 行 さ れ 、各 社 の デ ー タ ベ ー ス を 更 新 す れ ば 、

自動 的 に カ タ ロ グ デ ー タベ ー ス の 内 容 も 更 新 さ れ る よ う な 仕 組 み を作 る こ

とが 望 ま しい(図3-3)。 こ うす る こ と に よ っ て(イ)の 問 題 は 解 決 され

る 。 ま た 、(ロ)に つ い て も、 ゲ ー ム ソ フ ト毎 に、 そ れ を管 理 して い る 外 部

シ ス テ ム と、 そ の 呼 び 出 し方 が 定 ま り、 そ れ を 決 定 す る の は 、 そ れ ぞ れ の

権 利 保 有 者(各 メ ー カ ー)で あ る と考 え ら れ る 。 そ こ で 、 共 通 フ ォ ー マ ッ

トの 書 誌 情 報 の 中 に 、 現 在 、 そ の ゲ ー ム ソ フ トを 入 手 、 権 利 処 理 を 行 う際

に ア ク セ ス す べ き外 部 シ ス テ ム を指 定 す る 欄 を設 け て お く こ と に よ り、 そ

の 更 新 を各 メ ー カ ー に任 せ 、 カ タ ロ グ 型 シ ス テ ム は 、 ゲ ー ム ソ フ ト毎 に指

定 欄 に記 述 され て い る外 部 シ ス テ ム を指 定 さ れ た 方 法 で 呼 び 出 す こ と に よ

り、 外 部 シス テ ム との イ ン タ ー フ ェ イ ス を と る こ とが で き る(図3-4)。

な お 、 こ の 呼 び 出 しの 際 の プ ロ トコ ル は 、 異 な る コ ピ ー マ ー ト部 分 モ デ ル

間 で 相 互 に や り取 りが で き る よ う に 、 コ ピ ー マ ー ト全 体 で 共 通 の も の を設

計 し、採 用 す る こ とが 望 ま しい 。
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D利 用者端末
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検索

十
カタログ型システム

〆 ∨
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カタログデータ
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テム

図3-4外 部 シ ステ ム との イ ンター フ ェイ ス

なおミ カ タログデー タベース に格納 されてい る最新情 報 を もとに、検索

に効果的 な各種 インデ ックス を作成 す るこ とは、利用者 の補助 にもな り、

販売促 進 に もつながるため、 カタログ型 システム運営者の仕事 となる。

次 に、運営 については、各 ゲー ムメー カーが共同で 出資、運営 にあたる

形態が考 えられ る一方 で、完全 に独立 した事業体 として運営 を行 うケース

も考 え られ る。 この場合 は、 カタログに記載する各 メー カーの協力 が得 ら

れるか どうかが大 きな鍵 となるが、同時 に(ハ)の 問題 、 す なわ ち、 この

独 立 した事 業体 がいか に収益 をあげるか を解決 しなけれ ばな らない。 これ

につい ては、利 用者か らのシス テム使 用料 の徴収、ゲー ムメー カーか らの

カタログ掲載料 の徴収 、広告主か らの広告掲載料の徴収 な どさまざまな方

法が考 え られ るが、 ここでは、 シス テムで実現可能 な一つの形 態 として、

カタログ型 シス テムが利用 され たこ とに対 して、ゲーム メー カーか ら料 金

を徴収 する仕組み について述べ る。

ゲーム メー カーが カタログ型 システム にゲームソフ トを登録 す る最大の

目的はその販売 、使用許諾 に よる利潤追 求であると考 える と、 た とえ掲載

して も、まった く売れなけれ ば、その効 果 はなかった と考 え られる。逆 に、

利用者が カ タロ グ型 システムで検索 を した結果、そのメーカーのゲームソ
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フ トに 対 して ア ク セ ス して き た な ら ば 、掲 載 の 効 果 は あ っ た と考 え て よ い 。

そ こ で 、 カ タ ロ グ型 シ ス テ ム で 管 理 して い る 各 メ ー カ ー へ の リ ン ク(外 部

シ ス テ ム の 呼 び 出 し)が た ど ら れ た こ と に対 して 、 各 ゲ ー ム メ ー カ ー か ら

料 金 を徴 収 す る 仕 組 み が 考 え ら れ る(図3-5)。

D利 用者端末
一
|

検索

十

、

カタログ型システム

z＼
＼ ノ

カタログデータ

ベース

＼ ノ

カウント

リンク選択

↓カウン ト

A社 ゲームソフト提供外部

シス テム

図3-5リ ンクの選択 の カ ウ ン ト

カ タ ロ グ型 システ ムで は、検 索結果の うち、利用者が実際 にた どった リ

ンクを記録 してお くことがで きる。 また、 リンク先 では、 ある利用者が ど

の カタログ型 システムか らリンクをた どって きたか を調べ るこ とが で きる。

この両 者の情報 を付 き合 わせ るこ とにより、実際にある特定 のカタログ型

システ ムが利用 され た回数 に応 じて、メーカーか ら料金 を徴収する ことが

考え られる。
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3.2権 利処 理 型

権利処 理 型 シス テ ム で は 、利用者への使用 許諾 を主務 とす る。 この タイ

プのシステムで は、ゲーム ソフ トその もの の提供 は行 わず、利用者が実際

にゲームソフ トを入手 しようとす ると、そ の機能 を もった外部 システム を

呼び出す ことになる。権利処理型 システ ム と してはその ための インター フ

ェイス も必 要 となる。 また、使用の許諾 を与 えるの はあ くまで も権利者 で

あ り、システムは利用者 と権利者 に対 して交 渉の場 を提供 す るものであ る。

ただ し、権利処理 を行 うにあたって、必要 な情報 を利用者 に提供する必要

があるため、権利処理型 システムでは、 ゲーム ソフ トに関す る書誌情報 、

権利内容、使用条件 といった各種情報の提示 も行 う必要がある。

従って、権利処 理型 システムには、ゲー ムソフ トの権利 者 と利用者 の双

方がアクセスする ことになる。 この構成 を図3-6に 示 す 。

D利 用者端末D権 利者端末

ヲ㍗
権

べ

ゲ ー ム ソフ ト提 供

外 部 システム

図3-6権 利処理型 システムの概要

ここには、ゲーム ソフ ト権利者、利用者 、権利処理型 システム運営者 の3

者 が登 場 す る。権 利者 は権 利 処 理型シス テムに対 して権利 の登録 を行 う。

利用者 は、登録 されている権利 の中か ら許諾 を受 けたい もの を検索 し、対

価 を支払 って、許諾 を得 る。 よって、システム としては、

(イ)権 利 登録 の た め の権 利 者用 イ ン ター フェイス

(ロ)許 諾 を うける た めの利 用者 用 イ ンターフェイス

(ハ)権 利 情報 、許 諾 履 歴 を管理 す る権利情報 デー タベ ース

が必要 となる。

権利者 は、権利 者用イ ンター フェイス を用 いて、 どの ような許諾条件 に

対 して、 どれだけの対価 を設定 するか とい った こ とを自 らの意志 で設定 す
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る。 この際、 自由度 が大 きす ぎる と、かえって設定が困難 になることもあ

るため、 その業 界での標準 的な許諾形 態や価格 をテ ンプ レー トとして準備

してお くことも有用 であ る。 しか しなが ら、使用条件 はあ くまで も権利者

の 自由意志 によって設 定 され、テ ンプ レー トによる規制 は行 われるべ きで

はない。 ただ し、登録 の し易 さ、業態毎 に特化 したシステムとい う位 置付

けで、特色 を持 った個別 のシステムが構築 される ことはあ り得 る。

権利処理型 システムで は、実際の コンテ ンツの提供 は行 わず、必要 に応

じて外部 システム を呼 び出す ことになるため、ゲームソ フ ト毎 に、 どの外

部 システムをどの ような方法で呼 び出せば よいか を記述す ることによ り、

外部 システムとの イ ンター フェイス を とる。 この イ ンターフェイスは、少

な くとも互い にや り取 りをする コピーマー ト部分モ デル間では共通 のプロ

トコルを用い る必要があ り、理想的 には、任意の コピーマー ト部分モ デル

間での相互接続性 を保 証するために、 コピーマー ト全体 で共通の もの を採

用することが望 ましい。

権利者 が登録 した権利情報 は権利 デー タベ ース に蓄 えられる。こうして、

権利デー タベース には、各 ゲームソフ トに関する書誌情報、権利内容 、使

用条件が蓄積 されてい く。権利処理型 システム運営者 は、検索 システム を

構築 して、利用 者の要求 に応 じてこれ らの情報 を検索 ・閲覧 しやすいシス

テムを構築す る必要が ある。 この部分 は、運営者毎 に特色 を出 して、他 と

の差異化 をはか りやす い部分である。ゲームソフ トの書誌情報、権利 内容 、

使用条件 のそれぞれ、お よびそれ らが複合 した ものが検索対象 となるが、

法 的な専 門用語で はな く、その業界 で使 われてい る言葉 や許諾形態 に応 じ

て検索で きるようにす ることが重要である。

利用者 は、利用者 イ ンターフェイス を通 じて権利処理型 システム にアク

セス し、ゲームソフ トに関する書誌情報や権利 内容 、利用条件 に関す る情

報 の提供 を受 ける とともに、選択 した特定のゲーム ソフ トに関す る権利処

理 を行 い、対価 と引 き換 えに許諾 を得 るこ とがで きる。権利処理 は権利者

と利用者 の合意の上 にな される。 さらに、当該 ゲーム ソフ トの入手 を希望

する場合 は、権 利処 理型 システムか ら、外部 システ ムであるゲームソフ ト

提供システムを呼び出す ことがで きる。

さらに、合意形 成の ために、利用者 は許諾 内容 につ いて、権利者 と交 渉

することがで きる。 この とき、利用者 が権利者 と直接 や り取 りするこ とも

考 え られるが、権利 者情報 を開示 していない権利 者 に対 して も交渉が可能

となるように、 システムを介 した通信 もサ ポー トす る必要がある。

本 シス テムで は、特 定 の利用者へ の許諾 の発行 、お よび対価 の徴収 業務

が発生す るため、許諾履歴管理 システム、認証 シス テム、課金 システ ム と

連動する必要が生 じる(図3-7)。 許諾 履 歴 管 理 シ ス テム で は、いつ誰 に

どのような内容の許諾 を行 ったか を記録 してい く。認証 システムは、権利

を登録 しようと してい る権利者や許諾 を受 けよ うとしている利用者が正 に

本 人である ことを確認 する。課金 システムによって、それぞれの利用者か
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ら徴収 される対価 と、権利 者へ還元 され る額が管理 される。課金 システム

が さらに電子決済 システム と連動す る と、決済 までが ネッ トワーク上 で完

結することになる。

D

↓㍗
権

べ
許諾履歴管理

システム

図3-7外 部 シス テ ム との連 携

あ る ゲ ー ム メー カーが、 自社 が権利 を保有 するゲーム ソフ トの権利処理

型 システム を運用す る場合 は、権利 者 とシステム運用者が 同一であるため、

権利処理型 システムの ランニ ング コス トは権利処理の対価 に よってまか な

われ ることも考 え られるが 、独立 した事業体が運営す る場合 には、収益 を

あげ る手段 を考 える必要が ある。 これ には、会員制 な どによる利用者か ら

の システム使用料 の徴 収、権利者か らの登録料の徴 収、広告収入 な どの形

態があ り得 る。 また、手数料方式 として、権利処 理が なされ、許諾が成立

した場合 に、その売上 に応 じた手数料 を徴 収す る方法 もある。実際 には、

ビジネス形態 にあわせ て、 これ らの い くつか を組み合わせ た方法が採用 さ

れる もの と考 え られる。

ここまでは、単純化 のため に、各 ゲーム ソフ トにつ いて、その権利者 を

一人(社)と 仮 定 し
、 そ の権 利 者 が権 利 登 録 を行 う とい う前提で議論 をす

すめて きたが、現実 には、ゲ ームソフ トの制作 には巨額 の資本が投下 され、

多数 の人 間がその制作 に関 わ り、結 果 として複数 の権利者 が発生す ること

が考 え られ る。 も しも、その 中で代 表者が定 ま り、権利処理 は必ずその代

表 者 を通 じて行 われ るのであ れば、シス テム的には特 に手当ては必要 ない。

システムか ら見 れば、その代 表者が権利 者のすべ てであ り、個別の権利者

の権利や主張の調整 、各権利 者への対価 の分 配な どはすべ てその代 表者 を

通 じて行 われ、 システム 自身 はそれ らについて何 も関知 しな くて もよいか

らである。
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しか し、 この形態 は代表者 に とって は相 当の負担 となるため、 これ ら複

数権利者の権利 を と りまとめて管理 する権利管理事業が別途考 え られ る。

これは複 数権利 者か ら権利 の寄託あ るいは譲渡を受 けて、権利処理型 シス

テムに対 しては権 利者 として振舞い、権利登録 をす る一方 で、各権利 者に

対 して許諾 に対 す る対価 の分配 を行 う。この事業体 の運営 は権利者の会費、

または登 録や分 配業務 の手数料 とい う形 でまかなわれ る。 これ らの作業 を

手動で行 うこと も可能であるが、 これ をシステム化 して権利管理 システム

を構築 した場合 、権利管理 システム と権利処理型 システムの間の関係 は図

3-8の よ うに な る。

権利者群DD_D

権利管理 システム

分 配 テ ー

ブ ル

対価

D権 利者

登録

登録

対価

権利処理型 システム

タ一げ

ス

刃

一

権

べ

図3--8権 利管 理 システ ム と権 利 処理 型 システムの接続

権利管理 シス テムで は、権利者へ の利益配分 において包括 的 な分配方式

も とり得 るが、 ゲームソフ トの使用条件 に応 じて異 なる対価 の分配方法 を

管理 し、実際 に許諾 された内容 に応 じた分配を行 うことが望 ま しい。 この

ために、権利処理型 システムか らは、単 に対価だけではな く、 どの使用条

件 で許諾 が行 われたか とい う情報 を受 け取 って、 これ を もとに分配テーブ

ル を検索 して、該当す る権利者 に対 して、対価の分配 を行 う。

一方
、権利処 理型 システムか ら見れ ば、権利管理 システ ムを完全 に別個

の事業体 が管理す るシステム とすれ ば、それを単独の権利者 とみ な して今

まで述べ て きた ような処理 を行 えばよい。一方、権利管理 シス テムを権利

処理型 シス テムのサ ブシステム とみ なす ような場合 にはシス テムの効率化

のために分配 テーブルを権利 データベ ースの内部 に もつ こ とも考 えられる。
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3.3コ ン テ ン ツ提 供 型 シ ス テ ム

(a)概 要

コ ンテ ン ツ 提 供 型 モ デ ル は 、ゲ ー ム ソ フ トを 物 理 的 に提 供 で き る 者(社)

が 行 う ビ ジ ネ ス モ デ ル で あ り、 コ ピ ー マ ー トに お け る コ ン テ ン ツ提 供 型 の

部 分 モ デ ル で あ る 。 こ の モ デ ル は 、 他 の モ デ ル と 同様 に権 利 保 有 者 と利 用

者 の 間 に存 在 し、 そ の 機 能 と して 主 に コ ンテ ン ツ の 提 供 を 行 う、 コ ピ ー マ

ー トの 中 の コ ピー マ ー ケ ッ ト機 能(COM)を ベ ー ス に し た ビ ジ ネ ス モ デ ル

で あ る 。

図3-9コ ンテ ンツ提供 型 モデル

「1.3.1(3)部 分 モ デル 型」 で述 べ た よ う に、 コンテ ンツ提 供

型モデルは、その主 な業務 は コンテンツ提供 であ り、取 引の最 中に コンテ

ンツに係 る権利処理 まで行 うもので はない。そのため、 コンテ ンツ提供 型

事業体が扱 うコンテ ンツ(ゲ ー ム ソ フ ト)は 、(ア)既 に権 利 処 理 済 み の も

の 、(イ)必 要 に応 じて権 利 処理 され る もの、の2種 類 に なる。

(b)プ レ イ ヤ ー

「1.3.1(3)部 分 モ デ ル 型 」 で 述 べ た よ う に 、 コ ン テ ン ツ提 供 型

の プ レ イ ヤ ー は次 の とお りで あ る 。

・権 利 保 有 者(ゲ ー ム ソ フ ト権 利 保 有 者 、 権 利 管 理 事 業 体)

・ コ ン テ ン ツ提 供 型 コ ピ ー マ ー ト事 業 者

・ 利 用 者(エ ン ドユ ー ザ 、 ビ ジ ネ ス ユ ー ザ)

以 下 、

・ 権 利 処 理 済 み コ ン テ ン ツ を扱 う コ ン テ ン ツ提 供 型 シ ス テ ム

・ 必 要 に 応 じて コ ン テ ン ツ の 権 利 処 理 を行 う(権 利 処 理 型 シ

ス テ ム との イ ン タ ー フ ェ イ ス を持 つ)コ ン テ ン ツ提 供 型 シ ス テ ム

につ い て 、 シ ス テ ム構 成 を考 え る 。
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(b)シ ス テ ム 構 成

(ア)権 利 処 理 済 み の コ ン テ ン ツ を扱 う コ ン テ ン ツ提 供 型 シ ス テ ム

図3-10に 権 利 処 理 済 コ ン テ ン ツ提 供 型 シ ス テ ム に お け る 機 能 ブ ロ ッ

ク及 び デ ー タの 流 れ を示 す 。 本 シ ス テ ム は 、 次 の 機 能 を提 供 す る。

・ ユ ー ザ 登 録 ・認 証

・ 権 利 処 理 済 ゲ ー ム登 録

・ ゲ ー ム 検 索

・ ゲ ー ム 購 入

'課 金

・ 交 渉

① ユーザ登録 ・認証機能

コンテ ンツ提供 型 システ ムの利用者及 び権利者 は、ゲ ーム登録、ゲ ーム

検索 、ゲーム購入 、課金及 び交渉の各機能 を使 う際 に認証 を必要 とされ る

ため、あ らか じめ、ユ ーザ管理データベースに登録 され る。 この機能 は、

ユ ーザ管理 デー タベ ース に権利者や利用者 の情報 を登録 し、別機能 を利用

す る前 にユ ーザ を認 証する。 また、下記課金機能が実際 にユーザの口座 か

ら利用料 を引 き落 と し、権利者 の口座 に入金す る とい った処理が、 リアル

タイムで行 われず 、例 えば1ヶ 月 に1回 行 わ れ る場 合 、 そ れ まで の ゲ ーム

購入履歴の記録機 能 も提供 す る。

② 権利処理済ゲーム登録機能

権利保有者 は、 コンテ ンツ提供型 コピーマー ト事業者 の提示する単純化

された条件 を承諾 し、ゲームをコンテンツDBに 登 録 す る。 コンテ ンツ提

供 型 シス テムは、単純化 された提供条件 を提示 し、権利者 は 自らのゲーム

を利用者 に提供す る条件 を、 その中か ら選択する。選択 された単純化 され

た提供条件 は、ゲーム ソフ トと共 にコンテ ンツデー タベース に登録 される。
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図3-10権 利 処 理 済 コ ンテ ンツ提供 型 シ ステム

③ ゲーム検索機能

利用者 は、認証 を受 けた後 、購入 したいゲー ムを検索 する。検索結 果 に

は、権利保有者が承諾 した単 純化 され た提供 条件 も同時 に表示 され、利用

者が従 う利用条件及 び利用料 金 を確認 で きるようにする。

④ ゲーム購入機能

利用者 は、ゲーム検索結果 の 中か ら購 入す るゲ ーム を選択す る。その時、

検索結果 として表示 され る利用 条件及 び利用料金 に対 して承諾 した もの と

見 な し、利用条件 をコンテ ンツにパ ッケージ して、利用者 に渡す(利 用 者
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が ダウ ンロー ドす る)。 利 用 料 金 は、課 金 機 能 に渡 され、購 入 した利用者か

ら料金 を徴収 し、購入 されたゲームの権利保有者 に還元する。

⑤ 課金機能

ゲーム購 入機能か ら、利用者情報 、利 用者が購入 したゲーム情報及 びゲ
ームの料 金 を受け取 り、その利用者か らゲーム料金 を徴収する。徴収 され

た料金 は、ゲーム情報か ら特定 されるゲーム権利保有者 に還元す る。

ゲー ム購 入時 に リアルタイムで課金処理 する方法 と、月毎等一定期 間の

ゲーム購 入履 歴 を集計 し、課金処理す る方 法が考 え られ るが、購入履歴 を

集計 す る場 合は、ユ ーザデー タベースに登 録されているユーザ毎 に購入履

歴 を記録 してお く。

⑥ 交渉機能

利用者 がゲーム を検索 した時 に、そ こに表示 される利用 条件 や利用料金

に関 して、そのゲー ムの権利保有者 と交 渉する時 に利用す る機能。権利保

有者 に関す るプ ライバ シ情報 を開示す ることな く、利用者 の要求 を権利保

有者 に送付 し、それ に対する権利保有者の応答 を利用者 に届 ける機能 を提

供する。

また、ゲームに関す るバ グ情報や改善要求の交換 のために も使 われる。

(イ)必 要 に応 じて権 利処 理 す る コ ンテ ンツを扱 うコンテ ンツ提供型 シス

テム

図3-11に 、必 要 に応 じて権 利 処理 を行 う場合の コンテ ンツ提供型 シ

ス テムの構成 を示 す。「(ア)権 利 処 理 済 み の コンテ ンツ を扱 うコンテ ンツ

提供型 システム」 との違いは、権利処理型 システム とのイ ンター フェイス

を持 ち、ゲーム登録 時、ゲーム購入時及び交渉時 に権利処理 も しくは、権

利処理 された結果 を確 認 しなが ら、システムが運用 され る点である。 ここ

で は、必 要 に応 じて権 利処理 を行 うための権利処理型 システム とのイ ンタ

ーフェイス機能 について説明する。
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図3-11必 要 に応 じて権 利処 理 を行 うコ ンテンツ提供型 システム

① 権利処理型 システムとの インター フェイス機能

権利処理型 システムは、権利保持者が 自らの コンテ ンツ(ゲ ーム ソ フ ト)

を コ ンテ ン ツデ ー タベ ー ス に登 録する前 に呼 び出 され、権利保持者 に単 純
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化 され た提供条件 の うちい くつかを選択 して もらうイ ンター フェイス を提

供 する。逆 に、利用者がゲー ムを購入す る際には、そのゲームを利用す る

際 の提示条件及 び利用料金 を確認するため に、呼 び出 され、提示条件 を利

用者 に表示す る。権利保持者 と利用者が条件 に関 して交渉す る際 に も、現

在登録 されている条件 を確認 するため、権利処理型 システムが呼 び出 され

る。

いずれ にして も、ユーザ(権 利保 持 者 や利 用 者)か らは、他 の外 部 シス

テ ム(権 利 処理 型 シス テ ム)が 呼 び出 され た こ と を意 識 させ ない ことが重

要である。

3.4コ ピ ー マ ー ト型 シ ス テ ム

(a)概 要

コ ピー マ ー ト型 シ ス テ ム は 、 コ ピー マ ー トを 構 成 す る 権 利 マ ー ケ ッ トと

コ ピ ー マ ー ケ ッ トの2つ の デ ー タベ ー ス を含 む も の で あ り、 「1.3.1

(3)部 分 モ デ ル型 」 で 述 べ た コ ピー マ ー ト型 モ デ ル を 実 現 した もの で あ

る 。 つ ま り、 権 利 者 と利 用 者 と の 間 に存 在 しゲ ー ム ソ フ トの 権 利 処 理 を含

む 取 引 環 境 を提 供 す る も の で あ る 。

コ ピ ー マ ー ト型 シ ス テ ム の 実 装 方 法 と して は 、 部 分 シ ス テ ム で あ る カ タ

ロ グ型 シ ス テ ム 、 権 利 処 理 型 シス テ ム 、 コ ン テ ン ツ 提 供 型 シ ス テ ム

を連 結 し、 全 体 と して 一 つ の シ ス テ ム を構 成 す る 統 合 コ ピ ー マ ー ト型 シ ス

テ ム を実 装 す る 方 法 と 、 ゲ ー ム 市 場 に対 す る一 つ の コ ピ ー マ ー ト全 体 モ デ

ル を そ の ま ま実 装 す る 全 体 コ ピー マ ー ト型 シ ス テ ム を実 装 す る 方 法 が あ る 。

こ の2つ の 実 装 シ ス テ ム につ い て 、 以 下 で説 明 す る 。

(ア)全 体 コ ピ ー マ ー ト型 シ ス テ ム

全 体 コ ピー マ ー ト型 シ ス テ ム は 、 コ ピ ー マ ー トが 持 つ 全 て の 機 能 を 実 装

し て い る シ ス テ ム で 、 そ の プ レ イ ヤ ー は次 の通 りで あ る 。

・ 権 利 保 有 者(ゲ ー ム ソ フ ト権 利 保 有 者
、 権 利 管 理 事 業 体)

・ コ ピ ー マ ー ト型 事 業 者

・ コ ピ ー マ ー トパ ブ リ ッシ ャ ー

・ 利 用 者(エ ン ドユ ー ザ
、 ビ ジ ネ ス ユ ー ザ)

下 図 に 、 全 体 コ ピー マ ー ト型 シ ス テ ム の機 能 構 成 の 例 を示 す 。

全 体 コ ピー マ ー ト型 シ ス テ ム は権 利 者 と利 用 者 の 間 で 「場 」 の 提 供 を 行

う コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム で あ る が 、 コ ピー マ ー トパ ブ リ ッ シ ャ ー は 、 実 際

の ビ ジ ネ ス シ ー ン に お い て 「場 」 を魅 力 的 な も の に す る た め コ ピ ー マ ー ト

型 事 業 者 を サ ポ ー トす る様 々 な サ ー ビ ス(例 え ば 、 出 版 社 の 機 能)を 提 供

す る 一 種 の 事 業 者 で あ る 。 権 利 管 理 事 業 体 や コ ピ ー マ ー トパ ブ リ ッ シ ャ ー

が コ ピ ー マ ー ト型 事 業 体 を主 宰 す る こ と もあ り う る 。
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図3-12全 体 コ ピ ー マ ー ト型 シ ス テ ム

本 シ ス テ ム は、 次 の 機 能 を提 供 す る 。

'ユ ー ザ 登 録 ・認 証

・ ゲ ー ム 登 録

・ 提 示 利 用 条 件 登 録

・ ゲ ー ム 検 索
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権利記述付ゲーム購入

適用利用条件付加

課金

交渉

① ユーザ登録 ・認証機能

「3.3コ ンテ ン ツ提 供 型 シ ステ ム」で 述べ たユ ーザ登録 ・認証機 能 と

同様 の機能 を提供す る。

② ゲーム登録機能

権利保有者は、全体 コピーマー ト型 システムか らの質問 に答 え、 自らの

ゲ ーム を利用者 に提供 する条件(提 示利 用 条 件)を 決定 す る。 提 示 利 用 条

件 と共 に ゲーム ソフ トを全体 コ ピーマー ト型 システム に送 り、ゲーム ソフ

トはコンテ ンツデー タベ ース に、提示利用条件は提 示利用条件登録機能 に

よって権利データベ ースに登録 される。

③ 提示利用条件登録機能

ゲーム登録機能か ら提示利用条件 を受 け取 り、 コンテ ンツデー タベ ース

に登録 されたゲーム ソフ トと対応 を付 けなが ら、権利 デー タベ ース に登録

す る。

④ ゲーム検索機能

「3.3コ ンテ ン ツ提供 型 シス テム」で述 べ たユ ーザゲ ーム検索機 能 と

同様 の機 能 を提供 す る。但 し、検索結果 と して、権利保有 者が登録 した提

示利用条件 が表示 され、利用者 は複数の提示利用条件か ら自分の利 用 目的

に合致する条件(適 用利 用 条件)を 選択 で きる よ うにす る。

⑤ 権利 記述付ゲーム購入機瀧

利用者 は、ゲーム検索結果の中か ら購入す るゲーム を選択 する。その時、

検索結果 として表示 される提示利用条件 の中か ら利 用者の利用 目的 に合致

す る条件 の選択 を促 し、選択 された利用条件(適 用 利 用 条件)を 適 用 利 用

条件 付加 機 能 に渡 し、パ ッケージ化 されたゲ ームソフ トを利用者 に渡す。

適用利用条件 に含 まれる料 金 は、課金機能 に渡 され、購 入 した利用者 か

ら料金 を徴 収 し、購入 されたゲ ームの権利保有者 に還元す る。

⑥ 適用利用条件付加機 能

ゲーム検 索機能 において、利用者が選択 した適用利用条件 をゲーム ソフ

トにパ ッケージ化す る機能 を提供する。

⑦ 課金機能
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「3.3コ ンテ ン ツ提 供 型 シ ス テ ム」 で述 べ たユーザ課金機能 と同様 の

機能を提供す る。

⑧ 交渉機能

「3.3コ ンテ ンツ提 供 型 シ ス テム」で述べ たユ ーザ交 渉機能 と同様の機

能 を提供する。但 し、交 渉の対象 となる利用条件 は、 コンテ ンツ流通型 シ

ステムでの単純化 された もの とは異 な り複雑で詳細 な もの となるため、本

機能 は交渉の 「場」 を提 供す るに留 まらず、利用条件 の内容 を理解 し交渉

活動 を支援 する ものであ る必 要がある。

(イ)統 合 コ ピ ー マ ー ト型 シ ス テ ム

下 図 は 、 統 合 コ ピ ー マ ー ト型 シ ス テ ム の 構 成 を示 して い る 。 各 部 分 シ ス

テ ム で あ る カ タ ロ グ型 シ ス テ ム 、 権 利 処 理 型 シ ス テ ム 、 コ ン テ ン ツ提 供 型

シ ス テ ム は 、 「1.3.1(3)部 分 モ デ ル 型 」 で 述 べ られ た3つ の 部 分

モ デ ル で あ る カ タ ロ グ型 モ デ ル 、 権 利 処 理 型 モ デ ル 、 コ ン テ ン ツ提 供 型 モ

デ ル を実 装 した シ ス テ ム で あ り、 各 運 営 会 社(事 業 者)が 運 営 して い る も

の とす る 。

統 合 コ ピ ー マ ー ト型 シ ス テ ム は 、こ れ ら既 存 の シ ス テ ム(部 分 シ ス テ ム)

を 統 合 化 して 、 全 体 と し て コ ピ ー マ ー ト型 シ ス テ ム と して 権 利 者 や 利 用 者

に提 供 す る も の で あ る 。 各 部 分 シ ス テ ム を連 結 す る た め に 、 新 た に 開 発 す

る もの と して 、'

・ ユ ー ザ 登 録 ・認 証 シス テ ム

・ 課 金 シ ス テ ム

・ 利 用 者 イ ン タ ー フ ェ イ ス シス テ ム

・ ゲ ー ム ソ フ ト登 録 シス テ ム

・ 分 配 シ ス テ ム

が 必 要 とな る 。
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図3-13統 合 コ ピー マー ト型 シス テム

① ユ ーザ登録 ・認証 システム

権利保有者 や利用者 の認証 を行 うシステムであるが、認証情報 は各部分
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システムで共通 に利用出来 るように標準化 してお く必要があ る。

ゲーム ソフ トの購入履 歴 を保存 してお き、課金システムか らの指示 に よ

り、料金徴収 や還元 を行 う。

② 課金システム

利用者か ら料金 を徴収 し、権利保有者 と部分 システム運用事業者 に還元

するためのシステムであ る。 どの利用者が何 を購入 し、その支払 い料 金 は

どれ くらい にな り、権 利保 有者 にどの くらい還元す るかは、適用利用 条件

を見れば分 か り、認証 シス テム を介 して、利用者か ら徴収 し権利保有 者 に

還元する。

③ 利用者 イ ンターフェイス システム

利用者が ゲームソフ トを検索 し、利用 目的 に合致 したゲーム ソフ トを購

入す るため のイン ター フェイス を与 える。各 部分 システムか ら必要 な情 報

を取 り出 し、全体 を一つの システムに見せ るために、デー タをマー ジ して

利用者に表示す るだけで な く、ゲームの宣伝 やデモ等広告 宣伝 を行 った り、

ゲームの特徴 に応 じた分類 ・検索機能 を提供する。そのため、 この シス テ

ムは、 コピーマ ー トパ ブ リッシャーが機能 を決定 し、運用す ることに よっ

て付加価値 を付 ける ものである。

④ ゲーム ソフ ト登録 システム

権利者が ゲームソフ トと利用者 に許可す る利用条件 を登録 するための イ

ンターフェイスを与 える。ゲーム ソフ ト本体 と利用条件 を分離 し、利 用す

る(利 用 契 約 を結 んだ)部 分 シス テ ム に送 信 す る こ とに よって、各 デ ー タ

ベ ースへの登録が遂行 される。

⑤ 分配 シス テム

課金シス テムか ら部分 システムの運用者が受け取 るべ き費用 を受 け取 り、

各部分システムに分配す る。 どの ような分配率で分配するか は、統合 コピ
ーマ ー ト型 シス テム運用者 と各部分 シス テムの運用者 との利 用契約 に依存

す るため、 自動的 に分配す るためには、利用契約 を コンピュー タが理解 で

きる書式で表現す る必要が ある。

各部分 シス テムが既 に持 って いる情 報 や各 部分 システムが独 自 に集 め

た情報は、各部 システ ムが所有 する もの であ り、ゲーム ソフ ト登録 システ

ムを通 じて登録 された コンテンツは、統合 コピーマー ト型 システムが所有

す るが各部分 シス テムにその保存 を依頼す る ものである。従 って、 この両

種 の情報利用料 に基づ く分配率 は異 なって くる。 このような場合の分配 率

も利用契約 で明記 され る必要があ り、統合 コピーマー ト型 システムの運 用

が ビジネスになるか どうかの重要 なポイ ン トである。
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4.今 後 の課 題=終 わ りに代 えて

これ まで見 て きた ようにゲームソフ トの ビジネスモ デル展 開 は一様 では

ない。 これは、 ゲームソフ トの権利処理 の複雑性、利用形態の多様 性や業

界 の仕組み等 に起因 しているように思われる。 さらに、1兆 を超 え る市 場

規 模 を持 つ ゲ ー ム ソフ ト産業で一元管理 システムを作 ること自体 に も無理

が ある し非現実 的であろ う。

本報告書で はか ような認識 か らカタログ型、権利処理型 、 コンテ ンツ提

供型それ にコ ピーマー ト型の4つ の ビジ ネスモ デ ル を提 案 した。 それ らの

ビジネスモデル は、単 に 「もの」 としてのゲーム ソフ トの流通 に加 えて コ

ピーマー トの要素 を部分的 ・全体的 に備 えることで、 よ り複雑性 と多様 化

が予想 される市場 に対応する ことがで きる。それに も増 して、権利者 が 自

己の コンテ ンツの利用条件 を提示 し利用者 との合意 において取引 を行 うゲ
ー ムコピーマー トは、 これ までの流通媒介主導型 の ビジネス構造 を革新す

る意義 もある。 つ まり、い くら良質のコンテンツを持 っていた と して も流

通媒介 を持 たない(ア クセ スで きな い)限 り市場 に コ ンテ ン ツが 流 れ な い

構 造 である。 そ こでのパ ワーは創作者で はな く流通 を支配す る業者 にある

といえるので はないだ ろうか。高度 な知的創作が要求 され るゲ ーム ソフ ト

はその企画 ・制作 か ら利用 にいたるまでが創作 と捉 える ことが で きる。「も

の」 を売 る とい う視 点か らゲーム ソフ トを 「どう利 用者 に対 して表現す る

のか」「どう使 って もらいたいか」「(利 用 者 は)ど う使 い た い の か」 等 の

視 点 に シ フ トしたアプローチが重要 になってきてい る。そのため には、創

作者(開 発 者)が よ り高 い創作 意欲 を持 て、 質の高い作 品 を生 み出す こと

が で きるインセ ンテ ィブ と環境 を創出 しなければ な らない。ゲーム コ ピー

マ ー トはか ような環境 を提供す る ものであ り、ゲーム ソフ トの権利保護 と

流通促 進 を促す のみな らず、ゲームソフ トを介 して生 み出 される コ ミュニ

ティや文化 を支援する環境 だ といえよう。

4.1ゲ ー ム コ ピ ー マ ー トの 課 題

ゲーム コピーマー トの事業化 にあた り今後の課題 を整理 しよう。 まず ビ

ジネス化 のため の具体 的 なマーケテ ィングやゲーム コピーマ ー ト構築 と運

営 のための事業計画等 が検討 されなけれ ばならないが、 それ らは実際 のゲ
ーム コピーマー トの アプリケーシ ョンの段 階で行 われ る もの である

。既述

した ように、ゲ ームソフ ト業界の特有性 により、現段 階でス タ ンダー ドな

ビジネスが展開す る とは思 えない。 む しろ、多様 性 を取 り込 んだ ビジネス

展 開が部分 的に進展 してゆ くもの と推 測 されるし、その方が効率的かつ現

実 的であるだろ う。将来 的にはひとつの システムやス タ ンダー ドで ゲーム

ソフ トが取引 される時代が来 るか もしれないが...。 しか し、多 くの 異 な る

ビジ ネス モ デルが個 々に存在 していたのでは、ゲーム ソフ トの流通 市場が
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形 成 さ れ に くい 。 そ こ で 、 多 様 性 を 保 ち な が ら共 通 部 分 を構 築 す る仕 組 み

を考 案 しな け れ ば な ら な い 。 コ ピ ー マ ー トの 基 本 理 論 に 基 づ い て コ ピ ー マ

ー トと して の 必 要 部 分(イ ン フ ラ部 分)の 仕 組 み を整 備 しな け れ ば な ら な

い。 つ ま り、個 々 の ビ ジ ネ ス の 展 開 の 中 で 、 コ ピー マ ー トの 基 本 要 素 と し

て の 権 利 マ ー ケ ッ トと コ ピ ー マ ー ケ ッ トを 、 ど の よ う に イ ン フ ラ と して 構

築 す る か と い う こ とが 大 項 目 と して の 課 題 に な る 。 勿 論 、 コ ピ ー マ ー トは

ゲ ー ム ソ フ ト業 界 に存 在 す る た だ 一 つ の(唯 一 の)コ ピ ー マ ー ト(The

GameCopymart)を 構i棄 し よ う と い う も の で は な い 。 ゲ ー ム コ ピー マ ー

トが 目指 す もの は 、 様 々 な ビ ジ ネ ス モ デ ル の 基 盤 的 要 素 を提 供 し よ う とす

る もの で あ り、 唯 一 の 市 場 を形 成 す る も の で は な い 。 ゲ ー ム コ ピ ー マ ー ト

は 、 ゲ ー ム ソ フ トに係 る 知 的 財 産 権 の 保 護 と ソ フ トの 流 通 を促 進 す る こ と

を 目 的 と して い る 。 そ の 一 方 で 、 知 的 財 産 権 の 処 理 や 取 引 を 含 ま な い 「も

の」 と して の ゲ ー ム市 場 は 現 在 そ して これ か ら も存 在 し続 け る だ ろ う。

と こ ろ で ゲ ー ム コ ピ ー マ ー トの 基 盤 的 要 素 の 研 究 は 次 の3つ の 分 野 に わ

た る 。

(1)法 律 分野

(2)技 術 分野

(3)ビ ジ ネス分野

本 報告 書 で は、主 に(1)法 律 分 野 と(2)技 術 分 野 につ い て整 理 と検

討 を行 っている。法律分 野で は、コ ピーマー トコー ド、知 的財 産権の登録 、

利用条件 、権利処理 とライセ ンス、契約形 態等 について、技術分野 では、

権利情報等 の記述方法、 コピーマー トコー ドの実装、権利 マーケ ッ トとコ

ピーマ ーケ ットのデー タベ ース システム等 について、 また、 ビジネス分野

では、 ゲームソフ トの価格構成 、配分 シス テム等 につい てよ り具体 的 レベ

ルでの研 究 と開発 が必要 であ る。現在 コ ピーマー トに関 しては、財 団法 人

比較法研究セ ンター、財 団法人 国際高等研 究所、コピーマ ー ト名城研究所 、

財団法 人京都高度技術研究所等 が 中心 になって上記 の研 究 と開発 を推進 し

てお り、そ こで行 われてい るプロジェク トの成果 を期待 したい83。

しか し、 こ こで コ ピー マ ー トの 基礎的 な研究 と開発が な された として も

その ままで実用化で きる もの ではない。 アプ リケー シ ョンと してのゲー ム

コピーマー トの実装 に向け ての具体 的 ・個別的調整 が必 要になる。具体 的

なゲーム コピーマー トの構 築 は、大手 ゲーム機器 メー カーで も小規模 なソ

フ トハ ウスでも構 わない。対象 となるゲーム ソフ トの知 的財 産権処理、契

約、利 用条件、料金等 の研 究 を行 い、それ らをシステム に組み込 み ビジネ

スマ ーケ ッティングに基づ いた システム と事業計画 を決め なければな らな

い。 その際、他 のゲーム コピーマー トや システム とどの よ うにインターオ

ペ ラビリテ ィを計 るか を留意 しなけれ な らない。 これ は、前述 した権利処

理の仕組みや コピーマー トコー ドに関連 す る。権利処理 は ビジネスの形態
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等 によって簡単 な ものか ら複雑 な もの までその幅 は広 い。 ひとつの ビジネ

スモデル に1つ で あ っ て もよい しテ ンプ レー トの ようにい くつか用意 して

お くもの もあって よい。 ゲーム ソフ トの権利処理 と書籍 の権利処理 は類似

す る もの もあるが そ うでない もの も多い。要は権利者が どの ように利 用条

件 を設定 するか に よるため個別 に ビジネスモデルや事業体 に応 じた対応 が

必要 となる。 コ ピーマ ー トコー ドは、ゲームソフ トに関する様 々な情報 を

コー ド化 し分類、識別、検索、管理等 の機能 を持 たせ た ものであるが、他

種 類の コンテ ンツや シス テム との インターフェイス を可能 にす る コー ド体

系 で もある。 コ ピーマ ー トコー ドの理論 と基本的ス トラクチ ャーは既 に構

成 されてお り、ゲームソフ トへ対応す る作業が課題 として残 る。

また、 コピーマー ト(そ の ア プ リケ ー シ ョン と しての ゲーム コピーマー

トも含 めて)に 関連 して 、 プ ラ イバ シー 、消費者問題 ・情報独 占、紛争解

決モデルな どの課題 も検討 され なければな らない。 プライバ シー問題 は、

コピーマ ー ト利用 の前提 ではないが情報社会で重要 な問題 になってきてお

りコ ピーマー トと して無視 す る ことはで きないため 、「コピーマ ー ト主宰

者 自身が コンピュー タシステム上 でその点の保護i義務 を負 うが 、 コ ピーマ
ー ト契 約 条項で契約 当事者 にその遵守 を促 してその侵 害 を防止 す る努力義

務 がある」84。 ま た、 消 費 者 保 護 ・情 報独 占 については、情報社会で は全

ての人 に平等 に取引機会 を与 えているわけではないため、消費 者利益 の保

護 に対 して有効 な対策 があるわけではない。さらに、情 報競争 や情報独 占

が市場 に及ぼす法律 問題 も発生す る もの と思われ独禁 法 との関係 も含 めた

検討 と対応が必要 になる85。 さ らに、 権利 市場 で今 後 重 要 に なる と思 われ

る機能が紛争解決方法 である。 これ については、WIPOの オ ン ラ イ ン仲 裁

な どオ ン ラ イ ン上 で くつか のシステムがあるが今後 コピーマー トとの関係

について検討が必要 となるだろ う86。

4.2ゲ ー ム コ ピ ー マ ー トに よ る効 果

ゲ ーム コピーマ ー トに よる効果 は どの ようなものが あ るのだ ろうか。期

待 を込め なが ら整理 を行 うことで本報告書 を締め くくりたい。

(1)ゲ ーム ソ フ トに係 る権 利 意 識 の向上

ゲ ーム ソフ トは様 々な権利 が錯 綜する コンテ ンツであるがその流通 と利

用 に関 して働 く主 な権利 は著作権 である。著作権 は多 くの肢分権か ら成 り

立 ってお り権利 者 は利 用者 に対 して許諾 を与えるこ とを分 かっていて も法

律 の専 門家 でない限 り的確 に処理 をするのは難 しい し、反対 もまた しか り

である。 また、制作 プロダクシ ョンや製作会社 との関係 の中で誰 の権利 が

どの ように扱 われてい るのかは必 ず しも明確にはなっていない。 ゲーム コ
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ピーマー トは、ゲーム ソフ トに関す る著作権 を厳密 にその内容 と帰属 を明

確 に しよう とする ことを前提 としている ものではない。当然 その ように し

なければな らない コンテ ンツ も必要だ と思 われるが、権利 をどの ように扱

うかは権利 者 に自己決定権が ある。ひ とつ ひとつのゲームソフ トの肢分 権

について許諾 を与 えるの も、ゲームソフ トの包括的 な許諾 を与 えるの も権

利者が決め ることになる。 ゲームコピーマー トで は権利者が よ り自由かつ

フ レキシブルに利用条件 を設定す ることがで きる。知 的創作物 は 「もの(有

体物)」 とは異 な る こ と を理 解 し、そ の利用 は権利者が基本 的に決め る権利

がある こと、 また利用者 も権利 を遵守す る ことで双方の権利意識が高 まる

ことを期待 したい。

(2)ゲ ー ム 業 界 で の イ ン フ ラ と して の コ ピー マ ー ト

ゲーム ソフ トの 中古 問題 に対応 しゲ ームメー カーや業界団体 は、無 許諾

の中古 ソフ トの販売 に対 して撲滅運動 を行 って きたが 、最近は 「許諾 によ

る中古 ソフ ト販売の正常化の確立」 にキ ャンペー ンに移行 して きてい る。

つ ま り、権利者が許諾すれ ば中古 ソフ トの販売 は構 わない とい うこ とで あ

る。権利者 の許諾があれ ばその利用範囲 は大 きく拡大す ることに もなる し、

反対 に許諾 が無 ければ著作権法の権利制 限の範囲 に止 まるこ とになる。 ゲ
ーム ソフ トは消費財 の要素 も強 く許諾 の範 囲は市場原理 に関わ るこ とにな

るのではないだろ うか。 ゲーム ソフ トと利 用条件が一体化 して流通 す るゲ

ーム コピーマー トでは、.利用 者 は当該 ゲ ー ム ソ フ トの利 用可能 な範 囲 を確

認する ことが可能であ る し、必要 な ら権利 者 と交渉す ることもで きる。か

ようなシステムは、人材育成 や学校内での利用 、素材 としての利用 、他 メ

デ ィア等 での利用がス ムーズ にかつ迅速 に行われるイ ンフラと してゲー ム

業界 で機能 し新 たな取引市場形成に貢献す るだろう。

(3)海 外 や他 の シス テム との イ ンター オペ ラビリテ ィ

最後 に、ゲーム コピーマー トで は海外 とのイ ンター オペラビ リテ ィが計

れる ことで グローバ ルなゲームソフ ト市場 が生 まれ る。従前の独 自に存在

していたゲーム市場が ゲーム コピーマー トの仕様 によって他の異 なるシス

テム との接 続が可能 となる。 そのため、ゲーム ソフ トに限 らず異 なる コン

テ ンツ(映 像 、音 楽 、書 籍 等)や シス テ ム との イ ン ターオペ ラ ビリテ ィが

可能 とな り、メデ ィア ミックスや インテグ レーシ ョンが起 こ りやす くなる。

例 えば ひとつのゲーム ソフ トをマルチ利 用す るにあたって も、ゲーム に関

す る情報 、権利 処理や契約等 に関 しては互換性があるため よ り効率 的 な管

理が可能 となる。 また、 コ ピーマー トは権利者 と利用者 との合意 の上で取

引が なされるため ビジネス地域 は内外 を問 わず、 グローバル な展 開が期待

で きる。
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注釈

1本 報 告 書 にお い て ゲ ー ム コ ピー マ ー トは 、 部 分 モ デ ル と して の コ ピー マ
ー ト
、 全 体 モ デ ル と して の コ ピ ー マ ー トを含 ん だ広 い 意 味 で 用 い て い る 。

2任 天 堂 株 式 会 社 、 株 式 会 社 ソ ニ ー ・コ ン ピ ュ ー タエ ン タ テ イ ン メ ン ト、

株 式 会 社 セ ガ エ ン タ ー プ ラ イ ゼ ス 。

3ゲ ー ム ソ フ トは 著 作 権 の 他 に 、 特 許 、 商 標 、 不 正 競 争 防 止 法 等 の 知 的財

産 権 が 係 わ る場 合 が 多 い 。

4ゲ ー ム ソ フ トの 流 通 は 、 ゲ ー ム 機 器 メ ー カ ー に よ っ て 微 妙 に異 な っ た 仕

組 み を構 築 して い る 。 例 え ば 、 一 般 的 に ゲ ー ム は お も ち ゃ屋 で 扱 っ て い る

こ と か ら玩 具 問 屋 経 由 の 流 通 や 、 メ ー カ ー が 直 接 コ ン ビニ 等 との 販 売 ル ー

トを構 築 した り、 オ ン ラ イ ンで メ ー カ ー が 直 接 配 信 す る な ど種 々多 様 で あ

る。

5こ れ は プ ラ ッ トフ ォー ム が な くな る とい う意 味 で は な い 。 ゲ ー ム を プ レ

イす る に は な にが し らの プ ラ ッ トフ ォー ム(メ ー カ ー の専 用 機 器 、 パ ソ コ

ン環 境 等)は 必 要 で あ る が 、 まず メ ー カ ー の プ ラ ッ トフ ォー ム あ り きの ビ

ジ ネ ス展 開 は消 費 者 の 要 望 と選 択 を制 限 して い る と思 わ れ る。 複 数 の ゲ ー

ム をす る た め に各 メ ー カ ー毎 の専 用 機 器 を揃 え な け れ ば な ら な い の は不 都

合 で あ る ば か りか 小 学 生 な どの利 用 者 に と っ て は経 済 的 負 担 が 大 きい 。 今

後 、 異 な る メ ー カ ー や 機 種 の 差 異 は ソ フ トの レベ ル で 対 応 で き る よ う に な

る の で は な い だ ろ うか 。

6「 ゲ ー ム ア ー カ イ ブ ・プ ロ ジ ェ ク ト(GAP)」 は 、 立 命 館 大 学 政 策 科 学

部 細 井 浩 一 助 教 授 を 中心 とす る研 究 グ ル ー プ が 、 京 都 リサ ー チ パ ー ク株 式

会 社 の 協 力 及 び 京 都 府 の コ ー デ ィ ネ ー シ ョ ンの 基 で!998年4月 に ス タ
ー トさせ た プ ロ ジ ェ ク トで あ る

。(『 ゲ ー ム ア ー カ イ ブ プ ロ ジ ェ ク トに お け

る 著 作 権 マ ニ ュ ア ル 』(平 成11年 、 比 較 法 研 究 セ ン タ ー)よ り。

7コ ピ ー マ ー トは 、 北 川 善 太 郎 教 授 が1988年 に ロ ン ドン大 学 で始 め て

「コ ピー セ ー ル 」 と して発 表 した もの に そ の 原 型 が あ る が 、 「コ ピー マ ー

ト」 と して は1993年 に ハ ー バ ー ド大 学 で 発 表 して い る 。 本 稿 は 、 こ の

コ ピ ー マ ー ト構 想 に基 づ い て ゲ ー ム ソ フ トを対 象 した ビ ジ ネ ス モ デ ル を コ

ピ ー マ ー トア プ リケ ー シ ョ ン と して研 究 を行 う もの で あ る 。

8郵 政 省 郵 政 研 究 所 編 『徹 底 研 究 メ デ ィ ア ソ フ ト』(平 成10年 改 訂 版 、

1998年)参 照 。

9ゲ ー ム ソ フ トと 同 様 に二 次 利 用 率9の 低 い コ ンテ ン ツ と して テ レ ビ番 組

(2.3パ ー セ ン ト)が あ る 。
10著 作 権 法2条1項7の2。

11著 作 権 法30条 か ら47条 。

12勿 論 、 前 提 と な る の は 当 該 楽 曲 の権 利 者 がJASRACに 権 利 を 寄 託 して

い る 場 合 で あ る 。

13北 川 善 太 郎 『著 作 権 制 度 の 未 来 像 』 コ ピ ラ イ ト、No.465,Vol.39,2000,

6-7頁 参 照 。

14前 掲 、 北 川 『著 作 権 制 度 の 未 来 像 』、6頁 。
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15ゲ ー ム ソ フ トの ビ ジ ネ ス モ デ ル(ゲ ー ム コ ピ ー マ ー ト)は 、北 川 善 太 郎

教 授 が 考 案 した コ ピ ー マ ー トの ア プ リケ ー シ ョ ンモ デ ル で 部 分 モ デ ル と全

体 モ デ ル が あ る 。

16基 本 的 に コ ピ ー マ ー トは 権 利 者 と利 用 者 の 問 に存 在 し、著 作 権 マ ー ケ ッ

トとコ ピ ー マ ー ケ ッ トの2つ の デ ー タベ ー ス か ら構 成 さ れ る。 そ の た め 、

この どち らか の 機 能 の み を 充 足 させ る ビ ジ ネ ス 展 開 に つ い て そ れ を コ ピ ー

マ ー トと呼 べ る か ど うか 、 と い う問 題 で あ る 。

17こ こ で は主 に(注5)で 説 明 した 著 作 権 マ ー ケ ッ ト と コ ピー マ ー ケ ッ ト

の こ と を 指 す 。 これ に つ い て は 、NIRA政 策 研 究 『コ ピ ー マ ー ト 著 作 物

の 権 利 処 理 と流 通 に 関 す る 一 提 言 』(比 較 法 研 究 セ ン タ ー)第1章(北 川 善

太 郎 著)も 参 照 。

18本 報 告 書 に お い て ゲ ー ム コ ピー マ ー トは 、部 分 モ デ ル と して の コ ピ ー マ
ー ト
、 全 体 モ デ ル と して の コ ピー マ ー トを含 ん だ広 い 意 味 で 用 い て い る 。

19コ ピー マ ー トに つ い て は
、httD:〃vv・ww.copvmart.gr.ip/を 参 照

20北 川 善 太 郎 『電 子 取 引 と 知 的 財 産 権 』 特 許 研 究PatentStudiesNo .25、

1998年3月 、8頁 。

21北 川 善 太 郎 、 前 掲 『著 作 権 制 度 の 未 来 像 』6頁 参 照 。

22注13を 参 照 。

23同 じ く、郵 政 省 「放 送 番 組 の 流 通 情 報 の 提 供 の 在 り方 に 関 す る 調 査 研 究

会 」(平 成11年7月)で は 、各 放 送 局 を横 断 さ せ た 共 有 デ ー タ ベ ー ス 構 築

の た め に現 状 の ア ン ケ ー ト調 査 を行 っ た が 、 回 答 が あ っ た138社 の 内6

1社(44.2%)が デ ー タ ベ ー ス を整 備 して い な い と答 え て い る 。

24デ ー タベ ー ス が 整 備 され て い る機 関 と して はJASRACや レ コー ド協 会

や 日本 書 籍 出 版 協 会 が あ げ ら れ る 。 い ず れ も デ ー タベ ー ス で ビ ジ ネ ス を 行

っ て い る の で は な くそ れ を利 用 した 権 利 ビ ジ ネ ス の展 開 を 図 っ て い る 点 で

注 目で き よ う。

25前 掲 、 北 川 『著 作 権 制 度 の 未 来 像 』、6頁 。

26こ れ ら2つ の デ ー タベ ー ス は 同 じサ ー バ 内 に存 在 す る 必 要 も な い し、同

じ場 所 に設 置 さ れ る必 要 も な く、 ネ ッ トワ ー ク 上 で こ の2つ の デ ー タベ ー

ス が 接 続 され 効 率 的 に機 能 す れ ば よ い 。

27比 較 法 研 究 セ ン タ ー 『ゲ ー ム ア ー カ イ ブ プ ロ ジ ェ ク ト(GAP)に お け

る著 作 権 マ ニ ュ ア ル』!999年 、4-5頁 参 照 。

28ゲ ー ム ソ フ ト と類 似 した 著 作 物 で あ る 映 像 ソ フ ト も権 利 処 理(管 理)機

関 は存 在 しな い が 、1999年 度 か ら映 像 著 作 権 協 議 会(IMC:Image&Movie

Copymart、 会 長 北 川 善 太 郎 氏)が 発 足 した 。IMCの 主 な ター ゲ ッ トは

テ レ ビ番 組 、 映 画 、 ニ ュ ー ス 番 組 、 静 止 画 像 な どが あ り、 ゲ ー ム ソ フ トに

つ い て は検 討 を行 っ て い な い 。 しか し、 将 来 的 に は幅 広 い コ ンテ ン ツ を対

象 と して い る た め 本 報 告 書 で 検 討 して い る 「ゲ ー ム コ ピ ー マ ー ト」 との 接

続 も考 え られ る 。

29北 川 善 太 郎 教 授 は本 プ ロ ジ ェ ク トに お け る 研 究 会 に お い て この タ イ プ

の コ ンテ ン ツ提 供 型 ビ ジ ネ ス は ゲ ー ム 業 界 に お い て展 開 し易 い の で は な い
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か と述 べ られ て い る 。

30北 川 善 太 郎 教 授 は 、厳 密 に は コ ピ ー マ ー トで は な い が コ ピ ー マ ー トを支

援 す る サ ー ビ ス の 重 要 性 を説 か れ 「コ ピ ー マ ー トパ ブ リ ッ シ ャ ー」 は そ の

ひ とつ に あ た る 。

31北 川 善 太 郎 教 授 の 考 案 に基 づ く この 部 分 モ デ ル を統 合 した コ ピ ー マ ー

ト型 は 、ユ ニ ー ク な ビ ジ ネ ス モ デ ル と して 展 開 が で き る も の と期 待 で き る 。

32こ の 図 は北 川 善 太 郎 教 授 の 部 分 コ ピー マ ー トの ア イ デ ィ ア に基 づ い て

作 成 した もの で あ る 。
33DAWN2001(DesignfortheAdministrationofWorksusingNew

technology2001)は 、 デ ジ タル ネ ッ トワ ー ク で の 音 楽 利 用 に対 して 、著

作 権 保 護 と権 利 処 理 の た め の 新 た な著 作 権 管 理 シ ス テ ム で あ る 。

htt:〃www.・asrac.or.i/・h/dawn2001/release.htmを 参 照 。

34ソ フ トバ ン ク株 式 会 社 の100%子 会社 の ソフ トバ ンク コマ ー ス株式

会社 、 ソフ トバ ンク ・テ クノロジー株式会社、ヤ フー株式会社 とミュージ

シャンの向谷実氏が1999年12月 に設立 した 「イーズ ・ミュー ジ ック

株式会社」 がある。
35東 京 地 判 昭和57年12月6日 無 体 集14巻3号796頁 〔ス ペ ース ・

イ ンベ ー ダー ・パ ー トH事 件 〕。
36た とえ ば

、東京 高 判 平 成11年3月18日 判 時1684号112頁 〔三

国志 田事 件:控 訴審 〕は 、「控 訴 人 が 既 に作 成済みのデー タファイル及 びユ
ーザーが作成す るデ ータファイル」である 「『NBDATA』 自体 は プ ログ

ラムの 著作 物 に当 た る ものではない」 とい う。
37な お
、平 成11年 著 作 権 法 改 正 に よ り上 映 権(著 作 権 法22の2条)は

映 画 の著 作 物 だ けで な く著 作 物 一般 に与 えられるようになった。このため、

この規定が施行 され た平成12年1月1日 以 降 にお い てテ レ ビゲー ムを公

衆 に使 用 させ る行為 はコンピュータプログラムの著作物の上 映権侵 害にあ

たる可能性が ある。
38前 掲 ・東京 高 判平 成11年3月18日 〔三 国志 田事件:控 訴 審 〕

。
39上 記 判例 の ほか

、東 京 地 判 昭 和60年6月10日 判 タ567号273頁

〔ポ ー ル ・ポ ジ シ ョン事 件 〕、東 京地決昭和62年2月24日 判 時1222

号134頁 、大 阪地 堺 支 判 平 成2年3月29日 判 時1357号151頁 〔ド

ンキ ー コ ン グ ・ジ ュニ ア事 件 〕、東京地判平成6年1月31日 判 時1496

号111頁 〔Chomp事 件 〕、大 阪地 判 平 成9年7月17日 知 的裁 集29巻3

号703頁 〔NEO・GEO事 件:第 一 審 〕、大 阪 地判 平 成9年11月27

日判 タ965号253頁 〔と きめ きメモ リアル事 件:第 一 審 〕、大 阪 高判 平

成10年12月21日 知 的裁 集30巻4号981頁 〔NEO・GEO事 件:

控訴 審 〕。
40大 阪 高 判平 成11年4月27日 〔ときめ きメモ リアル事 件:控 訴 審〕

。
41も ち ろん

、映 画 の著 作 物 に認 め られ る頒布権 について も消尽 させ るとい

う解釈があ りうる。 しか しなが ら、映画の著作物 には制定法上貸与権が認

め られていない(著 作 権 法26の3条)。 したが って 、仮 に頒 布 権 を消尽 さ

94



せ る と、 映 画 の 著 作 物 の 貸 与 を押 さ え られ な くな る事 態 を ま ね くこ と に な

るbも っ と も、 第 一 譲 渡 後 、 頒 布 権 の う ち譲 渡 に 関 して の み 消 尽 し、貸 与

に 関 す る 部 分 は 消 尽 しな い と解 釈 す る こ と は 可 能 とす る 見 解 も あ るが(小

倉 秀 夫 「優 越 的 地 位 な い し頒 布 権 を利 用 した ゲ ー ム ソ フ トの 中 古 販 売 規 制

の 可 否 一2つ の 中古 ゲ ー ム 訴 訟 と1つ の 排 除勧 告 一 」 中 山信 弘 編 『知 的 財

産 権 研 究IV』 〔東 京 布 井 出 版 、1999年 〕187頁 、作 花 文 雄 『詳 解 著 作

権 法 』 〔ぎ ょ うせ い 、!999年 〕233頁 参 照)、 や は りそ れ が 困 難 で あ

る こ と は 否 め な い よ うに 思 わ れ る 。
42た とえ ば

、 ア メ リカ に お け る ご く最 近 の 事 例 で は 、SONYCOMPUTER

ENTERTAINMENTvs.Connectix米 連 邦 地 裁 判 決 が あ る 。 こ れ は 、 ソ ニ ー が

プ レ イ ス テ ー シ ョンの マ ック 用 エ ミュ レー タ ソ フ トを販 売 して い た

Connectix社 を著 作 権 侵 害 で 訴 え た の に 対 し、Connectixの 行 為 は ア メ リ カ

著 作 権 法 の フ ェ ア ユ ー ス に 該 当 す る と して 、 こ の 訴 え を棄 却 した もの で あ

る(<

http://www.ce9.uscourts.gov/web/newopinions.nsf/f606ac175eOlOd6488

2566ebOO658118/06dleO893fdeell688256881006296b8?OpenDocument>を 参

照)。
43特 許 庁 『特 定 技 術 分 野 の 審 査 の 運 用 指 針 』 の 「第1章 コ ン ピ ュ ー タ ・

ソ フ トウエ ア 関 連 発 明 」 を参 照 。
44た と え ば

、 「ビ デ オ ・ゲ ー ム装 置 、 そ の 制 御 方 法 お よ び 制 御 デ ィバ イ ス 」

(特 許 番 号2794230号)が あ る 。こ れ は 、 「プ レ イ ヤ ー の 代 わ り に プ レ イ ヤ
ー ・キ ャ ラ ク タ が ビ デ オ画 面 上 で 敵 キ ャ ラ ク タ と戦 闘 を繰 返 す 形 式 の ロ ー

ル ・プ レ イ ン グ ・ゲ ー ム(RPG)を 実 現 す る た め の ビ デ オ ・ゲ ー ム 装 置 、

そ の 制 御 方 法 お よ び制 御 デ ィバ イ ス に関 す る 」 もの で あ る 。
45た と え ば

、 椙 山 敬 士 『ソ フ トウ ェ ア の 著 作 権 ・特 許 権 』(日 本 評 論 社 、

1999年)152頁 以 下 参 照 。
46た と え ば

、 「NEO・GEO」 も、 前 掲 ・大 阪 高 判 平 成10年12月2

1日 〔NEO・GEO事 件:控 訴 審 〕 の 後 、 平 成11年3月5日 に 商 標 登

録 が 完 了 して い る(商 標 登 録 番 号4245174号)。
47著 作 権 法 に お い て 「公 衆 」 と は

、 特 定 か つ 多 数 の 者 をふ くむ(著 作 権 法

2条5項)。
48い わ ゆ る ス トリー ム配 信 も こ れ に ふ く まれ る

。

49複 製 とは 、 「有 形 的 に再 製 す る こ と を い 」 う もの と さ れ る(著 作 権 法2

条1項15号)。
50と くに 、著 作 権 の 制 限 に も とつ い て 著 作 物 を利 用 す る場 合 に 、学 校 教 育

の 目 的上 、 著 作 物 の 用 字 ま た は用 語 の 変 更 そ の他 の や む を得 な い改 変 は許

され る(著 作 権 法20条2項1号)。

51も ち ろ ん 、当 初 の 契 約 に し た が っ て 、 ネ ッ トワ ー ク 配 信 に つ い て 追 加 的

に使 用 料 を支 払 う 旨取 り決 め られ て い る 場 合 も あ る 。

52も ち ろ ん 、 こ う した 原 著 作 物 の 著 作 権 につ い て も、 当 初 の ゲ ー ム ソ フ ト

制 作 契 約 の 段 階 で 、後 の ネ ッ トワ ー ク配 信 ま で をふ くめ た 契 約 が な され て
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い る よ う な 場 合 は 、 そ の 限 りで 問 題 が 生 じな い こ と に な る 。

53さ し あ た り、北 川 善 太 郎 「著 作 権 制 度 の 未 来 像 」 コ ピ ラ イ ト465号7

頁(2000年)参 照 。

54北 川 ・前 掲 「著 作 権 制 度 の 未 来 像 」7頁 参 照 。

55こ う し た 「周 辺 関 連 ビ ジ ネ ス 」 に つ い て は 、2.2.1(5)で 簡 単 に

取 り扱 うが 、 これ ら は 権 利 処 理 に直 接 的 に 関 与 す る もの で は な く、 コ ピ ー

マ ー トの 部 分 モ デ ル と明 言 で き な い 要 素 を含 ん で い る 。

56北 川 善 太 郎 編 『コ ン ピ ュ ー タ シス テ ム と取 引 法 』(三 省 堂 ,1987)35頁

以 下 参 照 。

57『 コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム と取 引 法 』45頁 参 照 。

58シ ス テ ム 契 約 の 法 的 論 点 につ い て は 、 『コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム と取 引

法 』44頁 以 下 な ど参 照 。

59後 述2 .2.2を 参 照 。

60『 マ ル チ メ デ ィア 時 代 に お け る 著 作 物 の 権 利 処 理 と流 通 に 関 す る 総 合 的

研 究(NIRA研 究 報 告 書No.970101)』29頁 以 下 参 照 。

61た と え ば 、 コ ン ピ ュ ー タ ソ フ トウ ェ ア倫 理 機構 の 販 売 基 準 に よ っ て 、購

入 で きる 年 齢 層 が 限 定 され て い る もの な ど。

62権 利 者 との 契 約 に 組 み 込 ま れ る か 、事 業 者 との 契 約 に組 み 込 ま れ る か は

運 営 ス タ イ ル に よ っ て 異 な る 。 権 利 者 と利 用 者 と の 契 約 に 入 れ られ る の が

通 常 で あ る が 、事 業 体 の ポ リ シ ー と して そ も そ も該 当 す る属 性 を持 た な い

利 用 者 は 場 へ の 入 場 を 許 可 しな い とい う場 合 な ど は 、 事 業 者 と利 用 者 との

契 約 で 保 障 条 項 を盛 り込 む必 要 が あ る 。

63権 利 管 理 事 業 体 に つ い て は 、 後 述(5)(a)参 照 。

64コ ピ ー マ ー トパ ブ リ ッ シ ャ ー の 概 念 につ い て は 、(5)(d)な ど を 参 照 。

65む ろ ん 出版 社 も、権 利 者 に 許 可 な く出版 を行 っ て い る わ け で は な く、 出

版 契 約 を交 わ して価 格 ・印 税 率 ・出版 部 数 な ど につ い て 権 利 者 と取 り決 め

を 行 っ て い る 。 こ れ は 、著 作 権 の 一 部 で あ る 支 分 権(複 製 権 、頒 布 権 な ど)

の 設 定 を行 っ て い る も の と評 価 さ れ る。

661 .3.1(3)部 分 モ デ ル 型 の(D)(a)(ア)を 参 照 。

67こ れ に つ い て は 、 『マ ル チ メ デ ィア 時 代 にお け る 著 作 物 の 権 利 処 理 と流

通 に 関 す る 総 合 的研 究(NIRA研 究 報 告 書No.970101)』53頁 以 下 お よ び

133頁 以 下 を参 照 。

68む ろ ん ビ ジ ネ ス で あ る か ら、売 れ る見 込 み の 有 無 な どは パ ブ リ ッシ ャ ー

が 自己 の 発 意 と責 任 で 判 断 す る こ と に な ろ う。

69http:〃www .monbu.go.jp/singi/chosaku!00000299/を 参 照 。

70こ の あ た りに つ き
、 北 川 ・前 掲 「著 作 権 制 度 の 未 来 像 」9頁 参 照 。

71も っ と も、 現 行 仲 介 業 務 法 は 、 「本 法 に於 て著 作 権 に 関 す る仲 介 業 務 と

称 す る は 著 作 物 の 出 版 、 翻 訳 、 興 行 、 放 送 、 映 画 化 、 録 音 其 の 他 の 方 法 に

依 る利 用 に 関 す る契 約 に付 著 作 権 者 の 為 に代 理 又 は 媒 介 を業 と して 為 す を

謂 う」(1条1項)と して い る 。 コ ピ ー マ ー トは 、 こ の 「媒 介 」 に も該 当 し

な い もの と論 じ られ て い る(『マ ル チ メ デ ィ ア 時 代 に お け る著 作 物 の 権 利 処
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理 と流 通 に 関 す る 総 合 的 研 究 』 〔総 合 研 究 開発 機構 、1997年 〕29頁 参

照 〔松 田政 行 執 筆 〕)。

72も っ と も 、 コ ピ ー マ ー トの 多 様 な発 展 形 態 を考 慮 す れ ば 、 コ ピ ー マ ー ト

主 宰 者 が 権 利 管 理 団 体 を 兼 業 す る とい う可 能 性 も な い わ け で は な い で あ ろ

う。

73北 川教 授 の 著 作 で は 、実 際 に こ の コ ピ ー マ ー トコ ー ドを利 用 し て 、内 容

な どの体 系 化 が 行 わ れ て い る 。 た と え ば 、 『民 法 講 要 』 シ リ ー ズ(有 斐 閣)

や 『解 説 実 務 書 式 体 系 』 シ リ ー ズ(三 省 堂)が そ の 代 表 例 で あ る 。

74た とえ ば 、 書 籍 流 通 に お け るISBN、 消 費 者 物 流 に お け るJANコ ー ド

な どが そ の 代 表 例 で あ る 。 こ れ らで は 、 売 上 管 理 な ど に 関 す る最 低 限 の 情

報 の み が 数 値 化 され て い る。

75正 式 名 称 は
、INteroperabilityofDatainE-CommerceSystems。

76正 式 名 称 は 、Digita10bjectIdentifier。

77詳 細 に つ い て は 、INDECSの ウ ェ ブ サ イ ト(http:〃www.indecs.org)

を 参 照 の こ と。 こ こ で は オ ン ラ イ ンでINDECSの 成 果 な ど も公 開 され て

い る。なお 、INDECSは2000年 春 を も っ て プ ロ ジ ェ ク ト期 間 が 終 了 す る 。

そ の 後 の 展 開 に つ い て は ま だ 明 らか と さ れ て い な い 。

781NDECSで は メ タ デ ー タ の フ ォ ー マ ッ トと して 、W3Cに よ るXMLま

た はそ れ を基 本 とす るRDFを 考 え て い る 。 これ ら は い ず れ も、 デ ー タの

相 互 運 用 を前 提 と して 開発 さ れ た もの で あ る 。

79詳 細 に つ い て は 、 国 際DOI財 団 の ウ ェ ブ サ イ ト(http:〃www.doi.org)

を 参 照 。 そ こで は 一 部 に 会 員 限 定 の もの も あ る が 、DOIの 研 究 成 果 が 公 開

され て い る。

802 .3.1(1)の 図2-9コ ピ ー マ ー トコ ー ドの 応 用 的構 造 と対 比

す れ ば、 こ の 点 は よ り明 らか と な ろ う。

81DOIの メ タデ ー タ部 門 は 、DOI・Xと い う プ ロ ジ ェ ク ト名 で 、 コ ア と は

別 に ウ ェ ブサ イ トを立 ち 上 げ て い る 。 そ こ で は メ タ デ ー タ に 関 して か な り

技 術 面 に ウ ェ イ トを お い た研 究 が 進 め ら れ て い る。 詳 し く は

http:〃meta.doi.org/を 参 照 。

82権 利 記 述 部 門 は 、DOI-Rと い う プ ロ ジ ェ ク トに な っ て い る 。
83http:〃www .copymart.gr.jp/

84北 川 善 太 郎 、 『著 作 権 制 度 の未 来 像 』(コ ピ ラ イ トNo.465,Vol.39、2000

年)10頁 か ら。

85前 掲 、 北 川 、10頁 。

86前 掲 、 北 川 、11頁 。
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